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本 和書 は 、 毎 日 の 生活 で 異 文化 を 感じ 、 ど の よう に 異 文化 に 対処 し た らい い の 
か を 考え て いる 人 に 対し 、 実 践 的 で わか りや すい 方 法 で 異 文化 コミ ュ ニ ケー 
ショ ン の エッ セン ス を 伝え る も の で す 。 こ れ ま で に も 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ 
ン に 関す る 書籍 は 数 多く 出版 され て いま す が 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン 論 の 
紹介 や 解説 が 主 な 目的 で あり 、 そ の 知識 を どの よう に 実生 活 で 役立て る の か と 
いっ た 視点 で 書か れ て いる も の は ほとん ど あ り ま せん で し た 。 本 書 で は 、 異 文 
化 コ ミュ ニケ ーション の 基礎 知識 を 毎日 の 生活 に 活用 する こと で 、 よ り 実 践 的 
で 有益 な 学び を 深め て いき ます 。 

考え て みる と 、 私 た ちの 周り に は 異 文化 が あふ れ て いま す 。 私 た ちの 生活 そ 
の も の が 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 連続 で ある と 捉え る こと が で きま す 。 毎 
日 の 生活 を 振り 返り 、 こ れ ま で の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 内 省 す る こと で 、 新 た 
な 視点 が 生ま れ 、 多 く の 学 び を 得る こと が で きま す 。 そ こ か ら 、 本 当 の 意味 で 
の 暴 文 化 理解 が 始ま る の で す 。 

第 1 章 で も 触れ て いま す が 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン を 学ぶ た め の キ ー 
ワー ド が 3 つ あ り ま す 。 そ れ は 、 世界 の 多様 化 」「 自 国 の 多様 化 」、 そ し て 「 人 
間 的 成長 」 で す 。 交 通 手 段 や 通信 の 飛躍 的 な 発展 に より 、 日 本 と 世界 と の 距離 
は 非常 に 近く な り ま し た 。 そ れ と と も に 、 日 本 社会 で 暮らす 人 々 の 多様 化 も 
進ん で き て いま す 。 日 本 人 だ け の 価値 観 で 暮らす こと は も は や 不可 能 な 時 代 と 
な っ て いる の で す 。 様 々 な 考え や 価値 観 を 受け 入れ 、 取 り 入 れる こと で 、 国 際 
感覚 あふ れる 人 間 に 成 長 す る こと が 、 私 た ち 一 人 ひと り に 求め られ て いる の で 
す 。 日 本 人 、 中 国人 、 ア メリ カ 人 と いっ た 垣根 を 越え た 、 マ ルナ チ カル チャ ル な 
価値 観 を 共有 する こと が 、 こ れ か ら の 世界 を 生き る 人 に 必要 だ と 言え る で し ょ 
う 。 

この よう な 国際 的 人 材 の 育成 は グロ ー バ リゼ ーション が 急速 に 進む 地域 や 大 
学 、 社 会 に お いて 急務 の 課題 で す 。 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 正しい 知識 を 
身 に つけ 、 多 種 多様 な 人 々 と 対等 に コミ ュ ニ ケー ショ ン が 取れ る 人 の 存在 が 多 
文化 共生 社会 の 実現 に と っ て 必要 不可 欠 と な る か ら で す 。 本 書 に よっ て 、 多 
く の 方 が 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン と は 外国 人 と の 交流 だ け で は な く 、 周 り の 
人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン そ の も の で ある こと に 気づき 、 自 分 自身 の コミ ュ ニ 


ケー ショ ン 能 力 を 高め る こと で 、 多 文化 共生 社会 を に な う 中 心 的 人 材 に 成長 す 
る こと を 心 よ り 願 っ て いま す 。 

本 番 の 出版 に あたり 、 研 究 社 編集 部 の 吉田 尚志 さん に は 企画 を 進め て いた だ 
き 、 ま た 、 同 じ く 編集 部 の 演 倉 直子 さん に は 休日 返上 で 詳細 な 箇所 まで 編集 ・ 
校正 作業 を し て いた だ きま し た 。 さ ら に 、 浸 画家 の くり き あ きこ さん は 無理 な 
注文 に も か か わら ず 異 文化 に まつ わる すばらし い 4 コマ 漫画 を 描い て くだ さい 
まし た 。 こ の 3 人 の 方 の ご 協力 が な な けれ ば 、 本 書 を 完成 させ る こと が で きま せ 
ん で し た 。 心 より 感謝 申し 上 げ ま す 。 

いつ も な が ら 、 多 忙 な 私 の 心 の 支え と な っ て いる 家族 ( 答 と 子供 と 母 ) に は 「 あ 
り が と う 」 と いう 言葉 を 贈り た いと 思い ます 。 今回 は も う 一 人 (一 匹 ?)、 朝晩 
私 を 散歩 に 誘っ て くれ る リキ そ (柴犬 ) に も 、 感 謝 の 意 を 表し た いと 思い ます 。 


平成 25 年 5 月 ミカ ン の 花香 る 函南 町 の 自宅 に て 
原 沢 伊都 夫 


本 書 の 使用 に あたっ て 


本 和書 は 、 外 国人 を 含め た すべ て の 人 と の 共生 に お いて 必要 不可 欠 な 異 文化 コ 
ミュ ニケ ーション の 知識 を いか に 実践 的 に 役立て る か を 考え る も の で す 。 一般 
的 な テキ スト の よう に 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン 学 の 理論 や トレ ー ニ ング 方 
法 を 学 お の で は な く 、 こ れ ら の 知識 や 理論 を 現実 世界 の 中 に 置き 換え 、 実 際 に 
活用 で きる よう に する こと が 本 再 の 目的 で す 。 

本 書 の 使用 方 法 は 個人 で 学ぶ 場合 と 大 学 や 社会 人 講座 な ど で テ キス ト と し て 
使用 する 場合 が 考え られ ます 。 前 者 の 場合 、 異 文化 理解 に 興味 が ある 、 また は 、 
個人 的 に 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 知識 を 深め た いと いう 方 が 対象 と な り ま 
す 。 自 主 学習 用 の 書籍 と し て 活用 し て いた だ けた ら と 思い ます 。 後者 の 場合 、 
(1) 大 学 に お ける 異 文化 関連 の 一 般 部 養 科 目 や 留 学生 を 対象 と し た 「 日 本 事情 」 
科目 、(2) 多 文化 共生 社会 を 推進 する 地域 で の 講習 会 や 勉強 会 、(3) 民間 の 日 本 
語 教師 装 成 機関 の 異 文化 理解 講座 、(4) 企 業 に お ける 異 文化 研修 な ど に お ける 
使用 が 想定 され ます 。 そ の 場合 、 教 師 ゃ 講師 の 指示 に 従い な が ら 、 教 室 の 中 で 
異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 知識 を 深め て いき ます 。 し た が っ て 、 社 会 人 、 日 本 
人 学生 、 留 学生 と 、 ど の 対象 者 で あっ て も 対応 で きる よう な 内 容 と な っ て いま す 。 


1. 本書 で 異 文化 理解 を 学ぶ 方 へ 

本 書 は 、 第 1 章 か ら 第 15 章 ま で の 構成 と な っ て いま す 。 そ れ ぞ れ の 章 で は 、 
初め に 異 文化 理解 に 関す る 基礎 知識 の 紹介 が あり 、「 確 認 チ ェ ッ ク 」「 ワ ー ク 」「 考 
えよ う 」 と いう 設問 に よっ て 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 理論 を どの よう に 
実生 活 に 生か す の か を 考え て いき ます 。 


1) 確認 チェ ッ ク 
各 章 で 紹介 する 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 基礎 知識 を 理解 する た め の 設 問 
で す 。 具体 的 な 事例 に 基づく 問題 を 解 《 く こと で 、 理 論 を 実践 的 に 捉え ます 。 


2) ワー ク 
各 章 で 扱う 内 容 を 体験 的 に 学ぶ 活動 と な り ま す 。 ド ロー イン グ 、 自 己 診断 、 
クイ ズ 、 ロ ー ル プレ イ 、 ブ レー ンス トー ミン グ な どの 様々 な 手法 で 、 楽 し く 本 


書 の 内 容 が 実感 で きる よう に 工夫 し て いま す 。 


3) 考え よう 

各 将 の 内 容 を 自分 の 経験 と つなげ て 考え る セク ショ ン で す 。 設 問 の 中 で も 特 
に 重要 な 部 分 と な り ま す 。 み ず か ら の 経験 を 振り 返り 、 考 える こと で 、 様 々 な 
気づき や 学び が 生ま れ ま す 。 


これ ら の 設問 を 補助 する も の と し て 、「 ヒ ント 」「 解 説 」「 考 える ポイ ント 」 
が あり ます 。 


4) ヒン ト 

「 ヒ ント 」 は 、 問 題 を 解く に あたり 、 ど の よう に 考え た らい い の か 、 解 答 の 
手掛かり を 提示 し て いま す 。 問 題 が 難し いと 感じ る 場合 は 、 こ ちら を 参考 に し 
て くだ さい 。 


5) 解説 
「 解 説 」 で は 、 問 題 の 意味 する と ころ を 説明 し た り 提 示さ れ た 内 容 を 解説 し 
た り し て いま す 。 ま た 本 文 の 説明 も 補足 し て いま す 。 


6 ) 考え る ポイ ント 

「 考 える ポイ ント 」 で は 、 読 者 が 本 書 の 内 容 を 自分 の 体験 と 結び つけ て 考え 
られ る よう に 、 具 体 的 な 事例 を 挙げ て い ぃ ます 。 こ れ ら の 事例 を 参考 に 、 各 章 の 
内 容 を 自分 自身 の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 中 で 考え る 努力 を し て くだ さい 。 


これ ら に 加え て 、 各 章 の 始め は 4 コマ 漫画 で その 章 を 導入 し て いま す 。 ま た 、 
章 の 最後 に は 、「 異 文化 よもや ま 話 」 を 掲載 し 、 筆 者 の 異 文化 体験 の エピ ソー 
ド を 紹介 し て いま す 。 肩 肘 張 ら な いで 、 気 楽に 本 書 を 楽し ん で いた だ きた いと 
思い ます 。 


2. 本書 を テキ スト と し て 使用 する 教師 の 方 へ 
本 書 は 実用 的 な 学び を 目的 と する 点 で 、 通 常 の チキ スト と は 異な り ます 。 本 


書 を 使っ て 授業 や 講義 を 担当 する 方 (本 演 で は 教師 と 呼び ます ) は 、 以 下 の 特 
微 を 理解 し て いた だ く こ と が 重要 と な り ま す 。 


1 ) 学習 者 自身 に よる 学び 

教師 は 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 基礎 知識 を 題材 と し て 受講 者 に 提供 し ま 
す が 、 そ れ を どの よう に 考え 、 現 実 的 な 学び と する か は 、 受 講 者 自身 に よっ て 
異な り ま す 。 受講 者 の 経験 や 考え 方 、 生 まれ 育っ た 環境 な ど に より 、 物 事 の 提 
え 方 や 認識 の 仕方 が 千 差 万 別 で ある か ら で す 。 受講 者 の 異な る バッ ク グ ラウ ン 
ド に よっ て 、 教 室 で の 学び も また それ ぞ れ 異な る こと に な り ま す 。 し た が っ て 、 
本 書 で は 、 教 師 が 一 方 的 に 知識 を 与え る の で は な く 、 教 師 が 投げ か ける 題材 に 
つい て 、 受 講 者 みず か ら が 考え 、 自 己 を 内 省 し 、 気 づき を 深め て いく 態度 が 必 
要 と な り ま す 。 受 謗 者 に よっ て 学び が 異な る こと か ら 、 1 つの 決ま っ た 答え が 
ある わけ で は あり ませ ん 。 教 師 は 受 読者 に より 多く の 学び や 気づき を 促す 補佐 
役 で あり 、 決 し て 答え を 教え る 存在 で は な いこ と に 留意 し て くだ さい 。 


2) ピア ・ ラ ー ニ ング (Peer Learning) 

学習 者 に よる 主体 的 な 学び を 達成 する た め に 、 本 書 の 進め 方 は ピア ・ ラ ー ニ 
ング を 基本 と し ます 。 ピ ア ・ ラ ー ニ ング の ピア は “peer" (仲間 ) で あり 、 ラ ー 
ニン グ は “learning" (学ぶ こと ) で す 。 学 習 者 同士 の 対話 を 通し て 、 お 互い 
の 力 を 最大 限 に 引き 出し 、 協 力 し な が ら 学 ぶ 方 法 で す 。 本 書 で 紹介 され る 題材 
に つい て 仲間 と 話し 合い 、 そ れ ぞ れ の 経験 を 共有 する こと で 共に 学び を 深め ま 
す 。 本 書 で 扱う 内 容 は 机上 の 空論 で は な く 、 日 常 生活 と 深く か か わり が ある こ 
と を 実感 し ます 。 そ し て 、 自 己 と の 対話 を 通し 、 内 省 を 深め 、 自 分 の 考え 、 も 
の の 見 方 、 さ ら に 言え ば 、 自 身 の 生 き 方 や 価値 観 な ど を 探求 し て いき ます 。 


3) グル ー プ ワー ク (参加 型 学習 スタ イル ) 

ピア ・ ラ ー ニ ング に よる 学び を 効果 的 に 遂行 する た め に 、 授 業 内 容 は 基本 的 
に グル ー プ ワー ク (参加 型 学習 スタ イル ) と な り ま す 。 こ の スタ イル で は 、 異 
な る 文化 に 対す る 捉え 方 ・ 接 し 方 に つい て グル ー プ 活動 や グル ー プ ・ デ ィ ス カッ 
ショ ン を 通し て 学ん で いく こと に な り ま す 。 こ の スタ イル の 大 き な 特 徴 と し て 、 
教室 活動 その も の が 上 異 文化 交流 の 場 と な っ て いる 点 が 挙げ られ ます 。 大 学 の 教 


室 で あれ ば 、 出 身 地 の 異な る 日 本 人 学生 や 様々 な 国 か ら の 留学 生 、 地 域 の 講座 
で あれ ば 、 年 齢 も 経験 も 職業 も 立場 も 異な る 人 と の 交流 は 、 ま さ に 異 文化 コミ ュ 
ニケ ーション その も の で す 。 周 り の 人 と 意見 を 出し 合い 、 お 互い の 意見 を 尊重 
し 、 グ ルー プ と し て の 意見 を まとめ て いく 作業 その も の が 、 異 な る 文化 と の 交 
流 の 現場 と 重なる わけ で す 。 

この よう な 参加 型 学習 スタ イル を 通し て 、 受 講 者 は 同じ 日 本 人 同士 で も 異な 
る 考え 方 や 視点 を も つこ と に 気がつき 、 一 人 ひと り の 個性 ゃ 能力 を 尊重 する こ 
と を 学び ます 。 こ こ で の 学び や 気づき は 、 日常 生 活 に お ける コミ ュ ニ ケー ショ 
ン に 直結 し て お り 、 多 文化 共生 社会 に お いて 外国 人 居住 者 を 含む すべ て の 住民 
と 対等 な 関係 を 築い て いく と いう 視点 に つなが っ て いき ます 。 


教師 は これ ら の 特徴 を 理解 し た 上 で 、 学 習 者 の 学び を より 効果 的 に 機能 させ 
る た め に 、 以 下 の 3 点 に 留意 し て 授業 や 講義 を 進め て いた だ きた いと 思い ます 。 


1 ) 学習 者 が 「 み ず か ら 学 ぶ 」 と いう 意味 を 理解 する 

初回 の 講義 で は 受講 者 が 主体 と な る 学習 スタ イル で ある こと を し っ か り と 理 
解 し て も ら う 必要 が あり ます 。 上 旧来 の 一 方 向 的 な 講義 に 慣れ て いる 学生 や 社会 
人 が 多い た め 、 み ず か ら 学 び を 深め て いく スタ イル に 戸惑う こと が 予想 され ま 
す 。 教え て も ら う の で は な てく 、 学 習 者 自身 で 学び を 見 つけ て い ぃ く と いう スタ イ 
ル が 理解 され な いと 、 自 分 が 何 を や っ て いる の か わか ら な く な り 、 期 待 さ れる 
教育 効果 が 半減 し ます 。 


2) グル ー プ は 毎回 変え る 

グル ー プ は 基本 的 に 毎回 変え た ます 。 そ うす る こと で 、 教 室 の 参加 者 全員 が 知 
り 合う こと に な り 、 ク ラス の 多様 性 を 実感 する と と も に 、 学 習 者 同士 の 信頼 関 
係 が 高まり 、 ク ラス と し て の 一 体感 が 育ま れ ま す 。 ク ラス で の 緊張 感 か ら 解放 
され る と 、 自 分 の 個人 的 経験 を グル ー プ の 他 の 人 に 話す ゆとり が 生ま れ ま す 。 
グル ー プ の 人 数 は 3 て 4 人 が 理想 的 で す 。 5 人 以上 に な る と 、 全 員 が 話す の に 
時 間 が か か り 、 効 率 的 に 情報 を 共有 する こと が 難し く な る か ら で す 。 ま た 、 他 
の 人 の 話 を 聞く だ け で 、 グ ルー プ ・ デ ィ ス カッ ショ ン に 積極 的 に 参加 し な い 人 
も 出 て き て し まい ます 。 毎回 新しい グル ー プ で 気持 ちと を リフ レッ シュ し な が 


ら 、 お 互い に 協力 し て 学ん で いく 環境 を 整え る こと が 重要 に な り ま す 。 


3) 教師 は ファ シリ テー ター (facilitator) に 徹する 

教師 は 教え る 人 で は な く 、 学 習 者 の 気づき や や 学び を 支援 する ファ シリ テー 
ター に 徹し ます 。 フ ァ シ リ テ ー タ ー は 「( 物 ・ 事 を ) 容易 に する 人 、 世 話 人 」 
と いう 意味 で す が 、 一 般 的 に は 、 会 議 や ミー ティ ング な ど で 、 中 立 の 立場 を 守り 、 
参加 者 の 状況 を 見 な が ら プ ログ ラム を 進行 し て いく 人 の こと を 意味 し ます 。 教 
育 現 場 で は 、 学 習 者 の 主体 的 な 学び を 側面 か ら 援助 する 人 と いう 意味 で 使わ れ 
る こと が 多い と 言え ます 。 学習 者 と 同じ 目線 に 立つ と いう 姿勢 も 重要 で す 。 教 
師 が みず か ら の 体験 談 を 紹介 し 、 そ こ か ら の 気づき や 学び を 披露 する こと で 、 
学習 者 が 授業 内 容 ぞ 商 近 な 経験 と 結び つけ て 考え られ る よう に な り ま す 。 

この よう な 学習 者 の 学び を 深め る た め に 、 感 想 文 を 提出 し て も ちら うと いい ぃ で 
し ょ う 。 感 想 文 を 読 W こ と で 、 学 習 者 の 様々 な 学び に 触れ る こと が で きま す 。 
教師 は そこ に 書か れ た 内 容 に 対し て 、 育 定 的 な コメ ント は し て も 、 決 し て 否定 
的 な コメ ント を し ませ ん 。 教師 は 学習 者 の 気持 ち を 尊重 し 、 評価 し な が ら 、 学 
習 者 の 学び が 深まる こと を 援助 し ます 。 そ れ ぞ れ の 学習 者 の 経験 や レベ ル に 応 
じ た 学 び や 気 づき が ある と いう 立場 で 、 学 習 者 の 意見 を 尊重 する 姿勢 が 重要 で 
あり 、 そ れ が より 大 き な 気 づき や 学び に つなが っ て いく こと に な り ま す 。 


な お 、 各 章 に 必要 な 時 間 は 最短 で 90 分 、 最長 で 120 分 を 想定 し て いま す が 、 
これ は グル ー プ に よる 話し 合い を 含ん だ 時 間 で す 。 グ ルー プ 活 動 が 中 心 の 授業 
で す の で 、 ク ラス の 規模 は 最大 で も 50 人 で らい が 限度 で す 。 し か し 、50 人 
を 超え る 大 人 数 の クラ ス で も 、 隣 り 合 わせ た 人 と 話し 合う な ど 工 夫 を すれ ば 、 
グル ー プ ワーク も 可能 に な り ま す 。 設問 (確認 チェ ッ ク 」「 ワ ー ク 」「 考 えよ う 」) 
は 1 人 で や る も の を 除い ぃ て は 、 基 本 的 に グル ー プ で 話し 合い な が ら 進 め ま す 。 
時 間 が あれ ば 、 グ ルー プ ご と に 話し 合っ た 内 容 を 発表 する と 、 他 の グル ー プ の 
考え 方 を 共有 で き 、 さ ら に 効果 的 な 学習 が 期待 され ます 。 


巻末 の 「 解 答 例 」 で は 、「 確 認 ナ チェッ ク 」 の 解答 例 を 掲載 する と と も に 、 教 
室 で の 「 ワ ー ク 」 の 進め 方 や 本 書 で 扱う 事例 の 文化 的 背景 を 説明 し て いま す の 
で 、 ご 活用 くだ さい 。 
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叶 | 六 同 際 際 隊 | 各 電 [| 


第 1 章 で は 、" 異 文化 理解" 
その も の に つい て 考え ます 。 
そもそも 、“" 異 文化 理解 " に 
お ける 『" 異 文化 "と は どう い 
う も の で し ょ うか 。 ど うし て 
私 た ち は “ 異 文化 " を 理解 す 
る 必要 が ある の で し ょ よう か 。 
異 文化 交流 の 歴史 と と も に 、 
* 異 文化 理解 ” の 意義 に つい 
/ て 考え ます 。 
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人 異 文化 交流 の 歴史 


異 文化 と (いっ て すぐ に 思い 浮か ぶ の は 外国 文化 の こと で し ょ う 。 私 た ち 日 本 
人 と 外国 文化 その か か わり に は 長い ぃ 歴史 が あり ます 。4 で て 5 世紀 頃 か ら 中 国 や 
朝鮮 と の 交流 が 始ま り 、 古 代 ま で に 土木 、 建 築 、 金 属 加工 な どの 技術 や 漢字 、 
備 教 、 仏 教 な どの 文化 が 日 本 に 伝わり まし た 。 こ の よう な 外国 文化 の 影響 の 下 
で 、 初 期 の 日 本 国家 は 形成 され た と 言え ます 。 中 世に な る と 、 ポ ルト ガル や ス 
ペイ ン か ら 鉄 砲 、 火 薬 、 時 計 、 ガ ラス 、 キ リス ト 教 な どの ヨー ロッ パ 文 化 が も 
た ら さ れ 、 特 に 鉄砲 と 火薬 の 伝 描 は それ まで の 伝統 的 な 武士 の 戦い に 大 き な 変 
化 を 引き 起こ し まし た 。 その 後 、 江 戸 時 代 (近世 ) は 鎖国 政策 を 取り まし た が 、 
明治 時 代 (近代 ) に 入る と 政府 は 欧米 の 進ん だ 文化 や 技術 、 政 治 制 度 を 積極 的 
に 取り 入れ 、 近 代 化 を 推進 し まし た 。 こ の よう に 日 本 は 外国 と いう 異 文化 か ら 
多く の こと を 学び 、 取 り 入 れ 、 発 展 し て きた と 言え ます 。 

一 方 、 視 点 を 変え て 、 世 界 の 交流 の 歴史 を 眺め て みる と 、 そ れ は 戦争 と 侵略 
の 歴史 で あっ た と 言え る か も し れ ま せん 。 力 の 強い 国 が 弱い 国 を 侵略 し 、 搾 取 
し 、 強 い 国 の 文化 を 押し つけ る 、 そ の よう な 歴史 が 繰り 返さ れ て きた と も 言え 
ます 。 日 本 で も 豊臣 秀吉 が 朝鮮 に 出兵 し た の を は じ め 、 明 治 維新 後 は 、 中 国 や 
ロシア と 戦 争 を 起こ し 、 東 南ア ジア に 侵攻 し た 結果 、 太 平 洋 戦争 を 引き 起こ し 
まし た 。 第 二 次 世 界 大 戦後 の 世界 は 、 二 度 と この よう な 悲惨 な 戦争 を 起こ さ な 
いた め に 国際 連合 を 設立 し 、 平 和 で 安全 な 世界 の 実現 を めざし まし た 。 

21 世紀 に 入り 、 世 界 の 国々 の 結び つき は 以前 に も まし て 緊密 に な っ て いま 
す 。 リ ー マ ン ショ ッ ク に 代表 され る よう に 、 一 国 の 出来 事 は その 国 だ け に と ど 
ま ら ず 、 世 界 中 に 連鎖 し ます 。 い わ ゆ る 相互 共存 の 時 代 に 入っ た わけ で す 。 

で は 、 現在 で は 、 過去 に 起き た よう な 悲惨 な 戦争 は な く な っ た の で し ょ うか 。 
残念 な が ら 、 答 え は “No” と 言わ ざる を えま せん 。 昔 の よう な 多く の 国 を 巻 
き 込 ん だ 大 戦争 は 起こ っ て いま せん 。 し か し 、 相 変わ ら ず 、 地 域 で の 戦争 は な 
く な ら ず 、 一 国 の 中 で の 部 族 ・ 民 族 ・ 宗 派 剛 の 紛争 も 絶え ませ ん 。 た と えば 、 
中 束 に お ける イス ラ エ ル と アラ ブ 諸 国 と の 対立 、 ア フリ カ の 国々 で の 部 族 問 の 
抗争 、 ア フ ガ ニス タン や イラ ク 、 東 ヨー ロッ パ 諸 国 な どの 内 戦 が な その よう な 例 
で す 。 こ れ ら の 事実 が 、 国 や 民族 、 宗 教 間 の 異 文化 理解 が いか に 難し いか を 物 
語っ て いま す 。 
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人 異 文化 理解 の 意義 


この よう に 国 や 民族 、 宗教 間 の 関係 に は 難し い 現 実 が 存在 し ます が 、 そ の よ 
うな 紛争 と は 直接 関係 の な い 私 た ち が 「 異 文化 理解 」 を 学ぶ 理由 に は 、 次 の よ 
うな 理由 が 考え られ ます の 。 


1 ) 世界 に お ける 多様 化 と いう 潮流 

交通 機関 の 発達 と と も に 、 メ ディ ア や コン ピュ ー タ ー、 携 帯電 話 を は じ め と 
する 通信 手段 の 飛躍 的 な 発展 に より 、 私 た ちの 住む 地球 と いう 世界 は 確実 に 狭 
いも の と な っ て き て いま す 。 こ の よう な 情報 社会 に お ぃ て 、 自 国 の 価値 観 だ け 
で 生き る と いう こと は 、 世 界 で 孤立 する こと を 意味 し ます 。 政治 的 に も 、 経 済 
的 に も 、 教 育 的 に も 、 世 界 に 通用 する 多様 性 を 身 に つけ る こと が 現代 を 生き る 
私 た ち に は 必要 不可 欠 な 要素 と な っ て き て いる の で す 。 


2) 自国 に お ける 多様 化 と いう 潮流 

世界 中 の 国々 に は 多く の 異な る 人 種 が 存在 し 、 多 様 な 社会 を 構成 し て いま す 。 
日 本 の よう な 単 一 的 な 国家 で さえ 、 外 国人 居住 者 数 は 毎年 増え 続け て いま す 。 
多く の 地方 自治 体 に と っ て 、 多 文化 共生 と いう 言葉 は 未来 に 向け て の スロ ー が 
ン で は な く 、 現 実 的 な 姿 と し て 捉え られ る よう に な っ て きま し た 。 教 育 の 世界 
で も 1983 年 に は わずか 1 万 人 だ っ た 留学 生 数 は 2002 年 に 10 万 人 を 超え 、 
さら に 2008 年 に は 30 万 人 の 受け 入れ 目標 (2020 年 まで ) が 設定 され まし た 。 
も は や 外国 人 と の 共生 を 抜き に し て 、 私 た ちの 生活 を 語る こと が 難し く な っ て 
き て いる の で す 。 


3) 人 間 的 成長 の 機会 

異 文 化 を 理解 する と いう こと は 、 異 な る 人 々 の 存在 を 認め 、 そ の よう な 人 々 
の 考え 方 を 理解 し 、 受 け 入 れ て いく こと に ほか な り ま せん 。 そ の た め に は 、 和 柔 
軟 な 姿勢 と 広い 視野 が 求め られ ます 。 異 文化 を 受け 入れ る こと は 、 偏 っ た 見 方 
を 改め 、 私 た ち を 新しい 世界 へ と 道 い て くれ ます 。 多 様 な 価値 観 を 認め る こと 
で 、 物 事 に 対す る 多角 的 な アプ ロー チ が 可能 と な り 、 多 く の 困 難 を 乗り 越え る 
知恵 や 能力 が 備わる こと に な る わけ で す 。 
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く 確 認 チ ェ ッ ク 1 > 
ここ まで 、 異 文化 に つい て 外国 と いう 視点 で 説明 し て きま し た が 、 実 は 異 文 


、 化 は 外国 だ け に か ぎら れる も の で は あり ませ ん 。 私 た ちの 身近 な 存在 に も 異 文 


化 は た くさ ん 潜ん で いま す 。 で は 、 皆 さん に と っ て の 異 文化 と は どの よう な も 
の で し ょ うか 。 以下 の 中 か ら 、 自 分 に と っ て 異 文化 に 属す る と 思わ れる 人 を 選 
ん で 、 チ ェ ッ ク し て くだ さい 。 


口 両親 口 在 日 外国 人 口 兄弟 口 他府県 の 人 口 同級 生 口先 輩 や 後輩 
口 親友 ロア ジア 人 異性 口 欧米 人 口 同郷 の 人 口 異 な る 職業 の 人 


皆さん は どの よう な 人 を 異 文化 と 捉え まし た か 。「 在 日 外国 人 」 や 「 ア ジア 
人 」 や 「 了 欧米 人 」 で し ょ うか 。 そ れ と も 、「 他 府県 の 人 」 や 「 異 な る 職業 の 人 」 
な ども 含め た の で し ょ うか 。 
解説 

実は 、 こ こ に 挙げ た 人 は すべ て あな た に と っ て 異 文化 だ と 考え る こと が で き 
ます 。 文 化 が 異な る と いう と 、 一 般 的 に は 、 国 、 民 族 、 言 語 な どの 異な る 集団 
の こと を 思い 浮か べ る こと が 多い で し ょ う 。 し か し 、 同 じ 言 語 を 話す 同国 人 で 
あっ て も 、 年 配 者 と 若者 、 男 性 と 女性 、 都 会 人 と 田舎 の 人 、 サ ラリ ー マ ン と 自 
営業 者 な ど 、 世 代 、 性 、 出 身 、 職 業 な どの 違い に よっ て 、 そ の 考え 方 や 価値 観 
に は 様々 な も の が あり ます 。 ま た 、 一 番 身 近 な 存在 で ある 親 や 兄弟 で あっ て も 
決し て 同じ 考え 方 を する わけ で は あり ませ ん 。 親 子 げ ん か や 兄弟 げん か が その 
よい 例 で す 。 ま し て や 夫婦 は まっ た く 異 な る 家庭 環境 に 育っ て いる わけ で すか 
ら 、 異 文化 その も の で ある と も 言え ます 。 こ の よう に 考え る と 、 私 た ちの 周り 
は 異 文化 で あふ れ て いる と 言っ て も 過言 で は あり ませ ん 。 換言 すれ ば 、 自 分 以 
外 の 人 は すべ て 異 文化 で ある と 考え る こと が で きる わけ で す 。 


mm OTTO OT TT 


この こと か ら 、 異 文化 間 の 交流 は 周り の 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン そ の も の 
で ある と 考え る こと が で きま す 。 つ まり 、 異 文化 理解 と は 自分 以外 の 人 を 理解 
する と いう 意味 に な る わけ で す 。 異 文化 た いう と 、 ど うし て も 私 た ち は 外 国人 
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の こと を すぐ に 思い 浮か べ ま す が 、 私 た ちの 身近 に いる 人 を 理解 する こと が 異 
文化 理解 の 第 一 歩 で ある と 気づく 必要 が ある で し ょ う 。 暴 文化 問 の コミ ュ ニ 
ケー ショ ン 能 力 を 高め る こと は 、 身 近 な 人 を 含む あら ゆる 人 々 と の 皿 皿 (あつ 
れき ) や それ に よっ て 生じ る スト レス を 軽減 し 、 よ り 人 快適 で 充実 し た 日 常 生活 
へ と 私 た ち を 道 い て くれ る の で す 。 


の 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン は 自分 の こと を 相手 に 知っ て も ら う こ 
と か ら 始 まり ます 。 一 般 的 に 自己 紹介 は 言葉 に よっ て 行わ れ ま す が 、 
ここ で は 、 和 白い 紙 に マジ ッ ク や クレ ヨン を 使っ て 自分 の こと を アピ ー ル し ま 
し ょ う 。 何 を 描い て も か まい ませ ん 。 あ な た は どの よ うに 自分 自身 を 表現 し ま 
すか 。 参考 に 筆者 の 描い た も の を 紹介 し ます 。 


oO で 、 お 


Smell the Flowers 
原 沢 伸 都 夫 


(“smell the flowers” と は 、「 花 の 香り を 楽し せよ うに 、 心 に ちょ っ と し た ゆめ 
と り を も つ 」 と いう 意味 で す 。 私 や 春 夏 秋冬 の それ ぞ れ の 務 節 を 楽し み 、 ち ょ っ 
と し た こと に も ゃ 幸せ を 感じ られ る 生き 方 を し た いと 思っ て いま す 。) 
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で は 、 あ な た 自身 の こと を 、 以 下 の 白い 紙 の 中 に 自由 に 表し て み ま し ょ う 。 


解説 

言葉 で は な く 、 視 覚 に 訴え る 方 法 で の 自己 紹介 で す 。 普段 の 自己 紹介 と は 違 
う 自 分 の 一 面 が 出 ま す の で 、 1 人 で や っ て みて も 興味 深い と 思い ます 。 教 室 で 
や る 場合 は 、 紙 に 描か れ た 自己 紹介 か ら 参加 者 一 人 ひと り の 個性 を 見 つけ る こ 
と が で きま す 。 教室 全体 が 異 文化 の 集まり だ と 認識 する こと が で きる で し ょ う 。 
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ー 和 lle 剛 1| 


偉大 な る 異 文化 、 ブ プラ ジル 


私 に と っ て 初め て の 外国 は ブラ ジル で し た 。 大 「 
学卒 業 を 間近 に 控え 、 将 来 の 進路 を 決め か ね て い 
た 私 は 、 就 職 活 動 を する こと も な く 、 無謀 に も ブ 〔 8 < 
ラジ ル 行 き を 決め た の で す 。 理 由 は 、 父 の 友人 が いる 、 た だ それ だ け で し た 。 
大 学 時 代 か ら 外国 に 行っ て みた いと いう 強い 願望 が あり な が ら 、 大 学 で の サー 
クル 活動 (マジ ッ ク ク ラブ ) に 熱中 し 、 在 学 中 に 海外 に 行く 夢 を 果たせ ませ ん 
で し た 。 一 度 で いい か ら 日 本 を 出 て みた い 、 そ ん な 気持 ち が 、 ブ ラジ ル に 来る 
な ら 俺 が 面倒 を みて や る と いう 父 の 友人 の 一 言 に 揺り 動か され た の で す 。 

初め て の 異国 の 地 、 ブ ラジ ル の 印象 は 今 で も 強烈 に 私 の 心 の 中 に 残っ て いま 
す 。 開港 し た ば か り の 成田 空港 か ら 、 ロ サン ゼル ス 、 リ マ を 経由 し て 、 リ オデ 
ジャ ネイ ロ に 着い た の は 、 日 本 を 出発 し て か ら 28 時 間 後 で し た 。 迎 え の 人 の 
車 に 乗り な が ら 見 た ブラ ジル の 第 一 印象 は 赤い 大 地 で し た 。 日 本 と は まっ た く 
異な る 風景 を 眺め な が ら 、 地 球 の 裏側 に 自分 は いる ん だ と いう 実感 を か み し め 
た も の で す 。 

ブラ ジル で の 生活 は 毎日 が 異 文化 と の 遭遇 で し た 。 交 差 点 で すれ 違い ざま に 
パン と 音 を 立て て ぶつ か っ た 2 台 の 車 が 何事 も な か っ た か の よう に 走り 去っ て 
いき ます 。 路 上 駐車 し た 車 と 車 の 問 隔 を 自分 の 車 の バン パー を ぶつ け て こじ 開 
け 、 そ の 間 に 平 然 と 駐車 し ます 。 ゴ ミ は 外 で あれ ば どこ で も ポイ 捨て が 当たり 
前 。 極めつけ は 12 月 末 の 仕事 納め の 日 で 、 オ フィ ス の 入っ た ビル と いう ビル 
の 窓 か ら 不要 に な っ た 書類 が バサバサ 捨て られ ます 。 町 中 に 書類 の 紙 吹 雪が 舞 
う 光 景 は 驚く と いう より も 圧巻 で す 。 

日 本 と ブラ ジル は 何もかも が 対照 的 で す 。 ブ ラジ ル と の 時 差 は 12 時 間 、 日 
本 の 朝 9 時 が ブラ ジル で は 夜 の 9 時 と いう 具合 で 、 昼 夜 が ちょ うと 逆転 し て 
いま す 。 季 節 も 正反対 で 、 日 本 の 夏 は ブラ ジル の 冬 、 日 本 の 冬 は ブラ ジル の 夏 
と な り ま す 。 ブ ラジ ル で 迎え た 初め て の クリ スマ ス は 今 で も 忘れ る こと が で き 
ませ ん 。 真 夏 の クリ スマ ス を 初め て 体験 し た か ら で す 。35 度 を 超え る 罰 さ の 
中 で 、 ジ ング ルベル が 街中 に 流れ る の を 聞い た 時 に は な ん と も 言え な い 奇 妙 な 


感覚 を 覚え まし た 。 

ブラ ジル 人 は 12 月 25 日 に 盛大 な パー ティ ー を 開き ます が 、 ク リス マス の 
ご ち そ うと いっ た ら 、 な ん と いっ て も 七面鳥 の 丸焼き で す 。 各 家庭 で まる ご と 
買っ て き て 、 オ ー ブ ン で 焼き ます 。 焼 き 具 合 が 難し いと 言わ れ ま す が 、 私 が 滞 
在 し て いた 家 で は 焼け る と 肉 の 中 に 差し 込ん で ある 栓 が ポン と 飛び 出る と いう 
仕掛 け で し た 。 上 半身 裸 で 汗 を か き な が ら 七 面 鳥 を 食べ た の が 、 つ いこ の 間 の 
よう に 感じ られ ます 。 

と ころ で 、 当 時 の リオ デジ ャ ネイ ロ に は 日 系 人 を 含め 、 東 洋 人 は ほとん どい 
な か っ た の で 、 私 が 町 を 歩く と 、 プ ラジ ル 人 が 「 さ よ な ら 」 や 「 空 手 」 な ど と 
声 を か け て きま し た 。 一度 、 あ まり に 「 空 手 、 空 手 」 と うる さい の で 、 空 手 の 
格好 を し て 見 せる と 、 皆 逃げ て し まい まし た 。 そ の 当時 は 、「 日 本 人 = 空手 が 
で きる 」 と いう ステ レオ タイ プ が 確立 され て いた よう で す 。 

支 支 支 支 

プラ ジル で の 生活 は 、 日 本 人 と し て の 私 に 実に た くさ ん の 発見 を も た らし て 
くれ まし た 。 あ る 若い ブラ ジル 人 女性 を 見 た 時 、 世 の 中 に こん な に 美しい 女性 
が いる の だ ろう か と 感動 し た こと が あり ます 。 問 の 毛 は カス ター ニョ (栗色 ) 
で ウェ エー ブ が か か り 、 大 き な 青 い 目 を し た まつ げ の 長い ぃ 、 か わい い 白 人 女性 で 
し た 。 日 本 人 か ら 見 る と 、 ま る で 人 形 の よう な 顔 か た ち に 思わ ず 一 目 ぼ れ し て 
し まっ た の で す 。 

と ころ が 、 私 が 目 に か か っ た 前 髪 を ちょ っ と 頭 を 振っ て か き あ げ る と 、 彼 女 
も また 私 の ほう を うっ と り 見 て いる で は あり ませ ん か 。 私 の 直 毛 の さら さら へ 
アー (その 当時 ) が うら や まし く 、 自 分 の ウェ ー ブ の か か っ た 茶色 の 髪 と 取り 
替え た いと 言う の で す 。 そ うい えば 、 ブ ラジ ル 人 に 整形 好き で す が 、 耳 の 後ろ 
に 皮 を 引っ 張り 込ん で 目 を 細く し た り 、 鼻 を 削っ て 小さ くし た り し て いま す 。 
黒人 女性 は ちり ちり ヘ へ アー に 無理 や り ス トレ ー ト パー マ て を か け て 直 毛 に し て ぃ い 
ます が 、 ど う 見 て も 無理 が あり ます 。 

私 た ち 日 本 人 か ら す れ ば 、 う ら や まし いこ と が ブラ ジル で は そう で は な く 、 
反対 に ブラ ジル 人 が あこ が れる 日 本 人 の 特徴 が 実は 日 本 で は それ ほど 評価 され 
て いな いこ と に 、 新 鮮 な 驚き を 感じ まし た 。 環 境 が 変わ れ ば 、 こ ん な に も 見 方 
が 変わ る こと を 、 本 当 に まざまざ と 見 せつ けら れ た 思い ぃ が し まし た 。 
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文化 と は (その 1 ) 


尺 
に a 
rin 


rr 
* 慎 避 南 上 出典 


遇 起 四 へ 和 画 
に 


婚礼 文化 


新 
居 


第 1 章 で 確認 し た よう に 、 
“ 異 文化 " と は 自分 と は 異な 
る 文化 の こと を 意味 し 、 私 た 
ちの 周り に は 大 小 様々 な “ 異 
文化 " が あふ れ て いま す 。 こ 
の 『" 異 文化 "の も と と な る の 
が 、 そ れ ぞ れ の "文化 "で す が 、 
で は 、 “文化”" と は いっ た い 
どう いう も の で し ょ うか 。 こ 
こ で は 、 異 文化 理解 の 基本 と 
な る “文化 " に つい て 考え ま 
す 。 
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証文 人 の 水 山 モテ ル 


文化 た ー ロ に いっ て も 、 あ まり に 抽象 的 で ピン と こない か も し れ ま せん 。 ま 
ず は 、 具体 的 な 文化 を 考え る こと で 、 文 化 に 対す る 認識 を 深め て いき まし ょ う 。 


く 確 認 チ ェ ッ ク 2 > 
あな た は 、“ 日 本 文化 "” と いっ た ら 何 を 思い 浮か べ る で し ょ うか 。 ど ん な も 
の で も か まい ませ ん 、 典 型 的 な 日 本 文化 を いく つか 挙げ て くだ さい 。 


解説 

日 本 文化 を 一 つ ひ と つ 挙 げ る こと で 、 文 化 の 概念 を 具体 的 に 感じ 取り ます 。 
教室 で や る 場合 は 、 文 化 の 多様 性 を 感じ る と と も に 、 私 た ちの も 文化 の イメ ー 
ジ は 、 実 は 文化 全体 の こく 一 部 で ある こと を 確認 し ます 。 


あな た は 、 ど の よう な 日 本 文化 を 想像 し た で し ょ うか 。「 歌 舞 伎 」 で し ょ う 
か 、「 富 士 山 」 で し ょ うか 、 そ れ と も 「 着 物 」 で し ょ うか 。 確 か に これ ら は 日 
本 文化 の 一 面 で は あり ます が 、 文 化 の 概念 に は も っ と 異な る 要素 が 含ま れ ま す 。 
文化 の イメ ー ジ を 考え る 1 つの 方 法 と し て 、 水 山 を た と え に 使う こと が あり ま 
す 。 次 ペー ジ の 図 か ら わ か る よう に 、 氷山 の 先端 の 部 分 は 私 た ち に 見 える 部 分 
で ある 見 える 文化 、 た と えば 、 生 け 花 、 神 社 、 日 本 料理 な ど で す 。 上 の ぐ 確 認 
チェ ッ ク 2> で 皆さん の 多く が 思い ぃ 浮か べた の は 、 こ の よう な 「 見 える 文化 」 
だ っ た の で は な いで し ょ うか 。 し か し 、 実際 は 水面 より 下 に ある 見 えな い 文 化 
が た くさ ん 存在 し ます 。 こ の 「 見 えな い 文化 」 に は 、 人 々 の 価値 観 や 規範 、 信 
条 、 考 え 方 な ど が あり 、 氷 山 の 大 き な 部 分 を 占め て いま す 。「 見 える 文化 」 と 「 見 
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えな い 文 化 」 は 互い に 密接 な 関係 に あり 、 両 者 が 一 体 と な っ て 、 日 本 文化 を 形 
成 し て いる と 言え る で し ょ う 。 


日 本 文化 


見 える 文化 アニ メ 電化 製品 着物 
寿司 冨士 山 歌舞 伝 生け 花 神社 


社会 マナ ー 3 礼儀 作法 
恩義 幸福 感 本 音 て 主義 


見 えな い 文 化 障 時 


価値 観 言い 伝え 分 相応 わび ・ さ び 
時 間 の 概念 職人 気質 接客 の 精神 
義理 人 情 助け 合い の 心 謙虚 さ 思い や り 
平和 の 鬼 礼 道徳 観念 感謝 の 気持 ち 
信条 察し 企業 倫理 


く 確 認 チ ェ ッ ク 3 > 

以下 の 項目 は 、 そ れ ぞ われ が 日 本 文化 の 一 部 を な す も の で す 。 上 の 氷山 モデ ル 
に な ら っ た 場合 、 水 面 に 出 て いて 目 に 見 える も の ( 〇 ) は どれ か 、 ま た 水中 に 
あっ て 目 に 見 えな いも の (x) は どれ か 考え て み ま し ょ う 。 ま た 、 ど ちら と も 
言え る も の (へ) は どれ で し ょ うか 。 


G)( ) OK サイ ン 0@(  ) 大 相撲 (3⑬ (  ) 生き が い 
(4) (  ) そば の 食べ 方 (5)(  ) お 辞 儀 の 習 條 (6⑥ (  ) 結婚 式 
(7 (  ) 夫婦 の 役割 (8 (  ) 仕事 に 対す る 考え 方 (9 (  ) 死生 観 
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皆さん は どの よう な 答え に な り ま し た か 。 下 の ヒン ト で は 標準 的 な 考え 方 を 
示し まし た が 、「 見 えな い 文化 」 で あっ て も 、 そ れ が 行動 に 表れ る こと も あり 
ます し 、「 見 える 文化 」、 で あっ て も 、 見 えな い 部 分 が 存在 する こと も 考え られ 
ます 。 一 概 に こう だ と は 言い きれ ませ ん が 、 文 化 に は 見 える 部 分 と 見 えな い 部 
分 が ある と いう こと を 認識 する こと が 重要 で す 。 


(1)「O K サ イン 」 な どの ジェ スチ ャ ー は 「 見 える 文化 」 に 属し ます 。 日 本 で は 
「 大 丈夫 」 や 「 よ い 」 と いう 意味 の 他 に 「 お 金 」 と いう 意味 で も 使わ れ ま す 。 

(2) 相撲 の 勝負 や 力士 の 姿 は 「 見 える 文化 」 で す が 、 昔 か ら の 伝統 的 な し きた 
り (女性 の 土 依 へ の 立ち 入り 禁止 や 番付 に よる 上 下関 係 な ど ) は 「 見 えな 
い 文 化 」 に 属し ます 。 

(3) 人 に よっ て 「 生 き が い ぃ い 」 は それ ぞ れ 異な り ま す 。 どの よう な 生き が い を も っ 
て いる か は それ ぞ れ の 人 に 聞か な けれ ば わか ら な いで し ょ う 。 

(4) 欧米 人 が どう し て も 我慢 で き な い こと の 一 つ に 、 そ ば を 食べ る 時 の 音 が あ 
り ま す 。 欧 米 で は 子供 の 頃 か ら 絶 対 に 音 を 立て て 食べ な いよ うに 茂 し くし 
つけ られ る の で 、 来 日 し た ば か り の 欧米 人 を 立ち 食い そば 屋 に 連れ て いけ 
ば 、 そ の 場 で 卒倒 し て し まう か も し れ ま せん 。 

(5) お 辞 儀 だ け を 見 れ ば 、「 見 える 文化 」 で す 。 し か し 、 お 辞 儀 も た だ 単に 頭 
を 下げ れ ば いい わけ で は あり ませ ん 。 先 生 や 目 上 の 人 、 同 僚 、 友 達 な ど 、 
相手 や 状況 に よっ て お 辞 儀 の 仕方 が 変わ り ま す 。 ま た 、 謝 る 時 に は 、 お 辞 
儀 の 深 さ で その 人 の 反省 の 度合 い が 判断 され ます 。 

(6) 結婚 式 や 披露 宴 、 新 郎 新婦 の 服装 な ど は 「 見 える 文化 」 で す が 、 ご 祝儀 の 
中 身 、 挨 拶 の ルー ル 、 席 順 な どの 「 見 えな い 文 化 」 も 存在 し ます 。 

(7) 家庭 の 様子 か ら 目 に 見 える 役割 も も ちり ます が 、 家計 は 誰が 握っ て いる の か 、 
重要 な 決断 は 誰が 下す の か な ど 、「 見 えな い 文 化 」 も 存在 し ます 。 

(8) 現在 の 仕事 を どの よう に 考え て いる か は 、 そ れ ぞ れ の 人 の 内 面 の 事柄 で す 
の で 、 表 か ら は ほとん ど わ か ら な いで し ょ う 。 

(9) 死 を どの よう に 考え る か も 、 人 に より 、 国 に より 、 宗 教 な ど に より 、 異 な 
り ま す 。 外 面 か の ら で は わか ら な い 文 化 と 言え ます 。 
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名 私 の 常識 、 あ な た の 非常 識 ? 


異 文化 摩擦 の 大 き な 原 因 に 、 自 分 の 国 や 地域 で は 常識 と され る こと が 、 異な 
る 場所 で は 非常 議 に な る と いう こと が あり ます 。 こ の よう な 「 見 えな ぃ 文化 」 
は 子供 の 頃 か ら 自 然 に 身 に つい た 常識 で ある た め 、 そ う で は な い 考 え を 理解 す 
る の は 容易 な こと で は あり ませ ん 。 今 まで 慣れ 親しん だ 環境 か ら 異 な る 環境 に 
移り 住む 場合 、 今 まで の 常識 は 通用 し な いこ と が ある こと に 気づく 必要 が あり 
ます 。 異な る 人 々 を 受け 入れ る 側 も 、「 郷 に 入れ ば 卿 に 従え 」 と ば か り 自 分 た 
ちの 習慣 を た だ 押し つけ る の で は な く 、 新 し く 来 た 人 た ち が 自 分 た ちの 習慣 を 
受け 入れ る 難し さ を 理解 し 、 一 緒 に 協力 し て いく と いう 姿勢 が 必要 と な り ま す 。 


く 確認 チェ ッ ク 4 > 

次 に 挙げ る 事柄 は あな た の 国 の 人 に と っ て 当たり 前 の こと で すか 。 そ うだ と 
思う 場合 は ひ を 、 そ う 思 わな い 場 合 は X を 、 ど ちら と も 言え な い 場 合 は へ を 
記入 し て くだ さい 。 

(1) (  ) 半年 ぶり に 両親 と 再会 し て も 、 抱 き 合 っ た り し な い 。 


(2) (  ) 友人 と の 約束 で は 、 約 束 の 時 間 よ り 前 に 着く よう に 心がけ る 。 

(3)(  ) ( 春 夏 秋冬 の ) 季節 に 合わ せ て 、 着 る 服 を 変え る 。 

(4)(  ) 他人 に 家族 (両親 や 兄弟 、 子 供 ) の 自慢 話 を 積極 的 に し な い 。 

(5) (  ) 友人 の 家 に 食事 に 招待 され た ら 、 お 礼 の 言葉 を 述べ る 。 も し 、1 週 
間 後に その 友人 に 会 っ た ら 、 ま た 、 お 礼 を 述べ る 。 

(6) ( 。) 仲の よい 友人 3 人 と 一 緒 に 食事 を し た ら 、 一 人 ひと り が 自分 の 勘定 


を 払う 。 


自分 が 正しい と 思っ て も 、 他 者 は 必ず し も その よう に 考え る と は か ぎり ませ 
ん 。 こ れ が 外国 と な る と 、 自 分 の 常識 が 非常 議 に な る こと さえ あり ます 。 日 本 
の 価値 基準 が 必ず し も 絶対 で は な いこ と に 気づく こと が 重要 で す 。 こ こ に 挙げ 
た 内 容 は 平均 的 日 本 人 の 態度 や 考え 方 を 表し て いる の で 、 多く の 場合 O( か へ ) 
に な る は ず で す 。 し か し 受講 者 の 中 に 外国 人 が いる 場合 、 答 え の 中 に X が か 
な り 増 えて きま す 。 そ の こと に よっ て 、 日 本 の 常識 は 必ず し ゃ 他国 の 常識 で は 
な いこ と を 確認 する こと が で きま す 。 あ な た に 海外 に 清 在 し た 経験 が あれ ば 、 
日 本 人 の 常識 が 通じ な い 時 が あっ た こと を 思い 出す で し ょ う 。 以 下 、 解説 の 中 
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で 日 本 人 と は 異な る 考え 方 や 態度 に つい て 説明 し ます 。 


解説 

(1) 多く の 外国 人 が 驚く の が 、 こ の 日 本 人 の 態度 で す 。 特 に ヨー ロッ パ 系 の 外 
国人 に は 信じ られ な い 嫌 度 に 映る 々 よう で す 。 知 り 合い の 子供 を 抱い て キス 
し よう と し た ら 嫌 が られ た と 、 悲 し ぃ 顔 で 話す ルー マニ ア 人 留学 生 が いま 
し た 。 ス キン シッ プ の 挨拶 が 当たり 前 の 国 か ら 来 る 外国 人 に は 、 日 本 人 の 
換 拶 は 他人 行儀 に 映る よう で す 。 中 国 や 韓国 か ら の 留学 生 の 中 に も 、 久 し 
ぶり に 会 っ た ら 両 親 と 抱き 合う 人 は 少な く あ り ま せん 。 

(2) 東南 アジ ア や ラテ ン 系 の 国 で は それ ほど 時 間 の ルー ル は 成 し く あり ませ ん 。 
へ や メ の 人 が 多く な り ま す 。 日 本 に いる 外国 人 は 日 本 の 時 間 の ルー ル の 中 
で 生活 し て いる た め 、 現 在 の 自分 に あて は め て 〇 に する か も し れ ま せん が 、 
母国 の 基準 で 考え る と X に な る 人 が 多く いま す 。 

(3) 私 た ち 日 本 人 に と っ て は 至極 当たり 前 の こと で す が 、 四 季 の 区 別 の な い イ 
ンド ネシア 、 フ ィ リ ピン 、 マ レー シア 、 タ イ な ど 、 赤 道 に 近い 国 の 人 に と っ 
て は 考え られ な い 習 慣 で す 。 こ れ ら の 国 の 人 は いつ も 同じ 種類 の 服 を 着 て 
お り 、 暑 さや 寒さ に よっ て 着る 枚数 を 調整 する だ け で す 。 日 本 の よう に 、 
春物 、 夏 物 、 秋 物 、 冬 物 と 、 季 節 に よっ て 材質 や デザ イン 、 色 な ど が 変わ 
る こと は あり ませ ん 。 

(4) 日 本 で は 、 自 分 の 夫 や 妻 、 恋 人 の 自慢 を する と 、「 の ろ け 」 と 言わ れ 、 自 分 
の 子供 の こと を ほめ る と 、「 親 バカ 」 と 言わ れ ま す 。 他 人 に 自分 や 自分 の 身 
内 の こと を 進ん で 自慢 し な い の が 平均 的 な 日 本 人 で す が 、 外 国 で は 異な り 
ます 。 ブ ラジ ル で 乗っ た タク シー の 運転 手 が 自分 の 家族 の 写真 を 見 せな が 
ら 、 そ の 自慢 話 を と うと うと し て いた の を 思い 出し ます 。 

(5) これ も 日 本 で は 当たり 前 の 習慣 で す が 、 外 国 の 人 に と っ て は 、 お 礼 は す で 
に 述べ た の だ か ら 、 繰 り 返し て 言う 必要 は な いと いう こと に な り ま す 。 し 
た が っ て 、 外 国人 に は 日 本 人 の よう な お 礼 の 言葉 を 期待 し な い ほ うがい い 
で し ょ う 。 日 本 人 の 意識 と し て 、 受 けた 恩義 は な ん ら か の 形 で 返さ な けれ 
ば な ら な いと 感じ ます の で 、 改 め て その 恩義 を 言葉 に 出し て 表す と いう こ 
と が 一 般 的 な 礼儀 と し て 定着 し て いま す 。 

(6) 割り 勘 は 中 国 や 韓国 か ら の 留学 生 が 敬 く 習慣 の 一 つ で す 。 こ れ ら の 国 で は 、 
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友達 同士 で 食事 を する 場合 、 誰 か 一 人 が 払い 、 次 に 食べ る 時 は 他 の 人 が 払 
うと いう よう に 、 順 番 に 払っ て いく そう で す 。 い わ ゆ る 勘定 を 払い 合っ て 
いる と いう こと に な り ま す 。 日 本 で も 先輩 や 後 器 、 上 司 と 部 下 、 年 配 者 と 
若者 な ど 、 上 下関 係 が ある 場合 に は 、 上 の 人 が 下 の 人 に お ご る こと が あり 
ます が 、 中 国 や や 韓国 の よう な お ご り 合 うと いう 習 傾 は あま り 見 る こと は あ 
り ま せん 。 


く 考 えよ う 1 > 
これ まで の 人 生 の 中 で 、 自 分 が 常識 だ と 思っ て いた こと が 通じ な か っ た 経験 
は あり ませ ん か 。 異 文化 は 外国 ば か り で は あり ませ ん 。 あ な た の 日 常 生活 で 感 


じ た こ と の あぁ る 違和感 (地域 、 世代 、 職場 、 学校 な ど に よる 違い ) を 思い 出し 、 
以下 に いく つか 書き 出し て くだ さい 。 
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外国 で 生活 し た こと が ある 人 な ら ば 、 日 本 の 常識 が 相手 国 で は 通用 し な 
か っ た 経験 を 思い 出す と と が で きる で し ょ う 。 た と えば 、 お 酒 を 飲む 時 、 
日 本 で は 手 的 で 飲む 人 も 少な く あ り ま せん が 、 韓 国 で は 注ぎ つ 注 が れつ の 
関係 が 重視 され ます 。 手 交 し た 人 の 前 に 座っ て いる 人 は 不吉 な こと が 起こ 
る と 信じ て いる 人 も いる ほど で す 。 ま た 、 相 手 の グ ラス に 酒 を 注ぐ 場合 も 、 
日 本 人 が よく する 注ぎ 足し は 失礼 に あたり ます 。 と いう の は 、 お 酒 を 注ぎ 
足す 行為 は 亡くな っ た 人 に 対す る 儀式 で 行わ れる か ら で す 。 

も し 外国 に 住ん だ 経験 が な いと し て も 、 出 身 地 に よっ て 異な る 文化 が た 
くさ ん 存在 し ます 。 た と えば 、 筆 者 の 故郷 、 山 梨 で は カツ 丼 は ドン ブリ に 
盛 ら れ た ご 飯 の 上 に キャ ベツ や トン カツ が その まま 載っ て いる も の を 言い 
ます 。 東京 か ら 来 た 友人 が 食堂 で カツ 丼 を 注文 し て 驚い た と 言っ て いま し 
た 。 そ の 友人 は 、 ど う や っ て 食べ て いい の か わか ら ず 、 店 の 人 に 聞い た そ 
う で す 。 一 般 の 人 が 想像 する カツ 丼 は 、 山 梨 で は 者 カツ 丼 と 呼ば れ ます 。 
また 、 赤 飯 の 豆 が 甘納豆 だ っ た り 、 今川 焼 が 「 じ まん 焼 」 と 呼ば れ た りす 
る な ど 、 他 県 か ら 来 た 人 が 戸惑う よう な 文化 が 存在 し ます 。 す き 焼 き に 入 
れる 見 材 な ども 地域 や 家庭 に よっ て 異な る こと が 多い よう で す 。 

その 他 に も 、 若い 人 は 「 宇 宙 人 」 と 呼ば れる こと が あり ます が 、 こ れ は 、 
年 配 者 か ら 見 る と 、 考 え 方 や 行動 が 理解 不可 能 で ある こと を 揮 撤 し た も の 
で 、 世 代 間 の 違い と し て 捉え る こと が で きま す 。 親 世代 と 子 世代 で も 、 物 
事 に 対す る 捉え 方 や 人 生 に 対す る 考え 方 な ど 、 様 々 な 点 で 意見 が 異な る こ 
と が 普通 で す 。 夫 婦 の 間 で も 、 子 供 に 対す る し つけ の 仕方 に 違い が よく 見 
られ ます が 、 そ れ は 育っ た 家庭 環境 に よる も の だ と 言え ます 。 新婚 の 夫婦 
間 で は 毎日 の 生活 に お いて 様々 な 習慣 の 違い を 見 つけ る こと が で きる で 
し ょ う 。 職 場 が 変わ る と 、 新 し い 職 場 の 雰囲気 や 習慣 に 慣れ る まで に 時 間 
が か か る こと も 多く の 人 が 経験 する こと で す 。 

この よう に 、 出 身 地 や 地域 、 世 代 、 職 場 な おど に お ける 異な る 習慣 や 考え 
方 を 思い 出し て みる と 、 き っ と 様々 な 常識 を 見 つけ る こと が で きる で し ょ 
フ 。 
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第 2 章 文化 と は (その 1) 
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熱狂 の 町 、 リ オデ ジャ ネイ ロ 


私 が 2 年 間 住 ん だ リオ デジ ャ ネイ ロ (リオ ) の 人 は 自分 た ち 
の こと を カリ オカ と 呼び 、 サ ン パ ウロ に 住む パウ リス タ に 強烈 
な ライ バル 意識 を も っ て いま す 。 い わく 、 パ ウリ スタ は まじ め 、 
仕事 ば か り し て いる 、 歩 く の が 速い な ど な ど 。 勤 勉 な パウ リス 
タ に 対し て 、 カ リオ カ の 関心 事 は 、 サ ン バ と プラ イア (ビー チ ) と フッ チ ボ ー 
ル (サッ カー) で す 。 

サン バ と いう と 日 本 で も お な じみ の 派手 な 衣装 を 着 た パレ ー ド を 思い 出し ま 
す が 、 こ の パレ ー ド に 参加 で きる の は サン バ 学 校 に 所 属す る 一 部 の 人 た ち だ け 
で 、 パ レー ド を 見 る た め に は 1 万 円 以上 も する 入場 券 を 購入 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 私 が 見 に 行っ た 時 は 、 周 り の 席 は 外国 人 ば か り で 、 夕 方 か ら 踊り が 始 
まり 終わ っ た の は 翌日 の 明け 方 で し た 。 お 金 の な い ぃ 大 多数 の 庶民 は 近所 の クラ 
ブ な ど で 踊 り 明か し ます 。 私 も 近所 の クラ ブ に 行き まし た が 、 裸 に 近い 格好 で 
腰 を 振り な が ら 踊 り ま くる ブラ ジル 人 に 圧倒 され る 思い で し た 。 

カー ニ バ ル が 終わ っ て 10 か 月 が 過ぎ る と 子供 が た くさ ん 生ま れる と 言わ れ 
る ほど 、 情 熱 的 な 時 間 が 過ぎ て いき ます 。 カ ー ニ バル は 庶民 に と っ て 、 文 字 
どおり 1 年 に 一 度 の 大 騒ぎ で あり 、 こ れ が ある の で 、 庶 民 の 不満 が 発散 され 、 
暴動 が 起き な いと も 言わ れ て いま す 。 カ ー ニ バル が 近づい て くる と 、 カ リオ カ 
の 気分 は ハイ に な り 、 私 が 乗り 合わ せ た バ ス で は 黒人 が 太鼓 を た た き 始 め る と 、 
バス の 乗客 全員 が 体 を 動か し 始め 、 サ ン バ の 大 合唱 と な り ま し た 。 

カリ オカ に と っ て プラ イア は 欠く こと の で き な い 存在 で す 。 リ オ に は イ パ ネ 
マ や コパ カバ ー ナ と いっ た ブラ ジル を 代表 する 美しい 砂浜 が 続き ます 。 私 が ブ 
ラジ ル で 感動 し た の は 真っ 白い 砂浜 と コバ ルト ブル ー の 海 で す 。 海 岸 に よっ て 
は 、 一 つ ひ と つの 砂粒 が 大 きく 、 逃 明 な の で 邊 き まし た 。 あ まり の きれ いさ に 、 
海岸 の 砂粒 を 日 本 に 持ち 帰っ た ほど で す 。 今 で も 私 の 書斎 の 机 の 上 に は その 頃 
の ブラ ジル の 砂 が 飾っ て あり ます 。 

時 間 が あれ ば 、 カ リオ カ は プラ イア に 行き 、 思 い 思 い の 時 間 を 過ごし ます 。 
海岸 色とりどり の タオ ル を 肩 に 留め て 歩く 若い 女性 で あふ れ 、 そ の 横 で 男性 
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グル ー プ が バレ ー ボ ー ル を 楽し ん で いま す 。 リ オ の 海岸 線 は 山 が 近く まで あり 、 
日 本 の 伊豆 半島 の 風景 に 似 て いま す 。 リ オ か ら 来 た ブラ ジル 人 は 、 熱 海 の 海岸 
線 を 見 る と 決ま っ て リオ を 思い 出す と 言い ます 。 

リオ に は 、 ポ ンジ アス ー カ ( 砂 精 の パン ) と 呼ば れる 有名 な 岩山 が あり ま 
す 。 丸く て 大 き な パ ン の よう な 形 を し た 山 で す が 、 実 は 、 伊 豆 の 大 仁 に も 城山 
(じょう や ま ) と 呼ば れる 、 地 元 で は 有名 な 岩山 が あり ます 。 ポ ンジ アス ー カ 
同様 に ロッ ク ク ラ イミ ング で 有名 な 場所 で 、 私 は 心 の 中 で この 城山 の こと を 「 伊 
豆 の ポン ジア スー カ 」 と 呼ん で いま す 。 

フッ チ ボ ー ル は 、 カ リオ カ だ け で な く ブ ラジ ル 人 を 熱 下 させ る スポ ー ツ で す 。 
私 が 初め て ブラ ジル に 到着 し た 日 に 、 リ オ 中 で 爆竹 の よう な 花火 の 音 が 鳴り や 
み ま せ ん で し た 。 聞い て みる と 、 ワ ー ル ドカ ッ プ で プラ ジル が イタ リア に 勝っ 
て 3 位 に な っ た と いう こと で し た 。 一度 プラ ジル 人 の 友人 に 誘わ れ て 、 そ の 当 
時 10 万 人 を 収容 する と 言わ れ た 世界 最大 の マラ カナ ン サ ッ カ ー 場 へ 試合 を 見 
に 行っ た こと が あり ます 。 大 小 の 旗 を 持っ た サポ ー タ ー が 選手 の 一 挙 一 動 に 大 
歓声 を 上 げ ま す 。 今 で こそ 日 本 で も J リー グ が 誕生 し 、 サ ポー ター の 熱心 な 応 
援 も 珍し く あ り ま せん が 、1978 年 当時 日 本 で は まだ マイ ナー スポ ー ツ だ っ た 
サッ カー に そこ まで 熟 狂 す る か と 向い た も の で す 。 私 た ち は バ スコ と いう チー 
ム を 応援 し まし た が 、 こ の 時 の 対戦 相手 で ある フラ メン ゴ で は ジー コ ( 苑 日 本 
代表 監督 ) が プレ ー し て いま し た 。 

婦女 女 女 

カリ オカ に と っ て 毎日 の 生活 に な く て は な ら な いも の に 、 ピ アダ と いう ブラ 
ジル 式 ジ ョ ー ク が あり ます 。 ブ ラジ ル 人 の 友人 た ちと 出かけ る と 、 必 ず と 言っ 
て いい ほど 、 ピ アダ が 披露 され 、 皆 で 大 笑い し て いま す 。 最初 は 言葉 が わか ら 
ず 、 何 を 言っ て 笑っ て いる の か よく わか り ま せん で し た が 、 ポ ルト ガル 語 が 上 
手 に な る に つれ 、 か な りき わ ど い 下 ネタ や 人 種 ネ タ で ある こと が わか っ て きま 
し た 。 ち ょ っ と ここ で は 紹介 する こと が で きま せん が 、 私 も 積極 的 に ピア ダ を 
考え 、 皆 に 披露 する こと で 、 ブ ラジ ル 人 と の 会 話 を 楽し ん だ も の で す 。 
陽気 明るい カリ オカ に と っ て 、 こ の サン バ 、 プ ライ ア 、 フ ッ チ ボー ル に 、 
プラ ジル 式 ジ ョ ー ク の ピア ダ が 加わ れ ば 、 こ れ 以 上 の 幸せ は な いと いう こと に 
な る の で し ょ う 。 


oo 
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文化 と は (その 2) 
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TIT 


ルレ スウ 
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ー ロ に 日 本 文化 と いっ て も 

、、 様々 な 文化 が あり ます 。 私 た 

| < ち は "文化 " と いう と 、 ど う 

し て も 大 き な 枠 組み の 中 で 捉 

。 えて し まう 傾向 が あり ます 。 

し か し 、 同 じ 文 化 で あり な が 

ら 、 私 た ちの 周り に は 身近 な 

小さ い “文化 " が た くさ ん 存 

、 在 し ます 。 こ の 章 で は 、 私 た 

、 ち 一 人 ひと り を 支え る “文化 " 
に つい て 考え ます 。 
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ト 3 全 菩 ぐ き 対 寺本 


トー タル カル チャ ー と サブ カル チャ ー 


私 た ち が 一 般 的 に 文化 と いう 時 、 それ は 日 本 文化 、 ア メリ カ 文 化 、 中 国文 化 、 
韓国 文化 な ど 、 国 単位 で 考え る こと が 多い と 言え ます 。 こ の よう な 文化 は トー 
タル カル チャ ー と 呼ば れ ま す 。 こ れ に 対し て 、 ト ー タ ルカ ルチャ ー の 中 に も さ 
ら に 小さ な 文化 が 存在 し ます 。 た と えば 、 自 分 が 住ん で いる 地域 、 職 場 、 出 身 
地 、 家族 、 趣 味 の グ ルー プ 、 宗 教 な ど で す 。 国 に よっ て は これ に 民族 が 加わ る 
こと が あり ます 。 こ の よう な 集団 は 、 小 さい な が ら も ある 共通 する 意識 で 結ば 
れ て いる と 言え ます 。 こ れ ち の 文化 の こと を サブ カル チャ ー と 呼び ます 。 私 た 
ちの 周り に は 様々 な サブ カル チャ ー が 存在 し 、 同 国人 で あっ て も 、 複 数 の 異な 
る サブカル チャ ー を も っ て いる の が 普通 で す 。 


1 ) 誰 も が 多 文 化 人 

同じ 国 の 人 で あっ て も 、 考え方 や 習慣 、 価 値 観 の 違い に 戸惑っ た こと が あり 
ませ ん か 。 こ れ は 、 属 する トー タル カル チャ ー は 同じ で も 、 そ れ ぞ れ の 人 を 構 
成す る サブ カル チャ ー が 異な る こと か らく る も の で す 。 ど ん な 人 で も 、 内 面 に 
必ず 複数 の サ プ カ ルチャ ー を 抱え て いま す 。 こ の こと か ら 、 す べ て の 点 で 共通 
する 文化 を も っ て いる 人 な ど 、 こ の 世に 存在 し な いと いう こと に な り ま す 。 


⑤ 次 の 多 文化 ダイ アグ ラム を 完成 きせ まし ょ う ゆ 。 ま ず 、 大 き な 円 の 
中 の 上 の 下線 の と ころ に あな た の トー タル カル チャ ー を 書き 込ん で 
くだ さい 。 国 籍 が あな た の トー タル カル チャ ー と な り ま す 。 次 に 、 そ れ ぞ れ の 
小 円 に 、 自 分 を 構成 する と 思わ れる サブ カル チャ ー を 書き 入れ ます 。 ど う や っ 
て 自分 を 他 者 と 区 別 し ま すか 。 た と えば 、 出 身 地 、 生 まれ 育っ た 家庭 環境 や 現 
在 の 家族 状況 、 職 業 (職歴 )、 学 生 (大 学生 、 留 学生 、 社 会 人 学生 )、 趣 味 の グ 
ルー プ 、 サ ー ク ル 、 海 外 経験 、 宗 教 、 民 族 な ど 、 様 々 な サブカル チャー が 考え 
られ ます 。 
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第 3 意 文化 と は (その 2) 


トー タル カル チャ ー 


いか が で し ょ うか 。 あ な た 自身 を 構成 する カル チャ ー が 一 目 瞭 然 と な っ て い 
ませ ん か 。 こ の カル チャ ー が 複合 的 に か ら み 合い 、 あ な た 自身 の 文化 (アイ デ 
ン テ ィ テ ィ ) を 作っ て いる と 言え る の で す 。 そ の 意味 で 、 あ な た と まっ た く 同 
文化 を も つ 人 は この 世に は 存在 し な いこ と に な り ま す 。 第 1 章 で 確認 を し た 
「 あ な た 以外 の 人 は すべ て 異 文化 に 届 す る 」 と いう こと は 、 こ の 多 文化 ダイ ア 
グラ ム を 見 れ ば 、 納 得する こと が で きる で し ょ う 。 

で は 、 この 多 文 化 グ ダイアグラム を 見 な が ら 、 次 の こと を 考え て みて くだ さい 。 
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(1) あな た に と っ て 、 ど の カル チャ ー が 一 番 重 要 で し ょ うか 。 


(2) カル チャ ー 同 士 で 共存 で き な い も の (矛盾 する も の ) が ある で し ょ うか 。 


(3) 友人 と 共通 する サブ カル チャ ー が ある で し ょ うか 。 そ れ は どれ で し ょ うか 。 


(1) 自分 の 多 文化 ダイ アグ ラム を 完成 させ る こと で 、 今 まで 気づか な か っ た 自分 
自身 の も つ 文 化 を 認識 する こと が で きま す 。 こ れ ら の カル チャ ー の 中 で より 
重要 な も の は どれ で し ょ うか 。 た と えば 、 現 在 の 家族 や 職業 な ど が そう か も 
し れ ま せん 。 こ れ に 対し て 、 出 身 地 や 生ま れ 育 っ た 家庭 環境 は 今 で は それ ほ 
ど 重 要 で は な く な っ て いる か も し れ ま せん 。 異 文化 と の 交流 で は 、 相 手 と と 
も に あな た を 支え る カル チャ ー を 知る こと が 重要 な 要素 と な り ま す 。 

(2) カル チャ ー 同 士 で 矛盾 する こと が よく あり ます 。 た と えば 、 あ な た が イス ラ 
ム 教 徒 で あれ ば 、 酒 を 飲ん だ り 、 豚 肉 を 食べ た りす る こと は で きま せん 。 そ 
の よう な 制限 の な い ト ー タ ルカ ルチャ ー (日 本 ) に 身 を 置く こと は 、 イ スラ 
ム 教 徒 と いう サブ カル チャ ー を 維持 する の に 困難 が 生じ ます 。 ま た 、 サ ブ カ 
ルチャ ー 同 士 で も 共存 で きる も の と で き な い も の が あり ます 。 た と えば 、 山 
梨 出 身 の 筆 者 は 甲州 弁 を 使い ます が 、 山 梨 に 帰ら な けれ ば 使え ませ ん 。 こ の 
よう な 矛盾 は 、 ス トレ ス の 原因 と な る こと が 多い も の で す 。 

(3) トー タル カル チャ ー が 異な っ て いて も 、 サ ブ カ ル チャ ー に 共通 点 が あれ ば 親 
し く な りや すい と いう 面 が あり ます 。 異 文化 で 友達 を 作る 際 に 非常 に 重要 で 
す 。 同国 人 で も 仲の いい 友達 で あれ ば 必ず 共通 する サ プ カ ルチャ ー が ある 
は ず で す 。 筆 者 が 海外 に 滞在 し た 時 、 趣 味 の マ ジッ ク や テニ ス を 通じ て 、 現 
地 の 友 達 を 簡単 に 作る こと が で きま し た 。 こ れ は 、 ま さ に 共通 する サブ カル 
チャ ー の 賜物 で あっ た と 言え ます 。 
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の 文化 の 特徴 


これ まで に 見 て きた よう な 文化 を 定義 せ する と 、 ど の よう な も の に な る で し ょ 
うか 。 実 は 、 文 化 の 定義 に つい て は 研究 者 に よっ て 様々 な 意見 が あり 、 統 一 し 
た 見 解 が 存在 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 し か し 、 一 般 的 に は 次 の よう な 特 
徴 が ある と 言わ れ て いま す 9。 


1) 文化 は 学習 され る 

私 た ち は 子 供 の 頃 か ら 両 親 、 学 校 、 社 会 か ら 文化 を 意識 的 に 、 ま た は 、 無 意 
識 に 教え られ ます 。 育 っ た 場所 や 環境 に よっ て 、 私 た ち が 学ぶ 文化 は 異な り ま 
す 。 


( 例 ) 学校 に お ける 道徳 教育 : 挨拶 を する 、 周 り の 美化 に 努め る 、 公 共 施 
設 を 大 事 に 使う 、 ゴ ミ を 道 に 捨て な らい 、 な ど 

る 親 の し つけ : 夜 更 か し し な い 、 朝 食 を 食べ る 、 歯 を 磨く 、 食 事 の マナ ー を 
守る 、 感 謝 の 気持 ち を 口 に 出す 、 家 の 手伝い っ を する 、 な ど 


Ei っ て 異な る こと が あり ます 。 た と 
えば 、 静 岡 の 中 部 地区 で は 、 食 事 の 挨拶 は 「 い た だ きま す 」「 い た だ きま し た 」 
で あり 、 学 校 で も その よう に 教え られ ます 。 千 葉 県 で は 、 出 席 番号 は アイ ウエ 
オ 順 で は な く 、 誕 生日 順に な っ て いる そう で す 。 こ の よう に 、 地 域 に よっ て 学 
習 さ れる 文化 に は 様々 な も の が あり 、 そ の よう な 地域 文化 の 違い を 紹介 する テ 


レビ 番組 も ある ほど で す 。 


2) 文化 は 伝達 ・ 伝 承 さ れる 

文化 は 、 歌 、 踊 り 、 芸 、 昔 話 、 祭 、 作 法 、 し きた り 、 な ど 様 々 な 形 で 、 親 か 
ら 子 へ 、 人 か ら 人 へ 、 グ ルー プ か ら グ ルー プ へ 、 時 に は 国 か ら 国 へ 伝え られ ま 
す 。 
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( 例 ) を 伝統 文化 : 茶道 、 華 道 、 日 本 舞踊 、 落 語 、 講 談 な ど 

$ 年 中 行事 : 初 語 、 節 分 、 ひ な 祭り 、 花 見 、 こ ぃ の ぼり 、 七 夕 、 月 見 、 
七五三 、 基 暮 、 大 掃除 な ど 

ぐ 家 庭 の 習慣 : し つけ 、 家族 の 役割 分 担 、 食 習慣 、 掃除 の 仕方 、 風呂 の 入り 方 、 
服 の た た み 方 な ど 


これ も 、 流 派 や 地域 に よっ て その や り 方 に は 様々 な も の が あり ます 。 た と え 
ば 、 茶 道 や 華道 は 流派 ど と と に 異な る 作法 が あり ます 。 昔 か ら 続 く 日 本 の 年 中 行 
事 (た と えば 、 七 五 三 を 祝う 子供 の 性 別 な ど ) も 地域 に よっ て 異な る こと が あ 
る よう で す 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 家 に は それ ぞ れ の 文化 が 存在 し 、 家 庭 内 の 文化 
が 親 か ら 子 へ と 伝え られ ます 。 し た が っ て 、 異 な る 家庭 環境 で 育っ た 男女 が 結 
婚 す る と 、 こ の よう な 文化 の 違い が も と で 口論 に な る こと が よく あり ます 。 


3) 文化 は 常に 変化 する 
学習 ・ 伝 達 され た 文化 は 、 環 境 の 移り 変わ り と と も に 変化 し ます 。 現 在 の 日 
本 文化 が 江戸 時 代 と 異な る の は 、 時 代 と と も に 文化 が 変容 し た か ら で す 。 


( 例 ) 日 常 生活 一 般 : ファ ッ シ ョ ン 、 男 女 の 役割 、 言 葉 、 生 き が い 、 教 育 、 
遊び 、 余 暇 の 過ごし 方 、 趣 味 、 ス ポー ツ 、 仕 事 内 容 な ど 


解説 

ファ ッ シ ョ ン の 流行 が 代表 例 で す が 、10 ~ 20 年 の サイ クル で 変化 する と 
言わ れ て いま す 。 最 新 の 髪型 も 時 代 に よっ て 異な り ま す 。 男 女 の 役 割 も 戦後 変 
化し た も の の 一 つ で 、 育 児 に 積極 的 に か か わる 男性 を 意味 する イク メン と いう 
言葉 が で きた ほど で す 。 言葉 の 変化 は 古典 と 比べ れ ば 一 目 瞭 然 で すし 、 私 た ち 
の 生き が いも 、 以 前 の 仕事 中 心から 余暇 を 楽し お家 庭 中 心 へ と 変化 し て き て い 
ます 。 学校 の 教育 内 容 や 子供 の 遊び 方 も 昔 と 比べ る と 、 隔 世 の 感 が あり ます 。 


teeta aw a 
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4) 文化 は 規範 で ある 

文化 は 私 た ちの 行動 や 価値 観 な ど を 決定 する 規範 と な り ま す 。 私 た ち は 毎 
日 、 文 化 に 基づい た 規範 に 従っ て 行動 し て いま す 。 あ る 文化 で は 挨拶 時 に 頭 を 
下げ る こと が 、 別 の 文化 で は 握手 する こと が 、 規 範 と な っ て いる の で す 。 


( 例 ) $ 冠 婚 葬 祭 : 結婚 式 や 葬式 で の マナ ー 
社会 マナ ー : 順番 を 待つ 並び 方 、 こ スカ レー ター で 立つ 位置 、 電 車 で の マ 
ナー、 和 敬語 の 使い 方 、 ビ ジネス ルー ル 、 ペ ッ ト の 散歩 の ルー ル な ど 


解説 

冠 婚 葬祭 が 規範 の 代表 的 な も の で 、 書 店 に 行け ば 冠 婚 葬祭 に 関す る 実用 書 を 
簡単 に 見 つけ る こと が で きま す 。 そ の 他 に も 、 入 学 、 就 職 、 結 婚 、 出 産 、 昇 進 
な どの お 祝い に 関し て 、 常 識 と し て の 規範 が 存在 し ます 。 特 に 結婚 に つい て は 
地域 に よっ て その 習慣 は 大 きく 異な り 、 関 東 を 中 心 と する 簡略 的 な 結納 も あれ 
ば 、 愛 知 県 な ど で は お 金 を か けた 豪華 な 結納 が 行わ れ ま す 。 

会 マナ ー で よく 話題 に な る も の に 、 エ スカ レー ター で 立つ 位置 が あり ます 。 
関東 で は 左 で ある の に 対し 、 関 西 で は 右 で ある と 言わ れ ま す が 、 京 都 で は 関東 
と 同じ よう に 左 に 立つ そう で す 。 広 島 は 右 で 、 福 岡 で は 左 に 立つ そう で す 。 海 
外 で は 右 に 立つ の が 主流 で 、 ニ ュー ヨー ク 、 ロ ンド ン 、 パ リ は 基本 的 に 右 だ そ 
う で す 。 大 阪 な ど で 右 に 立つ の は 、 日 本 万 国 博覧 会 (1970 年 大 阪 ) の 開催 時 に 、 
欧米 の 基準 に 合わ せ た か ら だ と 言わ れ て いま す 。 


5) すべ て の 文化 要素 は 相互 関係 に ある 
それ ぞ れ の 文化 は お 互い に 関係 し 、 影 響 を 与え 合っ て いま す 。 文化 は 単独 で 
存在 する の で は な く 、 相 互 関係 の 中 で 存在 し て いる と 言え ます 。 


( 例 ) $ 相 互 関 係 の 例 : 日 本 と 世界 、 和 電化 製品 の 普及 と 主婦 文化 、 テ レビ や 


車 の 普及 と 余暇 の 過ごし 方 、 携 帯 や パソ コン の 普及 と 日 常 生 活 や ビジ ネス と 
の 関係 、 社 会 の 変化 と 女性 言葉 の 消失 な ど 
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解説 

歴史 的 に 日 本 は 中 国 や 欧米 か ら 大 き な 影 響 を 受け まし た 。 ま た 日 本 も 、 日 本 
食 や アニ メ 、 ゲ ー ム 、 カ ラオ ケ 、 電 化 製品 、 自 動車 な ど で 、 世 界 の 国々 に 影響 
を 与え て いま す 。 国 内 を 見 て も 、 戦 後 の 電 化 製品 の 普及 は 家事 の 負担 を 軽減 さ 
せ 、 主 婦 の 文化 を 大 きく 変化 させ まし た し 、 テ レビ や 車 の 普及 は 私 た ちの 余暇 
の 過ごし 方 を 大 きく 変え まし た 。 女 性 言葉 が あま り 聞 か れ な く な っ た の は 女性 
の 社会 進出 に 伴う 男女 平等 化 が 進ん だ 結果 で ある と 言わ れ て いま す 。 ま た 、 携 
帯電 話 や パソ コン の 普及 は コミ ュ ニ ケー ショ ン の あり 方 、 親子 関係 、 友人 関係 、 
男女 関係 、 ビ ジネス の 方 法 な ど 多 方 面 に 大 き な 影 響 を 与え て いま す 。 


TTT 


6) 文化 は 自民 族 中 心 主義 で ある 

私 た ち は ト ー タ ルカ ルチャ ー の 中 で 、「 何 が 正しく て 何 が 正しく な いか 」 と 
いっ た 価値 基準 を 学び ます 。 こ の 価値 基準 を 、 異 な る 文化 に も あて は め よ うと 
する と 、 自民 族 中 心 王 義 (ethnocentrism「 エ ス ノ セ ント リズ ム 」 の 訳 で 、「 自 
文化 中 心 主義 」 と も 訳 さ れる ) に 陥り ます 。 私 た ち が 自 文化 と は 異な る 文化 や 
価値 観 に 接する 時 、 そ れ ら を “おかしい” と か “間違っ て いる ” と 感じ る の は 
この た めで す 。 


( 例 ) 日 本 人 が 違和感 を も つ 文 化 : キス や 抱擁 の 挨拶 、 強 い 自己 主張 や 個 
人 主義 、 昼寝 の 習慣 、 時 間 の 不正 確 さ 、 チ ッ プ の 習慣 な ど 


体 の 接触 を 伴う 挨拶 や 欧米 人 の 自己 主張 の 強 さ 、 個 人 主義 な ど に 日 本 人 が 戸 
惑う の は 、 日 本 人 の 感覚 に に よる も の で す 。 ま た 、 南 米 な どの 昼寝 の 習慣 や 時 間 
の 不正 確 さ は 、 日 本 人 の 感覚 で は 怠 情 で ルー ズ な 習慣 と し て 映り ます 。 さ ら に 、 
チッ プ も 日 本 人 に は わずらわし い 習 慣 の 一 つ で す 。 こ の よう な 違和感 は すべ て 
子供 の 頃 か ら 培 われ た 日 本 人 の 考え 方 や 習慣 に よる も の で あり 、 自 文化 に 基 づ 
いた 意識 に よる も の で ある と 言え ます 。 


TTT か TOT TOT TO TT TOTTITTTTTTTTTTTTITE 
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く 確 認 チ ェ ッ ク 5> 
次 の 事例 は 、 こ れ ま で に 見 て きた 文化 の 特徴 の どれ と 一 番 関係 が 深い で し ょ 
うか 。 下 か ら 数 字 を 選ん で 入れ て くだ さい 。 


Q) ( ) 千 利 休 に よっ て 確立 され た 茶の湯 の 作法 は 、 現 在 に お ぃ て も 多く 
の 流派 に 受け 継が れ て いる 。 

(2) ( ) 中 国 や 韓国 か ら の 留学 生 は 日 本 人 の 割り 甚 を 見 る と 、 日 本 人 は な 
ん て けち な ん だ ろう と 思う 。 

⑬ ( ) 出産 祝い の お 返し は 、 も ら っ た 額 の 三 分 の 一 か ら 二 分 の 一 が 相場 
で ある 。 

(4) ( ) 日 本 人 は 、 他 人 に 迷惑 を か け な い こと を 、 子 供 の 頃 か ら 繰 り 返し 
学校 や 家庭 で 教え られ る 。 

(5) ( ) 1960 年 代 の 男の子 の 遊び は 、 ビ ー 玉 、 メ ンコ 、 コ マ だ っ た が 、 
1980 年 代 に ファ ミコ ン と な り 、 現 在 で は テレ ビ ゲ ー ム や パソ コン ゲー ム 、 
ソー シャ ル ゲ ー ム が 主流 と な っ て いる 。 

(6 ( ) イン ター ネッ ト に よっ て 、 世 界 中 に 友達 を 作っ た り 、 外 国 と ビジ 
ネス を し た り 、 海 外 の 情報 を 手 に 入れ た りす る こと が 簡単 に で きる よう に 
な っ た 。 世 界 中 の あら ゆる 物事 が イン ター ネッ ト を 通し て 互い に 影響 し 合 
う 時 代 と な っ た 。 

(7 ( ) 相撲 は 奈良 ・ 平 安 時 代 か ら 続く 伝統 武道 で あり 、 神 事 と し て 日 本 
各地 の 祭り の 中 で 行わ れ て き て いる 。 


! 1 ) 文化 は 学習 され る 2) 文化 は 伝達 ・ 伝 承 さ れる 
1 3) 文化 は 常に 変化 する 4) 文化 は 規範 で ある 


文化 の 特徴 を 具体 的 な 出来 事 と つなげ て 考え る 設問 で す 。 私 た ちの 生活 に 密 
着 する 文化 へ の 理解 を 深め まし ょ う 。 
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(1) 室町 時 代 の 文化 (茶道 ) が 現在 に 至る まで ほぼ 同じ 形 で 伝承 され て いる 
例 で す 。 

(2) 中 国人 や 韓国 人 の 価値 観 か ら 考え る と 、 そ の よう な 意見 と な り ま す 。 

(3) これ は 一 般 の 日 本 人 が 従う べき 常識 と 考え る こと が で きま す 。 

(4) 日 本 人 は 他人 の 迷惑 に な ら な いよ うに する こと を 小さ い 頃 か ら 学 習 し ま 
す 。 

(5) 遊び の 文化 が 時 代 と と も に 変わ っ て き て いる 例 で す 。 

(6) 個々 の 文化 は も は や 単独 で は 存在 で き な い こと が わか り ま す 。 

(7) 古代 か ら 伝承 され て いる 国家 的 スポ ー ツ (国技 ) で す 。 


人 文化 的 側面 に 対す る 個人 的 側面 と 普遍 的 側面 


ここ まで 、 私 た ちの 価値 観 や 規範 を 決定 する の に 、 文 化 が 大 き な 役 割 を 果 た 
し て いる こと を 見 て きま し た 。 し か し 、 私 た ち 人 間 の 行動 を 規定 する も の に は 、 
文化 的 側面 だ け で は な く 、 個 人 的 側面 と 普 記 的 側面 が あり ます 。 そ の 人 の 行動 
を 考え る 時 、 こ れ ら の 3 つの 異な る 要素 の うち 、 ど の 面 が 一 番 強 く 出 て いる か 
を 理解 する こと が 重要 で す 。 そ うし な いと 、 そ の 人 の 行動 を 正しく 理解 する こ 
と が で き な い か ら で す '%⑳。 


1 ) 文化 的 側面 (Cultural) 
同じ 文化 背景 を も つ 人 々 に 共通 する 側面 で す 。「 見 える 文化 」「 見 えな い 文 化 」 
に 代表 され る 文化 が 、 こ れ に あたり ます 。 


( 例 ) を 見 える 文化 : 食べ 物 、 服 装 、 歌 舞 伝 な ど 
$ 見 えな ぃ い 文化 : 道徳 観念 、 時 間 の 概念 、 幸 福 感 な ど 


2) 個人 的 側面 (Personal) 


個人 的 に 他 者 と 異な っ て いる 側面 で す 。 文 化 と は 異な り 、 個 人 個人 の 好き 嫌 
いや 志向 な ど に より 決ま る 事柄 で す 。 
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第 3 章 文化 と は (その 2) 


( 例 ) を 個人 的 な 志向 : 食べ 物 の 好き 嫌い 、 飲 酒 や 喫煙 の 習慣 、 自 分 の 夢 や 
希望 、 自 分 の 得手 ・ 不 得手 、 好 きなこ と や 嫌い な こと 、 な ど 


3) 普遍 的 側面 (Universal) 
すべ て の 人 に 共通 する 側面 で す 。 人 間 に 本 来 備 わっ た 資質 は すべ て の 人 に 共 
通す る 側面 で ある と 言え ます 。 


( 例 ) $ 人 間 の 本 能 や 喜 怒 哀楽 の 例 : お 腹 が すい た ら 何 か を 食べ る 、 異 性 に 
興味 を 抱く (同性 の 場合 も ある )、 の ど が 渦 いた ら 水 分 を 取る 、 う れ し い 時 
は 喜ぶ 、 悲 し い 時 は 涙 が 出る 、 な ど 


く 確 認 チ ェ ッ ク 6> 

以下 の 事柄 を 、 文 化 的 だ と 思わ れる も の (C) 、 個 人 的 だ と 思わ れる も の (P)、 
普遍 的 だ と 思わ れる も の (U) に 分 類 し て み ま し ょ う 。 
(1) ( ) 朝食 を 食べ な い 。 (2) (  ) 愛す る 人 が 亡くな っ て 悲し い 。 
(3 ( ) 寒い 時 は 暖か い 服 を 着る 。 (4) ( ) 20 分 くら い の 距 離 な ら 歩 く 。 
(5) ( ) いっ も 女性 を 大 事 に 扱う 。 (6)( ) 食事 を 箸 で 食べ る 。 
(7) ( ) 挨拶 の 時 に 握手 する 。 (8) ( ) 寿司 は わさび 抜き で 食べ る 。 


ある 外国 人 の 様子 か ら 、 そ の 国 の 人 が 全員 その よう な ふる まい を する と 思っ 
て し まう こと が あり ます が 、 注 意 が 必要 で す 。 文 化 的 な 要素 より も 、 個 人 的 な 
要素 が 強い こと が よく あり ます の で 、 ど の 要素 が 一 番 強 く 出 て いる の か 見 極め 
る こと が 重要 で す 。 


(1) 朝食 を 食べ る 、 食 べ な い は 文化 と いう より 、 個 人 的 な 側面 が 強い も の で 
す 。 

(2) 人 間 に 共 通す る 感情 で す 。 悲 し さ を 表す 手段 は 文化 に よっ て 異な り ます 
が 、 悲 し いと いう 気持 ち は 共 通し て いま す 。 
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(3) どの 温度 で 寒い と 感じ る か は 個人 や 文化 的 要素 が 大 きい で す が 、 寒 いと 
感じ た ら 暖 か い 服 を 着る (また は 重ね 着 を する ) の は 普遍 的 な 側面 で し ょ 
つ 。 

(4) 健康 の た め に 歩く 人 も いれ ば 、 足 が 悪 い の で バス を 利用 する 人 も いま す 。 
また 、 歩 く の が 好き な 人 と 嫌い な 人 が いま す 。 い ずれ も 、 個 人 的 な 違い 
に よる も の で す 。 

(5) 欧米 で は 女性 を 大 事 に 扱う マナ ー が 確立 し て いま す 。 日 本 で も 欧米 の や 
り 方 と は 違い ます が 、 女 性 を 大 切 に する 文化 は あり ます 。 た だ 、 女 性 に 
対す る 態度 に は 個人 差 が あり ます の で 、 一 概 に 文化 だ け と は 言え な いで 
し ょ う 。 

(@) 世界 の 食 文化 を 人 口 比 で 見 る と 、 箸 を 使う 文化 (3 割 )、 手 で 食べ る 文 
化 (4 割 )、 ナ イフ ・ フ ォ ー ク ・ ス プー ン の 文化 (3 割 ) が ある と 言わ 
れ て いま す 。 管 の 習慣 は 、 中 国 、 韓 国 、 日 本 な どの アジ ア の 国 に か ぎら 
れる こと か ら 、 文 化 的 で ある と 言え る で し ょ う 。 

(7) 挨拶 の マナ ー で す が 、 握 手 す る の は 日 本 で は 一 般 的 な ふる まい で は あり 
ませ ん 。 文化 に よっ て 、 握 手 す る 文化 、 お 辞 儀 する 文化 、 手 を 合わ せる 
文化 な ど が あり ます 。 

(8) 寿司 に は わさび が つき も の で す が 、 子 供 は 刺激 が 強い た め 、 食 べ な い の 
が 普通 で す 。 大 人 の 中 に も わさび が 苦手 な 人 が いま す の で 、 そ れ は 個人 
的 な 側面 と 言え ます 。 


第 3 章 文化 と は (その 2) 


ー| 天 klk ょ kk ほ 還 3| 


ブラ ジル か ら ア メリ カ ヘ へ 
私 が 生活 し た 第 二 の 外国 は アメ リカ で す 。 2 年 間 過 
ご し た ブラ ジル か ら 帰 国 し た 私 は 、 世 界 を リー ド す る 
アメ リカ と いう 国 を この 目 で 見 て みた いと 強く 思う よ 
うに な り ま し た 。 ア ル バ イ ト を し な が ら 資 金 を 稼ぎ 、 N 
アメ リカ に 語学 留学 を する こと に し まし た 。 ど う せ アメ リカ に 行く な ら 日 本 人 
の いな いと ころ が いい だ ろう と 思い 、 南 部 の 小さ な 町 、 コ ロン ビア に ある サウ 
ス ・ カ ロラ イナ 大 学 に 留学 する こと に し まし た 。 と ころ が 、 実際 に 現地 に 着い 
て みる と 、 日 本 人 が た くさ ん いる で は あり ませ ん か 。 日 本 経済 の 最盛 期 の 頃 
だ っ た の で 、 日 本 か ら の 留学 生 が アメ リカ 中 に あふ れ て いた ん で すね 。 

ブラ ジル と いう 外国 で の 生活 を 経験 し た 私 は 、 異 文化 に 対す る 自信 の よう な 
も の が 生ま れ 始 め て いま し た 。 ど こ へ 行っ て も な ん と か な る だ ろう と いう 、 漢 
然 と し た 自信 で す 。 と ころ が 、 こ の 自信 は 過信 で あっ た こと を すぐ に 思い 知ら 
され る こと に な っ た の で す 。 

アト ラン タ 経 由 で コロ ン ピ ビア に 到着 し た 私 は 空港 か の ら タ クシ ー で サウ ス ・ カ 
ロラ イナ 大 学 に 向かい まし た 。 そ し て 、 大 学 付属 の 英語 学校 で 、 英 語 の プレ イ 
スメント ・ テ スト (英語 の レベ ル を 測る テス ト ) を 受け 、 担 当 官 の 面接 を 受け 
まし た 。 事 前 に 留学 幹 旋 団体 を 通し て 、 ホ ー ム ステ イ の 希望 を 出し て いま し た 
の で 、 ホ スト ファ ミリ ー を 紹介 し て くれ る も の と ば か り 思 っ て いま し た 。 と こ 
ろ が 、 担 当 者 か ら ホ ー ム ステ イ は 韓 旋 し て いな いと いう 思い が け な い 言葉 を 半 
き 、 絶 句 し まし た 。 話 が 人 違う じゃ な いか 、 こ れ か ら ど うし た らい いん だ ろう 、 
心 の 中 で 不安 が 増大 する の を 感じ まし た 。 

結局 、 こ の 担当 者 が 留学 生 の 寮 を 紹介 し て くれ 、 居 合わ せ た 英 語 の 教師 が 私 
を 寮 の 前 まで 車 で 送っ て くれ る こと に な り ま し た 。 寮 と いっ て も 、4 人 住む こ 
と の で きる 独立 し た 建物 で 、 そ れ が た くさ ん 並ん で いま す 。 私 は 指定 され た 番 
号 の 建物 の 中 に 入り まし た が 、 誰 も いま せん 。 ガ ラー ン と し た 室内 は 寒々 と し 、 
シー ツ も 何 も な い 裸 の ベッ ド が 並ん で いる だ け で し た 。 お まけ に 、 季 節 は 1 
月 の 真冬 、 暖房 を つけ よう に も つけ 方 が わか ら ず 、 大 き な ス ー ツ ケー ス を 抱え 、 
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震え な が ら 神 ベッ ド の 上 で 果 然 と する し か あり ませ ん で し た 。 初 め て の アメ リ 
カ 、 知 り 合 い は 誰 $ も いない 、 ど こ に 何 の 店 が ある の か も わか ら な い 、 英 語 も で 
き な い 、 食 事 も まっ た くし て いな い 、 外 は 真っ 暗 、 お まけ に 寒く て 体 が 凍り そ 
う で す 。 長 旅 と 時 差 で 疲労 困 他 の まま 、 途 方 に 暮れ 、 ア メリ カ に 来 た こ と を 後 
悔し まし た 。 今 す ど に で も 日 本 に 帰り た い 、 そ う 思 っ た の は 、 私 の 人 生 の 中 で 
あと に も 先 に も この 時 だ け で し た 。 

ちょ っ と 外 を 見 て みる と 、 隣 の 建物 は 明か り が つい て 、 誰か が いる よう で す 。 
意 を 決し て 、 そ の ドア を た た いて みる と 、 出 て きた の は トル コ 人 と イン ド 系 の 
イギリス 人 で し た 。 私 が 話 を する 前 に 、「 こ こ に 住 せ の か 、 じ ゃ あ 入 りな 」 と 
私 を 暖房 の 効い た 暖か ぃ 部 屋 に 招き 入れ て くれ た の で す 。 ち ょ うど 、 新 学期 が 
始ま る 直前 だ っ た の で 、 寮 に は 新しい 学生 が 次 々 と 到着 し て いま し た 。 定員 
4 人 の 寮 に まだ 2 人 し か 住ん で いな か っ た の で 、 て っ きり 私 が その 寮 に 移っ て 
きた の だ と 勘違い し た よう で す 。 私 は これ 幸い と 、 そ の 寮 に 住む こと に 決め 、 
翌日 に 事務 所 で 寮 の 変更 手続 き を すれ ば いい と 思い まし た 。 

この トル コ 人 が 「 隣 の 察 に 日 本 人 が いる か ら 、 紹 介する よ 」 と 言っ て 、 ケ ン 
と いう 日 本 人 を 紹介 し て くれ まし た 。 こ の ケン さん は と て も 気さく な 人 で 、 今 
着い ら た ば か りな ら 、 お 腹 が すい て いる だ ろう と 言っ て 、 食 パン と 一 緒 に ベー コ 
ン 付 き の 目 玉 焼 き を 作っ て くれ まし た 。 涙 が 出る ほど お いし か っ た で す 。「 地 
獄 に 仏 」 と は まさ に この よう な 状況 を 言う の で し ょ うか 。 私 に と っ て 、 こ の 時 
出さ れ た 目玉 焼き の 味 は 一 生 忘れ る こと が で きま せん 。 

婦女 女 

私 の この 苦い 思い 出 は 、 留 学 を 幹 旋 し て くれ た 民間 機関 を 信用 し すぎ た せい 
も あり ます が 、 ト ラブ ル が 起き た 時 に どの よう に 対処 し た らい い の か 、 ま っ た 
想定 し て いな か っ た こと に も 原因 が あり ます 。 外 国 の よう な 異 文化 に 入っ て 
いく 場合 トラ ブル が つき も の で す 。 ど の よう な トラ ブル が 起き て も 対処 で き 
る よう な 危機 管理 意識 を も つこ と が 非常 に 重要 で す 。 

私 が 所 属す る 大 学 で は 、 外 国 の 協定 校 に 留学 する 学生 に 対し 、 事 前 オリ エン 
テー ショ ン を 実施 し 、 危 機 管理 に つい て 話す こと が あり ます 。 特 に 日 本 の よう 
な 、 至 れ り 尽く せり の サー ビス の 国 か ら 何 も か も 1 人 で や ら な けれ ば な ら な い 
外国 に 行く 場合 、 意 識 の 大 転換 が 必要 で す 。 外 国 に 行く 場合 は 必ず トラ ブル は 
ある も の と 想定 し 、 そ の 対処 法 を 考え て お く こ と が 重要 に な る で し ょ う 。 


異 文化 適応 


NAMM よ AKIEL 、。 


ドス トー 


i 


異 文 化 に 適応 する と は どう 
"いう こと で し ょ うか 。 私 た ち 
の 人 生 に お いて は 、 外 国 で 募 
) ら す こと と 以外 に も 、 大 学 や 専 


) 門 学校 に 入学 し た り 、 職 場 が 


変わ っ た り 、 引 っ 越し た り 、 
結婚 し た り と 、 大 小 様々 な 異 


、 文化 適応 を 経験 し ます 。 こ の 


章 で は 、 私 た ち が 異 文化 に 飛 
び 込 み 、 適 応 し て いく プロ セ 
ス に つい て 考え ます 。 
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WU 字 曲線 の 仙 応 


外国 に 行く 場合 、 そ の 国 に つい て の 知識 が ある と 、 適 応 は 容易 に な る と 言わ 
れ ま す 。 し か し 、 い くら 頭 で 理解 し た と し て も 、 子供 の 頃 か ら 償 れ 親しん だ 習 
償 や 考え 方 は それ ほど 簡単 に 変え 0 る ろ こ と は で きま せん 。 ま た 、 そ の 国 の 道徳 意 
識 や 生活 信条 な どの 「 見 えな い 文 化 」 は 、 現 地 に 行っ て 直接 そこ の 人 と 交流 す 
る まで は わか ら な いこ と が 多い で し ょ う 。 

私 た ち は 、 今 まで と は 異な る も の や 理解 で き な い こと に 出会う と 、 内 面 に 様々 
な 変化 が 起こ り ま す 。 こ の よう な 変化 に は ある 一 定 の パタ ー ン が ある こと が 知 
られ て いま す 。 一 般 的 に 異 文化 適応 に お ける 典型 的 な 内 面 の 変化 は 、 以 下 の よ 
うな 1 か ら 4 の ステ ー ジ で 構成 され る U 字 曲線 で 説明 され ます "5。 


充実 感 


時 間 


その 国 に 到着 し た ば か り の 頃 は 充実 感 が 高く て も 、 そ の 国 で 生活 する うち に 
だ ん だ ん 下がり 、 ま た 上 が っ て いく と いう 1 て 4 の 変化 の パタ ー ン が アル ファ 
ベット の “U”" の 字 に 似 て いる こと か ら 、 こ の よう な 名 前 が つい て いま す 。 そ 
れ ぞ れ の ステ ー ジ の 特徴 に つい て 、 次 ペー ジ で 説明 し て いき まし ょ う 。 
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第 4 章 異 文化 遂 応 


新しい 文化 に 陶 醒 (ハネ ムー ン ・ ス テー ジ ) 

見 る も の 、 聞 くも の が すべ て 新鮮 で 、 新 し い 文 化 に 来 た と いう 興奮 と 期待 感 
で いっ ぱい で す 。 文化 で は 、 食 べ 物 や 景色 、 服 装 な どの 「 見 える 文化 」 が 中 心 
で 、 そ の 国 の 人 の 価値 観 や 生活 信条 な どの 「 見 えな い 文 化 」 に まで は 気づい ぃ て 
いま せん 。 ほ と ん どの 短期 旅行 者 し N、 こ の ステ ー ジ の まま で 旅行 を 終え る こと 
が 多い と 言え ます 。 


異 文化 に 直面 (カル チャ ー シ ョ ッ ク ) 

期待 あふ れる 興 礁 し た 状態 か ら 現 実 的 で 落ち 着い た 生活 に 移る に つれ 、「 見 
える 文化 」 か ら 「 見 えな い 文 化 」 に 直面 する よう に な り ま す 。 そ うす る と 、 今 
まで 抱い て いた 期待 が 失望 へ 、 興 礁 が 落胆 へ と 変わ る こと が あり ます 。 こ の よ 
うな 状況 は 、「 カ ルチャ ー シ ョ ッ ク 」 と 呼ば れ ま す 。 そ の 人 の 人 性 格 や 考え 方 、 
経験 の 程度 な ど ば に よっ て 、 ち ょ っ と し た 焦燥 感 で 終わ る 場合 (われ ば 、 そ の 文 
化 に 対す る 強烈 な 敵意 へ と 変わ る こと さえ あり ます 。 最悪 の 場合 、 も うそ の 国 
の 文化 に 身 を 置く こと が で きず 、 帰 国 し て し まう こと が あり ます 。 


ステ ー ジ 3 適応 を 開始 (適応 開始 期 ) 

この ステ ー ジ で は 、 カ ルチャ ー シ ョ ッ ク を 抜け 出し 、 異 文化 へ の 適応 が 始ま 
り ま す 。 今 まで わか ら な か っ た 「 見 えな い 文 化 」 が 見 える よう に な り 、 そ の 文 
化 で の 暮らし 方 や ぁ る まい 方 に も 慣れ て きま す 。 文化 の 違い か ら 来 る 孤独 感 や 
焦燥 感 ち だ ん だ ん 軽く な り ま す 。 現地 の 人 と の 交流 が うま くい き 始 め 、 ま た う 
まく いっ た こと が 自信 へ と つなが り ま す 。 


ステ ー ジ 4 異 文化 へ 適応 (適応 期 ) 

この ステ ー ジ に 来る と 、 現 地 の 人 と の 適切 な が コミュ ニケ ーション の 仕方 が 身 
に つい て いま す 。 異 文化 に お ける 不便 を 感じ る とこ と は あま りあ り ま せん 。 文化 
の 人 違い を 理解 し 、 そ の 違い を 受け 入れ る こと が で きま す 。 新 し い 文化 で の 様々 
な 経験 か ら 視 野 の 広い 見 方 や 考え 方 が で きる よう に な っ て いま す 。 こ の ステ ー 
ジ に 立っ て 初め て 、 本 当 の 意味 で の 異 文化 理解 が 始ま る と 言っ て いい で し ょ う 。 
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カル チャ ー シ ョ ッ ク と は 


カル チャ ー シ ョ ッ ク と いう と 、 多 く の 人 が 「 異 文化 

に 燃 き 、 シ ョ ッ ク を 受け る こと 」 と 考え ます が 、 実 は 

異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 分 野 で は 、 異 文化 に 接 す 

る こと で 生じ る 内 面 の 様々 な 変化 の こと を 総合 的 に 意 

味 し ます 。 た と えば 、 疲 れる 、 眠 れ な い 、 拒 食 ・ 過 食 

気味 で ある 、 太 っ た 、 や せ た な どの 体 の 変化 や その 国 に 失望 する 、 そ の 国 
が 嫌い に な る 、 い らい ら す る 、 学 習 が 進ま な い 、 国 に 帰り た い 、 な どの 気 
持ち の 変化 も 大 き な 意味 で の カル チャ ー シ ョ ッ ク と 言え る で し ょ う 。 自 分 
で は 気づか な いう ち に 、 先 ほど 見 た ステ ー ジ 2 の カル チャ ー シ ョ ッ ク に い 
る こと が 多い よう で す 。 し た が っ て 、 そ の よう な ステ ー ジ に いる 人 に は 不 
安 、 い らい ら 、 和 失望 感 、 焦 燥 感 は 、 誰 で も 異 文化 に お いて 経験 する 自然 な 
プロ セス で ある こと を 伝え 、 将 来 に 対し て 前 向き に 取り 組ん で いけ る よう 
に アド バイ ス す る こと が 重要 で す 。 

筆者 の 個人 的 な 経験 で は 、 日 本 語学 校 で 学ぶ 外国 人 の 多く は ステ ー ジ 2 
に いる こと が 多い よう で す 。 こ れ は 、 言 葉 な どの 障害 か ら 、 日 本 社会 に 溶 
け 込 むこ と が 困難 で 、 そ の 結果 、 日 本 の 中 で 外国 人 だ け の 社会 を 形成 し 、 
そこ で 日 本 に つい て 批判 し 合う こと が ある か ら の よう で す 。 言葉 が 上 手 に 
な り 、 大 学 や 専門 学校 に 進み 、 日 本 人 と の 交流 が 進ん で いく 過程 で 、 だ ん 
だ ん ステ ー ジ 2 か ら 3、4 と 適 店 し て いく よう で す 。 人 に よっ て 、 適 応 の 
プロ セス は 異な り ま す が 、 カ ルチャ ー シ ョ ッ ク を 脱し て 、 ス テー ジ 3 に 行 
くま で に 、 数 か 月 で 終わ る 人 か ら 数 年 か か る 人 まで 様々 で す 。 

また 、 あ る 国 へ の 留学 が 正式 に 決ま っ た 時 は うれ し か っ た が 、 そ の 後 、 
留学 が 近づく に つれ 不安 が 大 きく な り 、 そ の 国 に 着い た 時 は あま り 新 し い 
文化 を 楽し め る 状態 に は な いこ と が あり ます 。 初 め て 留学 し た り 親 元 を 離 
れ た りす る 時 な ど は 、 そ の よう な 不安 が 大 きく な る と 思わ れ ま す 。 こ の よ 
うな 人 は 目的 と する 国 に 着い た 時 は 不安 で 充実 感 が 少し 低く な り ま す が 、 
すぐ に 人 慣れ 、 ス テー ジ 1 に 移る こと に な り ま す 。U 字 曲線 の 最初 の 部 分 が 
少し 下がっ て いる の は その よう な 理由 か ら で す 。 
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く 確 認 チ ェ ッ ク 7 > 
以下 は 、 外国 人 が 日 本 の 生活 に 適応 し て いく 様子 を 表し て いま す 。 U 字 曲線 の 
適応 フ テ ー ジ の どこ に いる か を 考え 、 ス テー ジ の 番号 を 括弧 に 入れ て くだ さい 。 
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この 国 の 人 が 自分 の 意見 を 強く 主張 し な い の は 、 和 を 重視 する か ら 
だ 。 皆 が 気持 ちよ く 生 活 す る た め に は 、 で きる だ け 対 立 を 避け る こ 
と が 一 番 重 要 な の だ 。 

日 本 語 を 勉強 し て も な か な か 上 達し な い 。 眠れ な いこ と も あり 、 体 
調 が すぐ れ な い 。 

最初 の 頃 は 嫌 だ っ た けれ ど 、 最 近 で は 町 の 人 に じろじろ 見 られ て も 
あま り 気 に な ら な く な っ た 。 外 国人 が あま り い な い の で 、 た だ 珍し 
い だ け な ん だ ろう 。 

どの お 店 の 人 も 丁寧 で 、 と て も 親切 だ 。 誰 も が 皆 い い 人 ば か り だ 。 
この 国 に 来 て 、 本 当 に よかっ た 。 

今度 友人 の 家 に 招待 され た の で 、 こ の 辺 の 名 産 の お 菓子 で も 持っ て 
行こ う 。 そ れ ほ ど 高 価 で な く て も 、 お 店 で きれ い に 包 装 し て くれ て 、 
相手 も 喜ん で くれ る 。 こ れ は 、 こ の 国 の 相手 を 気遣う 文化 の 一 つっ で 
ある 。 

信じ られ な いけ ど 私 、 生 の 魚 を 食べ て いる 。 来 た ば っ か り の 頃 は 食 
べら れ な か っ た の に 。 

何 を 聞い て も は っ きり と 答え な い 。 こ の 国 の 人 は 、 自 分 の 意見 を し っ 
か り と 言う こと が で き な い の だ ろう か 。 

日 本 の 町 は と て も きれ い 。 日 本 語 の 先生 も と て も 親切 。 友 達 も いろ 
ん な 国 の 人 が いて 、 毎 日 が と て も 楽し い 。 

家族 と 離れ て 寂し い 。 い つも 家族 の こと を 思い 出し て ば か り い る 。 

日 本 人 の 友達 が で きた 。 付き 合っ て みる と 、 日 本 人 も けっ こう いい 
と ころ が ある ん だ 。 今度 実家 へ 連れ て 行っ て くれ る と 言っ て いる 。 
と て も 楽し み だ 。 


外国 人 で あれ ば 、 自分 が どの ステ ー ジ に いる か を 知る こと は 非常 に 重要 で す 。 
ハネ ムー ン ・ ス テー ジ で あれ ば 、 こ れ か ら 来 る カル チャ ー シ ョ ッ ク に 備え 、 心 
の 準備 が で きま すし 、 カ ルチャ ー シ ョ ッ ク に いる 人 で あれ ば 、 誰 も が 経験 する 
通過 点 に すぎ な いこ と を 知る こと で 気持 ち が 落 ち 若 きま す 。 ま た 、 こ れ か ら 海 


外 に 行こ う と する 人 は 、 現 地 で の 異 文化 適応 を スム ー ズ に 進め る た め の 心 構え 

が で きま す 。 そ し て 、 受 け 入 れ 側 の 日 本 人 は 、 日 本 に 住む 外国 人 の 異 文化 適応 

プロ セス を 知る こと で 、 的 確 な 扱 助 や サポ ー ト を 与え る こと が 可能 と な り ま す 。 

ヒン ト . 

| 0) 日 本 人 は 全員 が 納得 し て 事 に あたる こと を 望み か ます 。 で きる だ け 対 立 を 
避け る た め 、 事 前 の 根回し が 必要 と な り ま す 。 表 立っ て 相手 を 批判 し た り 、 
自分 の 意見 を 強く 主張 し た りす る こと は 慎 ま れ ま す 。 そ の よう な 日 本 人 
の 性 格 を よく 理解 し た 考え で す 。 

(2) 新生 活 の 緊張 感 も 薄れ 、 日 本 の 生活 に 浸る よう に な る と 、 そ れ ま で 気 に 
な ら な か っ た 母国 と の 人 違い (見 えな い 文 化 ) が 感じ られ る よう に な っ て 
きま す 。 語 学 も 急 に は 上 達し ませ ん か ら 、 少 し ずつ 焦燥 感 が 出 て きま す 。 
その よう な 時 に 、 体 調 が すぐ れ な か っ た り 、 眠 れ な か っ た りす る 症状 が 
現れ ます 。 

(3) 日 本 人 と は 肌 の 色 が 違う 黒人 や 欧米 人 は 地方 で は 特に 珍し が られ ます 。 
どこ に 行っ て も 注目 され る こと に 最初 は 非常 に 戸惑う よう で す 。 し か し 、 
それ も 最初 の 頃 だ け で 、 慣 れる に し た が い 、 あ まり 気 に な ら な く な る よ 
う で す 。 

(4) 日 本 に 来る 外国 人 の 多く が 、 日 本 の 店 の 接客 の よさ に 驚き ます 。 ど の 店 
に 入っ て も 親切 で 優し く 丁寧 に 接し て くれ ます 。 何 も 買わ ず に 見 る だ け 
で 立ち 去っ て も 笑顔 で お 礼 を 言う 接客 マナ ー に 感動 し ます 。 来 日 し た ば 
か り の 外国 人 が 受け る 日 本 の 印象 は 一 般 的 に すばらし いも の の よう で す 。 

(5) 日 本 で は 家 に 招待 され た ら 手 土産 を 持っ て 行く の が 一 般 的 で す 。 日 本 の 
よう に 贈答 文化 が 発達 し た 国 で は 地域 の 名 産品 を 売る 店 が 多く あり 、 そ 
こ で 簡単 に お 土産 を 購入 する こと が で きま す 。 日 本 に 長く 住ん で いる と 
その よう な 日 本 の 習慣 も 自然 と 身 に つい て いく よう で す 。 

(6) 寿司 や 刺身 は 日 本 を 代表 する 食べ 物 で す が 、 生 魚 を 食べ た こと の な い 外 
国人 に と っ て は 、 最 初 は と て も 食べ た いと は 思え な い 代物 だ そう で す 。 
し か し 、 日 本 の 生活 に 慣れ る に し た が い 、 だ ん だ ん 味わう こと が で きる 
よう に な っ て いき ます 。 

(7) 日 本 人 は 自分 の 意見 を あま り 強 く 主張 し な い 環 境 の も と で 教育 を 受け ま 
す 。 し た が っ て 、 面 と 向かっ て の 議論 は 苦手 で す 。 自 己 主張 の 強い 欧米 
人 か ら 見 る と 、 そ の よう な 日 本 人 の 態度 は 頼り な く 見 え 、 自 分 の 意見 を 
も っ て いな いと 感じ る よう で す 。 
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(8) 日 本 に 来 た を ば か り の 留学 生 は 見 る も の 聞く も の が すべ て 新しく 、 わ くわ 
く 感 で いっ ぱい で す 。 日 本 語 の 先生 は 皆 優 し く 、 新 し い 友 達 も 世界 中 か 
ら 集 まっ て お り 、 興 礁 し た 毎日 で 留学 は スタ ー ト し ます 。 

(9) 特に 家族 と 初め て 離れ て 暮らす 人 に は ホー ムシ ッ ク が 起こ る こと が 多い 
と 言え ます 。 そ れ が 異国 の 地 と な る と さら に その 寂し さ は 強く な り ま す 。 
新しい 国 で の 興奮 が 落ち 着く と 、 今 まで 感じ な か っ た 様々 な 不安 や 心配 
ご と が 頭 を よぎる よう に な り 、 母 国 の こと が 強く 思い 出さ れる よう に な 
り ま す 。 

(0) 日 本 に 住む 外国 人 は 、 日 本 の 友達 を 作る こと が 難し いと 言い ます 。 言葉 
の 問題 も あり ます し 、 文 化 の 違い も あり ます 。 友達 が で き な け れ ば 、 本 
当 の 意味 で の 日 本 人 の よさ は わか り ま せん 。 日 本 人 の 友達 が で きる こと 
が 、 異 文化 適応 の 第 一 歩 と な り ま す 。 


し ___ 


名 W 字 曲線 の 適応 


外国 に 長年 身 を 置き 、 異 文化 へ の 適応 が 進ん だ 人 が 母国 に 帰国 し た 時 、 外 国 
で 経験 する の と 同じ よう な スト レス や 違和感 を 感じ る こと が あり ます 。 こ の 現 
象 は 逆 カ ルチャ ー シ ョ ッ ク 、 ま た は リエ ント リー ショ ッ ク と 呼ば れ ま す 。 異 文 
化 に 慣れ 親しみ 、 そ の 文化 に 適応 し た 人 ほど その よう な 傾向 が 強い よう で す 。 
この 場合 、 適 応 の プロ セス は 、 人 外国 で 経験 し た U 字 曲線 と 同様 の プロ セス で 進 
むこ と か ら 、 両 方 を 合わ せ て W 字 曲線 と 呼ば れ ま す 。 


時 間 


帰国 
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海外 に 長期 党 在 し た 人 や 留学 経験 の ある 人 に 逆 カ ルナ チャー ショ ッ ク を 感じ た 
こと が ある か 、 聞 いて みる と 面白 いで し ょ う 。 そ れ ほ ど 大 き な シ ョ ッ ク で は な 
い に し ろ 、 何 か し ら の 違和感 を も つこ と が 多い よう で す 。 国 内 で も 、 引 っ 越し 
で 長年 違う 地域 に 住ん だ あぁ と 、 ま た 以前 住ん で いた 地域 に 戻る と 、 一 種 の 戸 惑 
い を 感じ る こと が あり ます 。 こ れ な ども 、 逆 カル チャ ー シ ョ ッ ク と し て 捉え る 
こと が で きる で し ょ う 。 


外 らせん 型 の 適応 


異 文化 適応 に 見 る U 字 曲線 は ある 意味 で は 、 理 想 的 な 異 文化 適応 プロ セス で 
す 。 最 初 か ら そ の 国 に 興味 が あり 、 そ こ で の 生活 を 夢見 て いた 人 に あて は まる 
も の だ か ら で す 。 と ころ が 、 中 に は その 国 に は まっ た く 興 味 が な く 、 行き た 
いと 思っ て も いな か っ た の に 、 そ こ で の 生活 を 余儀 な くさ れる 人 も 少な く な い 
で し ょ う 。 た と えば 、 業 務 命令 に よる 海外 転勤 や その よう な 転勤 に 伴う 家族 の 
移動 な ど で す 。 そ の よう な 人 た ち に と っ て は 、 ハ ネム ー ン ・ ス テー ジ は 存在 せ 
ず 、 初 めか ら カ ルチャ ー シ ョ ッ ク の 状態 そ で ス ター ト す る か も し れ ま せん 。 

この よう な 場合 の 異 文化 適応 を 、 適 応 ・ ス トレ ス ・ 成 長 の ダイ ナミ クス で 説 
明 す る こと が あり ます 9⑦。 初 め は スト レス が 高く て も 、 試 行 錯誤 を 繰り 返し 
な が ら 、 だ ん だ ん 適応 に 向かっ て いく と いう も の で す 。 ま た 、 そ の 国 を 望ん で 
来 た 人 で も 最初 に 期待 が 裏切ら れ 、 一 番 下 か ら 始 まる こと が あり ます 。U 字 曲 
線 に あて は ま ら な い 人 は 、 ら せん 型 の 適応 で 考え る と いい か も し れ ま せん 。 


適応 


と 成長 (時間) 
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第 4 意 界 文 化 遂 応 


異 文化 適応 は 国外 だ け で な く 、 国 内 で も 経験 する も の で す 。 異 文化 へ の 適応 
が スム ー ズ に 進む こと が 仕事 や 勉学 に お ける 充実 度 を 高め る こと に な り ま す 。 
どん な 人 で も 、 様 々 な 異 文化 適応 を 経験 する こと に な り ま す の で 、 自 分 の 適応 
プロ セス を 知り 、 ど の よう に 対処 すべ きか を 客観 的 に 考え られ る よう に な る こ 
と が 重要 で す 。 

次 の 設問 で 、 こ れ ま で の 人 生 を 振り 返り 、 通 り 過 ぎ て きた 自分 自身 の 異 文化 
適応 の プロ セス を 改め て 考え て み ま し ょ う 。 


く 考え よう 2 > 
あな た は 外国 で 暮らし た こと が あり ます か 。 あ る 人 は その 頃 を 思い 出し て み 
て くだ さい 。 ど の よう な 適応 の プロ セス を 経験 し た で し ょ うか 。 海 外 生活 を し 
た こと が な い 場 合 は 、 日 本 で の 新しい 生活 (入学 、 就 職 、 転 職 、 引 っ 越し 、 結 
婚 な ど ) に お いて 、 カ ルチャ ー シ ョ ッ ク を 感じ た こと が な か っ た で し ょ うか 。 
あな た が 外国 人 で あれ ば 、 自 分 は どの よう な 適 店 プロ セス に いる か 考え て みて 


くだ さい 。 
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自分 自身 の 過去 を 振り 返る こと で 、 人 生 の 中 で 様々 な 適応 を 経験 し て き 
た こと が わか り ま す 。 海外 旅行 で は 短期 間 で 「 見 える 文化 」 だ け に 触れ て 
帰国 する た め 、 ス テー ジ 1 だ け で 旅行 を 終え る こと が 多い で し ょ う 。 し か 
し 、 外 国 で 暮らし て みる と 、 そ れ ま で 見 えな か っ た 文化 に 直面 する よう に 
な り 、 今 まで の 価値 観 で は 立ち 行か か なくなる こと か ら 、 カ ルチャ ー シ ョ ッ 
ク に 陥る こと に な り ま す 。 海外 滞在 経験 の ある 人 は 、 そ の 頃 の 生活 を 思い 
出し 、 具 体 的 に どの よう な プロ セス で あっ た の か 考え て みて くだ さい 。 
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日 本 国内 で も 、 新 入社 員 や 大 学 の 新入 生 が 新しい 環境 に 適応 で きず に 仕 
事 や 勉強 の 意欲 が な く な る こと を 「 石 月 病 」 と 呼び ます が 、 こ れ な ども 典 
型 的 な カル チャ ー シ ョ ッ ク と 言え ます 。 結婚 に お いて も 異 文化 へ の 適応 は 
重要 な 要素 と な り ま す 。 文化 の 異な る 二 人 が 文化 の 違い を 乗り 越え て 、 適 
応 し て いく 様子 は まさ に 異 文化 適応 の プロ セス その も の で ある で し ょ う 。 

現在 日 本 で 学ぶ 留学 生 で あれ ば 、 自 分 が どの ステ ー ジ に いる の か 考え る 
こと は 重要 で す 。 も し 、 不 安 や いら いら 、 焦 爆 感 な ど が 出 て いる よう で あ 
れ ば 、 カ ルチャ ー シ ョ ッ ク の ステ ー ジ に いる と 言え ます 。 カ ルチャ ー シ ョ ッ 
ク は 誰 も が 経験 する 異 文化 適応 の プロ セス で す の で 、 あ せら ず 深 刻 に 考え 
すぎ な いよ うに する こと が 重要 で す 。 
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第 4 意 異 文化 適応 


a 衣 衝 加 間 自 


私 の 異 文化 適応 


私 の 人 生 の 中 で 最初 の 大 き な 転 機 は 、 山 梨 の 高 
校 を 卒業 し て 、 東 京 で の 一 人 暮らし を 始め た 時 で 
す 。 東京 の よう な 大 都会 は 、 小 学校 の 修学 旅行 以来 、 
行っ た こと は あり ませ ん で し た 。 東 京 に ある 大 学 
を 受験 する た め に 、 甲 府 駅 か ら 中 央 線 に 乗り 、 新 宿 に 向かっ た の は 忘れ も し な 
い 、1973 年 2 月 の こと で し た 。 終 点 の 新宿 が 近づい て くる と 、 大 き な ビ ル が 
増え て きま す 。 自然 に 囲ま れ た 故郷 の 景色 と は まっ た く 異 な る 都会 の 風景 を 期 
待 と 不安 が 交錯 し た 複雑 な 思い で 眺め て いま し た 。 

東京 で 暮らし 始め て まず 困っ た の は 、 皿 州 弁 が 使え な いと いう こと で し た 。 
何気なく 、、「 も ふっ と こっ ち へ こう し 」 と 言っ た と ころ 、 相 手 は ポカ ー ン と し て 
いま す 。「 こ うし 」 は 共通 語 で は 「 来 て よ 」 に な り ま す 。「 も っ と こっ ち に 来 て 
よ 」 と 言っ た の で す が 、 相 手 に まっ た く 通 じ ま せ ん で し た 。 

山梨 の 言葉 は アク セン ト は 共通 語 と ほとん ど 変 わら な い の で 、 方 言 さえ 使わ 
な けれ ば 、 東 京 の 人 の よう に 話 を する こと が で きま す 。 し か し 、 そ う は 言っ て 
も 、 子供 の 頃 か ら 使 い 続 け て いる 方 言 で す 。 何 気 な く 、 ポ ロッ と 出 て し まう ん 
で すね 。 最初 の 頃 は 、 い つも 使っ て いる 表現 が 使え な いこ と に 、 ス トレ ス を 感 
じ ま し た 。 

そう いえ ば 、 甲 府 に 住ん で いた 頃 、 他 県 か ら 来 た 人 が 甲州 弁 は まる で けん か 
を し て いる みた い だ と 言っ て いる の を 聞い た こと が あり ます 。 言 われ て みれ ば 、 
男性 は 「 お い 、 お まん と う 、 な に し て る だ ? 」「 ほ ー け 、 ほ ん な こん 、 し て る だ か 」 
「 お まん 、 ど この ぼ こ だ 、 ち ょ び ち ょ び し ち ょ 」「 だ っ ちゃ も ね え こ ん 、 い っ ちょ 
し 」 な ど 、 荒 っ ぽい 言葉 を か な り 語 気 強め に し ゃ べ っ て いま す 。 共通 語 に 直す 
と 、「 お い 、 君 た ち 、 何 を し て いる の 」「 そ うな ん だ 、 そ ん な こと を し て いる の 
か 」「 君 は どこ の 子供 だ い ? お と な し くし て いな さい 」「 く だ ら な いこ と は 言わ 
な いで 」 と な り ま す 。 私 の 両親 の 実家 は 静岡 県 に あっ た の で 、 子供 の 頃 よく 静 
岡 に 行き まし た が 、 静岡 の 人 の 言葉 を 聞く と 、 と て も の ん びり と 優し く 聞 こえ ぇ 、 
人 の よさ が 言葉 に 表れ て いる よう で し た 。 


el 
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支 娘娘 凛 

私 の 子供 時 代 は 1960 て 70 年 代 の 高度 成長 時 代 の 真っ た だ 中 に あり まし た 。 
韻 ら し が 目 に 見 えて どん どん よく な っ て いっ た 時 代 で す 。 電 話 、 テ レビ 、 洗 濯 
機 、 冷 蔵 庫 、 掃 除 機 、 自 動車 、 給 湯 器 、 エ アコ ン な どの 普及 が 進み 、 そ れ ま で 
自分 の 家 に な か っ た 製品 が 次 々 と 購入 され て いき まし た 。 そ ん な 高度 成長 時 代 
が 一 段落 し た 頃 に 、 東 京 の 大 学 に 進学 し た の で す 。 

東京 に 出 て 、 初 め て 食べ た り 、 飲 ん だ り し た も の も 多く あり まし た 。 ピ ザ や 
ハン バー ガー な ど は 、 東 京 で 初め て 食べ まし た 。 銀 座 に マク ドナ ルド 1 号 店 が 
出店 し た の は 東京 に 出 て くる 1 年 前 の こと で し た 。 コ ン ビ ニ の セ プ ン イレ プン 
が 開店 し て 、 話題 と な っ て いた の も この 頃 で す 。 

コー ヒー は 、 東 京 で 初め て 飲み まし た 。 田 舎 者 の 私 は お 茶 を 飲 せ よう に コー 
ヒー を すす っ て いる と 、 東 京 の 友達 か ら 、「 コ ー ヒ ー は すす る も ん じゃ な いよ 」 
と 笑わ れ 、 恥 ず か し い 思 い を し まし た 。 今 また ブー ム に な っ て いる ウイ スキ ー 
の 炭酸 割り (ハイ ボー ル ) を 初め て 飲ん で 、 ち ょ っ ぴり 大 人 の 気分 に な っ た り 
も し まし た 。 長 半 に サン グラ ス を か け 、 当 時 は や り の ディ スコ ( 今 で いう クラ ブ ) 
に 通っ た り し た の も 大 学 時 代 で す 。 今 で は 考え られ ませ ん が 、 三 量 一 問 や 四 明 
半 の アパ ー ト に 住ん で いる 学生 が 多く 、 風 呂 は 銭湯 が 当たり 前 の 時 代 で し た 。 

東京 に 着い た ば か り の 頃 は 、 東 京 の 人 の 歩く 束 さ に 驚い た り 、 街 頭 で 声 を か 
けら れ 、 英 語 の 教材 や や 映画 の 年 間 チ ケッ ト を 買わ され そう に な っ た り 、 不 動産 
屋 に だ まさ れ て 、 お 金 を 取ら れ た り し た こと も あり ます 。 駅 の 売店 で 新聞 を 買 
お うと 、 広 げ て 見 て いる と 、 新 聞 は 立ち 読み で き な い と 怒ら れ た り も し まし た 。 

大 き な 挫 折 を 味わっ た の も この 時 代 で す 。 浪 人 を し て まで 合格 を めざし た 志 
望 校 に 落ち た 時 の ショ ッ ク は し ば らく 続き まし た 。 そ の 後 、 大 学 の サー クル 活 
動 (マジ ッ ク ク ラブ ) に 熱中 する こと で 、 カ ルチャ ー シ ョ ッ ク を 抜け 出し 、 最 
後 は 充実 し た 大 学生 活 で あっ た と 思え る よう に な り ま し た 。 

今 か ら 思 えば 、 ま る で 異国 で 暮らす か の よう な 大 き な 変 化 を 経験 し た の が 、 
東京 で の 学生 時 代 で し た 。 人 生 は 大 な り 小 な り 、 異 文化 適応 の 繰り 返し で す 。 
だ か ら こ そ 、 異 文化 と 上 手 に 付き 合っ て いく こと が 、 そ の 人 の 人 生 が 充実 し た 
も の に な る か どう か に 大 きく か か わっ て くる の で す 。 
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バーン ガ (Barnga) 


バー ン ガ を 一 言 で 説明 する と 、 グ ルー プ に 分 か れ て トラ ンプ ゲー ム を や りな 
が ら 、 異 文化 で 生じ る 様々 な 皿 肉 (あつ れき ) や 混乱 を 擬似 体験 する と いう も 
の で す 。 ゲ ー ム の 勝ち 負け に よっ て 、 勝 者 と 敗者 に 分 か れ 、 グ ルー プ 間 を 移動 
する こと で 異 文化 を 体験 し ます 。 以 下 、 筆 者 が 実際 に 行っ て いる バー ン ガ の 手 
順 を 簡単 に 紹介 し ます 。 


1 ) グル ー プ 分 け 

参加 人 数 に よっ て グル ー プ 数 は 異な り ま す が 、 1 グルー プ 4 て 6 人 ぐら いで 
行い ます 。 こ こ で は 20 人 の 参加 者 で 5 グル ー プ 作る こと に し ます 。 グ ルー プ 
分 け は 、 最 初 に 座っ た グル ー プ の まま で 始め る か 、 く じ 引 き な ど で 決め ます 。 
全員 が 1 て 5 テー ブル まで の どこ か に 着席 し ます 。 


2) ゲー ム 全 体 の 説明 

それ ぞ れ の テー ブル が 決ま っ た ら 、 フ ァ シ リ テ ー タ ー か ら ゲ ー ム に つい て の 
説明 が あり ます 。 ゲ ー ム 全体 で 4 ラウ ンド が あり 、 そ れ ぞ れ の ラウ ンド は 10 
分 問 で 、 そ の 間 、 複 数 回 の ゲー ム を 行い ます 。 こ の ゲー ム は 「 戦 争 」 と いう ト 
ラン プ ゲ ー ム に 似 て いて 、 最 も 強い カー ド を 出し た プレ ー ヤ ー が 場 札 を すべ て 
取る こと が で きま す 。 ラ ウン ド が 終了 する と 、 そ の ラウ ンド で 一 番 多く の 枚数 
を 獲得 し た 人 が 勝者 と な り 、 現 在 の テー ブル より 1 つ 高 い テ ー ブ ル へ 移り ます 。 
その ラウ ンド で 獲得 し た 枚数 が 一 番 少 な か っ た 人 は 敗者 と な り 、 現 在 の テー ブ 
ル よ り 1 つ 低 い テ ー ブ ル ^ ム 移動 し ます 。 こ れ を 4 ラウ ンド 繰り 返し ます 。 


3) ルー ル の 説明 

ゲー ム 全 体 の 説明 が 終わ っ た ら 、 ト ラン プ ゲ ー ム の ルー ル を 書い た 紙 が 全員 
に 配ら れ ま す 。 フ ァ シ リ テ ー タ ー か ら 、 こ れ か ら 参 加 者 は 話 を し て は いけ な い 
こと 、 ル ー ル に 関す る 質問 は 一 切 受 け 付 け な い こと が 伝え られ ます 。 ジ ェ ス 
チャ ー と 絵 を 描く こと だ け は OK で す が 、 字 を 書い て は いけ ませ ん 。 参 加 者 は 
ルー ル の 書か れ た 紙 を 読ん で か ら 、5 分 間 練 習 し ます 。 練 習 が 終わ っ た 時 点 で 、 
ルー ル の 書か れ た 紙 は 回 収 さ れ ま す 。 


第 5 意 シミ ュ レ ーション 


4) ゲー ム 開 始 

第 1 ラウ ンド を 始め ます 。 10 分 問 で で きる だ け 多 く の ゲ ー ム を し ます 。 ゲー 
ム ご と に 自分 の 獲得 し た カー ド の 枚数 を 記録 用 紙 に 記入 し ます 。「 終 了 」 と い 
う 合図 が あっ た ら 、 ゲ ー ム を や め 、 そ れ ま で に 狂 得 し た カー ド 枚 数 を 記録 用 紙 
で 確認 し ます 。 そ の ラウ ンド の 勝者 と 敗者 は それ ぞ れ テー ブル を 移動 し ます 。 
勝者 と 敗者 が テー ブル を 移動 し た らち 、 す ぐに 第 2 ラウ ンド を 開始 し ます 。 同 欄 
に し て 、 第 4 ラウ ンド まで ゲー ム を 行い ます 。 


5) 話し 合い (ディ ブリ ー フ ィング ) 

ゲー ム が 終了 し た ら 、 参 加 者 全員 が 輪 に な っ て 座り 、 ゲ ー ム に つい て 感じ た 
こと 、 ゲーム か ら 気 づい た こと 、 学ん だ こと な ど を 自由 に 話し 合い ます 。 最 後に 、 
ファ シリ テー ター が まとめ の コメ ント を し 、 シ ミュ レー ショ ン を 終わ り ま す 。 


シミ ュ レ ーション の 意義 


シミ ュ レ ーション (simulation) の 意義 は 、 異 文化 接触 に お いて 生じ る 認知 
面 、 感情 面 、 行動 面 の 変化 を 擬似 体験 する こと に あり ます 。 異 文化 コミ ュ ニ ケー 
ショ ン の 実践 的 な 訓練 の 中 で も 、 最 も 刺激 的 で 効果 的 な トレ ー ニ ング 方 法 の 一 
つ で ある と 言わ れ て いま す 。 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 分 野 で は 、 様 々 な シ 
ミュ レー ショ ン が 考案 され て いま す が 、 そ の 中 で も バーン ガ は 手軽 に 実施 で き 
る こと か ら 人 気 の 高い ぃ 異 文化 トレ ー ニ ング で す 。 

シミ ュ レ ーション は 、 異 文化 と の 接触 に お いて 感じ る 違和感 、 ス トレ ス を 擬 
似 体験 で きる こと か ら 、 国 際 的 な 分 野 で 活躍 する 人 材 育成 や 留学 予定 の 学生 、 
留学 生 な どの 教育 に 活用 され て いま す 。 

シミ ュ レ ーション で 重要 視 さ れる も の に 、 ディ プリ ー フ ィング (debriefing) 
と 呼ば れる ゲー ム 終 了 後 の 参加 者 に よる 意見 交換 が あり ます 。 こ れ は 、 シ ミュ 
レー ショ ン の 体験 を 通し て 何 を 感じ た か 、 そ こ か ら 何 を 学び 、 ど の よう に 自分 
の 生活 に 生か す の か 、 デ ィ ス カッ ショ ン を 通し て 、 参 加 者 同士 の 気づき を 共有 
する セッ ショ ン で す 。 実施 後 、 参 加 者 は 気づい た こと や 学ん だ こと を も う 一 度 
振り 返り 、 感 想 文 に まとめ る と 、 よ り 実 践 的 な 効果 が 高まり ます 。 
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[パー ン ガ | を 体験 する に は 3 


「 バ パーン ガ 」 は 、 数 ある シミ ュ レ ーション ・ ゲ ー ム の 5 
中 で も 比較 的 剛 音 に で きる こと か ら 、 嘩 文化 教 育 で は 
非常 に 人 気 の 高 い ト レー ニン グ と な っ て いま す 。 

バー ン ガ (Barnga) は 1980 年 に 異 文化 間 に お ける 皿 力 (あつ れき ) 
を 擬似 体験 する シミ ュ レ ーション と し て 、 西 アフ リカ の 町 、 バ パーン ガ で の 
体験 を も と に Sivasailam Thiagarajan に よっ て 考案 され まし た 。 当 初 オ 
リ ジ ナ ル 版 は 未刊 行 で し た が 、1990 年 に 47VC4:4 Simulation Game 
on Cultural Clashes と し て Imtercultural Press か ら 出版 され 、 世 界 中 に 
普及 し まし た 。 そ の 後 、2006 年 に は バー ン ガ 誕生 25 周年 を 記念 し て 、 
最新 の バー ジョ ン が 発表 され て いま す 。 こ の バー ジョ ン で は 、 グ ルー プ の 
人 数 を 4 人 に 固定 し 、2 人 ずつ の ペア で ゲー ム を 戦う こと で 、 仲 間 意 識 に 
よる 新た な 皿 肉 を 加え て いま す 。 

筆者 は この 新しい パー ジョ ン を 試し まし た が 、 古 い バ パー ジョ ン の ほう が 
や りや すい と 感じ まし た 。 し た が っ て 、 本 書 で は 新しい バー ジョ ン で は な 
く 、 そ れ 以 前 の や り 方 を 紹介 し て いま す 。 な お 、 新 し い ぃ バー ジョ ン を 説明 
し た 書籍 は イン ター ネッ ト を 通じ て 簡単 に 購入 する こと が で きま す が 、 残 
念 な が ら 、 日 本 語 訳 は 出 て いま せん 。 こ の 本 に は 、 ゲ ー ム を 説明 する ルー 
ル 用 紙 や ゲー ム 中 に 参加 者 に 指示 する 案内 表示 な ど が 英語 、 フ ラン ス 語 、 
ドイ ツ 語 、 ス ペイ ン 語 で 収録 され て いま す 。 

バー ン ガ は 、 自 治 体 の 国際 交流 協会 や 市 民 学習 セン ター、 国 際 交 流 を 推 
進 す る NPO 団体 な ど で し ば し ば 行わ れる こと が ある の で 、 そ の よう な か 機 
会 に 参加 する こと を お 勧め し ます 。 体験 だ け で な く 実 際 に 授業 や 研修 会 な 
ど で や っ て みた いと いう 人 は 少な く て も 1 回 以上 バー ン ガ を 経験 し 、 そ の 
上 で 、 フ ァ シ リ テ ー タ ー の アシ スタ ント を する と 、 ど の よう に 進め た らい 
い の か が よく わか り ま す 。 

また 、 鎌 田 修 ・ 川 口 義一 ・ 鈴 木 睦 (編著 )『 日 本 語 教授 法 リ ワー クシ ョ ッ 
プ 増補 版 』(2007) の 中 で も 詳し く 紹 介さ れ 、DVD (同じ く 鎌 田 修 ・ 川 品 
義一 ・ 鈴 木 睦 (編著 )『 日 本 語 教授 法 ワ ー ク ショ ッ プ DVD』(2006)) も 販 
売 さ れ て いる の で 、 そ ちら も 参考 に する と いい で し ょ 3 う 。 
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第 5 章 シミ ュ レ ーション 


ー|*le ょ ll 上 ほ 較 | 


アメ リカ と いう 異 文化 


アメ リカ で の 生活 を 始め て 、 最 初 に 戸惑っ た の は 本 場 の 
英語 で す 。 挨 拶 で は 皆 、「 ハ ウイ ドゥ ー イ ング “How are 
you doing?"」 と 言っ て きま す 。 誰 も “How are you?” と 
は 聞い て くれ ませ ん 。 英語 の 先生 が 言う 「 ア ッ ラ ンタ 」 が 
まっ た くわ か ら ず 、 隣 の ジョ ー ジ ア 州 の 州都 「 ア トラ ンタ 」 で ある こと に 気 づ 
いた の は 、 だ いぶ あと に な っ て か ら の こと で し た 。 

アメ リカ 人 の 学生 は 、 あ いづ ち に “Really?” を 連発 し ます が 、 こ の 単語 に 
は 日 本 人 の 苦手 な r+ と 1 の 発音 が 含ま れ て いま す 。 私 も 真似 を し て 言っ て みる 
と 、 ア メリ カ 人 は け げ ん な 顔 を する だ け で す 。 今 か ら 思 うと 、 た ぶん 、「 ゆ り 
の 花 “ily"」 に 聞こ えた の で し ょ う 。 ア メリ カ 人 と の 会 話 で は 、「 プ リ な ん と か 」 
と いう 言い 方 も 気 に な り ま し た 。 ど う や ら 、 こ の 「 プ リ な ん と か 」 は 強調 する 
言葉 と し て 使わ れ て いる よう で す が 、 辞 書 に は 載っ て いま せん 。 こ れ も あ と に 
な っ て 、“pretty"” で ある こと が 判明 し まし た 。 ま さか 「 か わい い 」 と いう 形 
容 詞 が 強調 に 使わ れる と は 思っ て も み ま せ ん で し た 。 そ の 他 に も 、“water” は 
「 ウ ォ ラ 」、“]ittle" は 「 リ ル 」 に 聞こ えま す 。 

聞く だ け で は な く 、 自 分 の 発音 が 通じ な い の に も 困り まし た 。 英 語 の クラ ス 
で 、「 ガ ー ル フレ ンド “girlfriend” 」 と 言っ て も まっ た く 通 じ ず 、「 ガ バ メ ント 
か ? “government?"」 と 聞か れ た 時 に は ショ ッ ク を 超え て 、 笑 っ て し まい ま 
し た 。 舌 を 巻い て 発音 する la] が 発音 で き な か っ た か ら で す 。 極 め つ け は 、 
スー パー で ティ ッシュ ペー パー を 探し て いた 時 の こと で す 。“Tissue Paper" 
を 探し て いる と 言う と 、 親 切な 年 配 の 店 員 さ ん が スー パー 中 を 探し まわ っ て 
持っ て き て くれ た の は 、 和 紙 の よう な 繊維 質 の 紙 で し た 。 最 後に 私 の 意味 する 
物 が わか っ た 時 、“Oh, that' s Kleenex!” と 叫び まし た 。 ア メリ カ で は 「 ク リ 
ネッ クス 」 と いう 商標 名 で 一 般 的 に 呼ば て て いた ん で す 。 

人 支 支 

アメ リカ で 異 文化 を 強く 感じ た の は 、 ホーム ステ イ を 始め て すぐ の 頃 で し た 。 

その 家 の 主 人 は クレ ア と いう 年 配 の 女性 で し た 。 あ と で クレ ア が 話し て くれ た 
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の で す が 、 ご 主人 は 大 学 の 先生 を し て いて 、 教 え 子 の 若い 女子 学生 と 恋 に 落ち 、 
家族 を 捨て て どこ か に 行っ て し まっ た と いう こと で し た 。 隣 の 家 も 母子 家庭 な 
の で 、 聞 いて みる と 、 そ の 家 の ご 主人 も 蒸発 し て し まい 、 ど こ に いる の か わか 
ら な いと いう こと で し た 。 

さら に 、 私 の ホー ムステイ の 家 に は 、 私 以外 に 30 代 の アメ リカ 人 女性 と 5 
才 に な る 韓国 系 の 女の子 が 住ん で いま し た 。 こ の 女性 の も と に 週末 に な る と 、 
年 配 の アメ リカ 人 男性 が 必ず 会 い に や っ て くる の で す 。 実は 、 こ の アメ リカ 人 
男性 に は 家族 が いて 、 家 も あり 、 つ まり 、 こ の 女性 と は 不倫 関係 に あっ た の で 
す 。 そ ん な 関係 で あり な が ら 、 平 然 と 週末 に は 私 た ちの 家 に 現れ 、 ク レア や 私 
と も 談笑 を し 、 帰 っ て いく の で す 。 ク レア も その こと に つい て と や か く 言 うこ 
と は あり ませ ん で し た 。 

アメ リカ の 片田 舎 で 見 た 中 流 白人 家庭 の 様子 は 、 私 に と っ て ショ ッ キ ング な 
も の で し た 。 そ の 当時 の 日 本 で は 当たり 前 の 一 家 団 穫 (だ ん らん ) の 光景 が ア 
メリ カ で は 崩壊 し て いた の で す 。 最近 の 統計 に よる と 、 ア メリ カ 人 の 90% が 
結婚 し 、 そ の 半数 が 離婚 、 そ の 離婚 し た 人 の 75% が 再婚 し 、 今 度 は その 再婚 
し た 人 の 60% が 破たん する そう で す 。 私 の 大 学 の アメ リカ 人 留学 生 に 家族 に 
つい て の 作文 を 書か せる と 、 義 理 の 父 や 義理 の 兄弟 と 一 緒 に 暮らし て いる 、 休 
み に は (本 当 の ) 父 の 家 に 行く 、 な どの 記述 が よく 見 られ ます 。 そ こ か ら ア メ 
リカ の 複雑 な 家庭 環境 を 垣間見 る こと が で きま す 。 

筆者 の 大 学 で は 毎年 多く の 日 本 人 学生 を アメ リカ に 派遣 し て いま す が 、 そ の 
多く が 現地 で の ホー ムステイ を 希望 し ます 。 私 は オリ エン テー ショ ン で ホー ム 
ステ イ と いっ て も 夫婦 が 二 人 と も そろ っ て いる わけ で は な いこ と を 必ず 伝え る 
よう に し て いま す 。 そ うし な いと 、 学 生 は アメ リカ の ホー ム ド ラ マ に 出 て くる 
理想 的 な アメ リカ 人 家庭 を 想像 し 、 現 地 で その 現実 と の 落差 に 大 き な シ ョ ッ ク 
を 受け て し まう か ら で す 。 

豊か で 陽気 な 国 ア メリ カ に は 、 こ ん な 現実 も 存在 し て いる の で す 。 今や 日 本 
の 離婚 率 も 30% を 超え て いま す 。 近 い 将 来 、 日 本 の 家庭 も アメ リカ の よう な 
複雑 な 関係 に な っ て し まう の で し ょ うか 。 そ うな ら な いた め に も 、 異 文化 理解 
の 正しい 知識 を も つこ と が 、 私 た ちの 日 々 の 人 間 関 係 に と っ て 大 切 で ある と 痛 
感 し ます 。 
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た 


異 
りす る わけ で は な 


異 文化 理解 の 第 一 歩 は 、 
な る 文化 の 存在 に 気づく こと 
「 環 境 」 と い 
ら 生 じ る 文化 
人 は | 
物事 を 見 


に 


[1 


「 視 点 」 


3 つの 要素 か 
に 挑戦 し 、 異 文化 へ の 感受 性 


を 高め ます 。 


り 、 考え た 
、 いこ と を 確認 し ます 。 そ の 上 


、 で 、 発 想 の 転換 を 促す クイ ズ 


行動 」 


か ら 始 まり ます 。 こ の 章 で は 、 
う 


の 違い に 焦点 を 当て 、 
) で も 同じ よう 


~ ト 4 


人 人 0 人 人 自生 つ リ イ イ 


人 


* 


回 還 主力 硬 司 皿 回 画 画 国 国 還 還 国 国 還 昌 、|」 四 Li 
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争 行動 に よる 文化 の 違い 


私 た ち が 普 段 何 気 な 、 く や っ て いる こと は 私 た ちの 文化 の 中 で 習慣 化 さ れ た こ 
と が 多い と 言え ます 。 こ の よう な 無意識 の 行動 は その 国 の 人 に と っ て は あま り 
に 当たり 前 すぎ て 、 気 に 留め る こと すら あり ませ ん 。 し か し 、 そ の よう な ふる 
まい が 外国 人 を 悩ま せる 原因 と な る こと が あり ます 。 次 の 事例 は 日 本 で 実際 に 
起こ っ た こと に 基づい て 作ら れ た 話 で す 。 こ の 話 の 背景 に は どの よう な 行動 の 
違い が ある の か 、 ど うし て 日 本 人 は その よう な 態度 を 取る の か 、 考 えて みて く 
だ さい 。 


《 事 例 1》 

アジ ア か ら の 留学 生 の ムラ ク さ ん は 、 こ の 間 初 め て クラ ス メ ー ト の 山田 さん 
た ちと カラ オケ に 行き まし た 。 普 段 は 授業 が 一 緒 で も ほとん ど 話 を し た こと が 
あり ませ ん が 、 こ の 日 は お 漂 を 飲み な が ら 話 が は ずみ 、 山 田 さ ん と と て も 親 し 
く な り ま し た 。 と ころ が 、 翌 日 学校 で 山田 さん に 会 うと 、 昨 日 の 親 し さ は うそ 
の よう に 、 何 か よそ よそ し い の で す 。 ま る で 自分 の こと を 避け て いる よう で す 。 
ムラ ク さ ん は 、 自 分 が 何 か 悪 いこ と を し た の で は な いか と 、 心 配 に し な り ま し た 。 


日 本 で 暮らす 外国 人 が 日 本 人 と の 交流 に お いて 感じ る 違和感 が 文化 の 違 
い に 起 因 し て いる と 明白 に 気づい て いる 人 は 意外 と 少な いも の で す 。 日 常 
生活 に お ける 「 見 えな い 文化 」 に 気づく こと が 、 異 文化 を 理解 する た め に 
は 必要 で す 。 

この 事例 で は 、 日 本 人 が 普段 何気なく し て いる 行動 が 実は 日 本 人 特有 の 
ふる まい で あり 、 そ れ が 外国 人 を 当惑 させ て いる 原因 と な っ て いま す 。 外 
国人 の 戸惑い を 通し て 初め て 知る こと が で きる 日 本 人 の 習慣 で ある と 言え 
ます 。 筆 者 も 中 国人 や 韓国 人 の 留学 生か ら 同 様 の 相談 を 受け て 、 初 め て 気 
が つい た ほど で す 。 

この よう な 事例 を 通し て 、 日 本 人 の 日 常 的 な ふる まい の 中 に 日 本 特有 の 
文化 が 潜ん で いる こと を 確認 する こと が で きる で し ょ う 。 0 
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第 6 章 違い に 気づく 


二 視点 に よる 文化 の 違い 


視点 が 異な る と 、 同 じ も の を 見 て も 人 違っ た も の に 見 える こと が あり ます 。 個 
人 に よっ て 異な る 場合 も あれ ば 、 文 化 に よっ て 異な る 場合 も ちり ます 。 た と え 
ば 、 1 ) の 絵 に 描か われ て いる の は 、 若 い 女 性 で し ょ うか 、 老 波 で し ょ うか 。 ま た 、 
2 ) に 描か れ た も の は 、 何 に 見 える で し ょ うか 。 


解説 

1) は 1888 年 に ドイ ツ で 発表 され た 「 婦 人 と 老婆 」 と いう 有名 な 絵 で す が 、 
原作 は 作者 不詳 と 言わ れ て いま す 。 向 こう 側 を 向い て いる 若い 女性 と 左 を 向 
いて いる 老婆 の 姿 が 見 えま す 。 初 め て 見 る 人 に は 、 ど ちら か の 姿 が 見 える は 
ず で す 。 有 名 な 絵 な の で 、 見 た こと の ある 人 も 多い と 思い ます 。 そ の よう な 
人 に は 両方 の 姿 が わか り ま す 。 筆 者 の 経験 で は 、 初 め て この 絵 を 見 る 人 の 多 
くに は 若い 女性 が 見 える よう で す 。 

2) は ルビ ン と いう 人 が 1915 年 頃 に 考案 し た も の で 、「 ル ビン の 環 」 と 呼ば 
れ ま す 。 私 た ち が 何 か を 認識 する 場合 、 認 知 言語 学 で は 、 際 立つ 部 分 を 図 
(フィ ギュ ア ) と 呼び 、 際 立た な い 部 分 を 地 (グラ ウン ド ) と 呼び ます 。 通 
常 の 見 方 で は 黒い 吉 が 図 と な り 、 白 い バ ッ ク が 地 と な り ま す が 、 反 対 に する 
と 、2 人 の 人 物 の 横顔 が 浮か び 上 が っ て きま す 。 こ の よう に 、 同 じ 絵 で あり 
な が ら 、 視 点 を 変え る こと で 、 見 える も の が 異な っ て くる わけ で す 。 
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あな た に は 、 前 ペー ジ の 絵 の 中 に 存在 する 2 つの 異な る も の が 見 えた で し ょ 
うか 。 こ の よう に 視点 を 変え る だ け で 、 絵 に 対す る 印象 は まっ た く 別 の も の に 
な っ て し まい ます 。 次 に 紹介 する 事例 も 実話 で す が 、 視 点 の 違い が 関係 し て い ぃ 
ます 。 い っ た い 何 が 原因 で 対立 が 起き た の で し ょ うか 。 


《 事 例 2》 

英語 教育 が 盛ん な 日 本 の ある 小学 校 で の 話 で す 。 そ の 小学 校 に は ネイ ティ ブ 
の 英語 教師 が た くさ ん いま す 。 あ る 日 、 発 表 会 の 飾り つけ で 、 日 本 人 教師 と の 
間 に 深 刻 な 対立 が 起き まし た 。 そ れ は 、 校 舎 の 入り 口 正面 に 飾り つけ る こと に 
な っ た 大 き な 「 太 陽 の 絵 」 に つい て で す 。 さ て 、 ど の よう な 問題 が 起き た の で 
し ょ うか 。 


この 問題 も 日 本 社会 だ け に いる と 決し て 気づか な い 文 化 的 な 相違 が 原因 と 
な っ て いま す 。「 太 陽 」 と いう 毎日 見 て いる 身近 な も の が 異な っ て 見 える と 
は 誰 も 想像 し な いで し ょ う 。 も し 皆さん の 周り に 欧米 人 が いた ら 、 実 際 に 太 
陽 を 色鉛筆 を 使っ て 描い て も ら う と いい で し ょ う 。 日 本 人 の 描く 太陽 と どこ 
が 違っ て いる で し ょ うか 。 

文化 に よる 認識 の 違い に 気づか ず に 、 両 者 と も 自分 の 考え が 正しい と 主張 
し て いる と 対立 は より 深まっ て し まい ます 。 し か し 、 文 化 に よっ て 認識 の 異 
な る こと が わか れ ば 、 解 決 の 糸口 も 見 えて くる は ず で す 。 


環境 に よる 文化 の 違い 
人 の 価値 観 は その 人 が 暮らす 環境 に 大 きく 左右 され ます 。 環境 が 変わ る こと 


で 、 同 じゃ の で も 異な っ た 認識 が な され る こと が あり ます 。 次 の 2 例 は 周囲 の 
環境 に よっ て 視覚 が 影響 を 受け る 例 で す 。 
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1 ) 次 の A と B の 中 心 の 線 を 比べ て くだ さい 。 ど ちら が 長く 見 えま すか 。 


A B 


ーー 


2) A と B の 中 心 に ある 円 は 、 ど ちら が 


大 きく 見 える で し ょ うか 。 () 
> 
oo O8O 


問題 と し て 出さ れ た 例 は 錯視 (視覚 に 関す る 錯覚 ) と 呼ば れ 、 多 く の 種 類 が 
あり ます 。 人 間 の 視覚 に よる 認識 は 周り の 環境 に よっ て 、 簡 単に 変わ っ て し ま 
うこ と を 確認 する こと が で きま す 。 


1 ) の 例 は 、 姿 勢 よ く 胸 を 張っ て 歩く 人 と 猫背 で うつ むい て 歩く 人 で は 同じ 身 
長 で も ずい ぶん と 異な っ て 見 える の と 似 て いま す 。 ま た 、 フ ァ ッ ショ ン で も 、 
ハイ ウエ スト の スカ ー ト や パン ツ 、 そ れ に 、 ブ ー ツ カッ ト パ ン ツ な ど が 脚 を 
長く 見 せる た め に この 原理 を 応用 し て いる と 言わ れ て いま す 。 

2) の 例 は 、 バ スケ ッ ト ボ ー ル プレ ー ヤ ー と し て は 小柄 な 選手 (身長 180 セ 
ンチ ) で も 、 日 本 人 の 中 に 入れ ば 非常 に 大 きい と いう の と 同じ 理屈 に な り ま 
す 。 ま た 、 太 っ た 女性 が 多い アメ リカ で は 、 ぽ っ ちゃ り 系 の 日 本 人 女性 で も 
細い 女性 と し て 見 られ ます し 、 日 本 の 女子 大 生 は 、 欧 米 で は 高校 生 や 中 学生 
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に 間違え られ た りす る こと が あり ます 。 反 対 に 、 ア メリ カ で は 細く て 頼り な 
いと 思わ れ て いる 男性 が 、 日 本 で は スタ イル が よく カッ コ い いと 思わ れる な 
ど 、 環 境 が 変わ る こと で 周り の 評価 や 認識 が 大 きく 異な り ま す 。 


それ で は 、 環 境 に よる 異な る 認識 が 問題 と な っ た 事例 を 見 て み ま し ょ う 。 こ 
こ に 紹介 する 事例 も 実話 で す 。 日 本 と イン ド ネ シア の 環境 の 相 名 が この よう な 
行き 違い を 生ん で いま す 7?!。 事 例 を 読ん で 、 そ の 背景 を 考え て み ま し ょ う 。 


《 事 例 3》 

イン ド ネ シア に 進出 し た 大 手 の 部 品 メ ー カ ー は 工場 内 の 従業 員 か ら あ る ク 
レー ム を 受け 、 敬 きま し た 。 そ れ は 、 工 場内 の 照明 が 明る すぎ る の で 、 も っ と 
暗く し て ほし いと いう も の で し た 。 日 本 に も 同じ よう な 工場 が あり まし た が 、 
その よう な クレ ー ム を 受け た こと は 一 度 も あり ませ ん で し た 。 結 局 は 従業 員 の 
クレ ー ム を 受け 入れ 、 照 明 を 落と し て 暗く ぐし た と ころ 、 従 業 員 か ら 苦 情 が 出 な 
く な っ た そう で す 。 さて 、 こ の 問題 の 背景 に ある も の は いっ た い 何 で し ょ うか 。 


私 た ちの 文化 は 私 た ちの 住む 地域 の 風土 と 大 きく か か わっ て いま す 。 た 
と えば 、 寒 帯 、 温 淀 、 熱 帯 な どの 気候 の 違い に よっ て 、 日 照 時 間 、 四 季 の 
有無 、 温 度 や 湿度 、 雨 季 や 乾季 な どの 違い が あり 、 そ れ が 生活 と 密着 し て 
その 国 の 文化 を 形成 し て いま す 。 異 文化 理解 で は 私 た ち が 住む 環境 が 私 た 
ちの 認識 に 大 きく か か わっ て いる こと を 知る 必要 が あり ます 。 そ れ が 、 異 
文化 を 正しく 理解 する こと に つなが る わけ で す 。 

この 事例 で も 、 イ ンド ネシア の 気候 を 考え る 必要 が あり ます 。 日 本 と 比 
べ て どの よう な 違い が ある で し ょ うか 。 皆さん が イン ド ネ シア と 同じ よう 
な 気 師 の 中 で 生活 する と し た ら 、 ど の よう な 気持 ち に な る で し ょ うか 。 日 
本 と イン ド ネ シア の 気 侯 の 違い が 上 の 事例 に 見 る よう な 感覚 の 相違 を 生ん 
で いる の で す 。 
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第 6 章 違い に 気づく 
の 発想 の 転換 


この 意 で 紹介 し た 違い に 敏感 に な る た め に は 、 固 定 され た 考え 方 を 変え る 必 
要 が あり ます 。 頭 を 柔軟 に し て 、 様 々 な 捉え 方 が で きる よう に し な けれ ば な り 
ませ ん 。 和 常識 を 常識 と 決め つけ ず 、 非 常識 な こと で も 常識 か も し れ な いと 考え 
て みる 態度 が 必要 で す 。 それは 今 ま で の 思考 回 路 を 変え 0 る こと か ら 始 まり ま 
す 。 い わ ゆ る 発想 の 転換 が 異 文化 理解 に お いて は 重要 な 要素 と な る の で す 。 そ 
の た め の 訓 練 と し て クイ ズ を いく つか 用 意 し まし た 。 あ な た は 人 簡単 に 自分 の 常 
識 を 捨て る こと が で きる で し ょ うか 。 


⑤ 


1 ) 以下 の 数 式 を 見 て 、 最 後 の 数 式 の 答え を 言っ て くだ さい 。 


2 ) 次 の 絵 の 中 に 書か れ た 文字 は 何で し ょ うか 。 
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3 ) 四角 に 囲ま れ た 同じ 数 字 ( [と [1 [2] と [2 [3] と [3] ) を 線 で 結 
ん で くだ さい 。 た だ し 、 線 が 交差 し て は いけ ませ ん 。 ま た 、 線 は 枠 の 外 へ は み 
出し て も いけ ませ ん 。 


4 ) 以下 の ロー マ 字 は ある 順番 に 基づい て 並ん で いま す 。M に 続く ロー マ 字 
は 何で し ょ うか 。 


M T W T ES SM HVREE 


5 ) マッ チ 権 3 本 で 三角 形 が 1 つ 作っ て あり ます 。 あ と 3 本 付け 加え て 、 こ れ 
と 同じ 三角 形 を 合計 で 4 つ 作 っ て くだ さい 。 


ハ \+ 


いか が で し た で し ょ うか 。 す で ぐに 答え が 見 つか っ た で し ょ うか 。 こ こ で の 問 
題 は 発想 の 転換 を 促す た め に 用 意 さ れ た も の で あり 、 こ の 問題 が すぐ に 解け た 
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か ら と いっ て 、 必 ず し ゃ 異 文化 理解 が 進ん で いる と いう わけ で は あり ませ ん の 
で 、 く れ で ぐれ も 誤解 し な いで くだ さい 。 こ こ で の ポイ ント は 、 常 識 に と ら わ れ 
な い 和 柔軟 な 対応 が 異 文化 に お いて 重要 で ある と いう こと で す 。 


1) は シス テム を 見 つけ る 問題 で す 。 新 し い 文化 で は そこ で の 文化 の シス 
テム を 知る こと が 重要 で す 。 こ の シス テム が わか ら な いと 、 い つま で た っ 
て も その 文化 に 適応 する こと が で きま せん 。 数 字 を 数 える 基準 を いつ も 
と 違う 基準 に 変え て みれ ば 、 問 題 の 解答 は 簡単 に 出す こと が で きま す 。 
2) は 視点 の 問題 で す 。 白 い 部 分 で は な く 、 黒 い 部 分 を 際立た せる こと で 、 
英語 4 文字 が 浮か び 上 が っ て きま す 。 見 えな い 場 合 は 上 下 に 白い 紙 を あ 
て て みる と 見 え や すく な り ま す 。 

3) は 理論 と 実践 に 関す る 問題 で す 。 頭 で 考え る と な か な か で きま せん が 、 
実際 に や っ て みる と 、 意 外 と 簡単 に 答え が 見 つか り ま す 。 頭 で 考え て で 
き な い と 思っ て も 、 あ きら め な いこ と で す 。 

4) も シス テム の 問題 で す 。 そ れ ぞ れ の アル ファ ベッ ト は ある 単語 の 頭 文 
字 を 表し て いま す 。 順番 に 並ぶ 英 単語 を 想像 すれ ば 、 お の ず と 答え は 出 
て きま す 。 

5) これ は 次 元 の 転換 が 必要 な 問題 で す 。 私 た ち が 紙 の 上 で 考え る 次 元 を 

取り 払い 、 新 し い 次 元 で 考え れ ば 、 答 え が す ぐに 見 えて くる で し ょ う 。 
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シド ニー の 思い 出 


私 に と っ て 一 番長 てく 暮らし た 外国 は オー スト ラリ ア で す 。 

1 年 間 を シド ニー で 、 3 年 間 を 首都 の キャ ン ベ ペラ で 過ごし 
まし た 。 シ ドニ ー に 初め て 着い た 時 の 印象 は 小さ な 町 だ な 
あと いう も の で し た 。 シ ドニ ー は オー スト ラリ ア で 一 番 大 サ 
きい 都市 だ と 聞い て いま し た の で 、 私 の 感覚 で は 東京 の よう な イメ ー ジ を も っ 
て いた の で す 。 し か し 、 ダ ウン タウ ン エ リア は 1 時 間 以 内 で だ いた い 歩 いて 見 
られ る ほど の 距離 で す 。 東 京 で いえ ば 、 渋 谷 や 新宿 と いっ た 感じ で し ょ うか 。 
その 当時 の シド ニー の 人 口 は 320 万 人 程度 で 、 オ ー ス トラ リア の 全 人 口 で す 
ら 1500 万 人 で し た の で 、 地 下 鉄 も 数 本 し か な か っ た 町 並み に そん な 印象 を 
も っ た の で し ょ う 。( ち な み に 現 在 の シド ニー の 人 口 は 380 万 人 で 、 オ ー ス ト 
ラリ ア の 人 口 も 2100 万 人 に な っ て いま す 。) 

シド ニー は 海 に 囲ま れ た 明る い 町 で 、 ハ イド パー ク や パディントン 、 リ バ 
プー ル 通 りな ど 、 ロ ンド ン に 由来 する 地名 が 多く 見 られ ます 。 シ ドニ ー 港 は 世 
界 三 大 美 港 の 一 つ に 数 えら れる だ け に 、 シ ドニ ー 湾 か ら 見 る 町 並み の 美 し さ は 
特筆 に 値 し ます 。 海 岸 線 ぎり ぎり まで 立ち 並ぶ 住宅 を 木 や 緑 が お お っ て いる 風 
景 は 本 当 に すばらし いも の で す 。 シ ドニ ー 湾 の 入り ロ に ある サー キュ ラー キー 
の 近く に は 野外 レス トラ ン が 集まっ て いま す 。 そ こ か ら 、 シ ドニ ー の ラン ド マ ー 
ク で ある オペ ラ ハ ウ ス と ハー バー ブリ ッ ジ を 見 る こと が で きま す 。 夜 に な る と 
ライ ト ア ッ プ され る の で 、 こ の 夜景 を 眺め な が ら 味わう オー ジー ステ ー キ の お 
いし さ は 、 き っ と 一 生 忘 れる こと が で き な い で し ょ う 。 

オー スト ラリ ア は 英之 邦 王国 の 一 員 で あり 、 国 民 は アメ リカ より イギリス の 
ほう に 親近 感 を も っ て いる よう で す 。 オ ー ス トラ リア の 発音 は 、 も と も と ロン 
ドン の 下町 の 言葉 で ある コッ クニ ー ア クセ ント が も と に な っ て いる と 言わ れ ま 
す 。 コ ッ ク ニ ー ア クセ ント の 特徴 の 一 つ に 「 エ イ 」 の 発音 が 「 ア イ 」 に な る こ 
と が 挙げ られ ます 。 有 名 な 話 に 、 第 二 次 世界 大 戦中 に シン ガ ポ ー ル に や っ て き 
た オー スト ラリ ア 兵 士 が 、“1 came to die."”「 私 は 死ぬ た め に や っ て きた 」 と 
言っ て 、 周 囲 の 人 を 向 か せ た と いう 逸話 が あり ます 。“today” が オー スト ラリ 
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ア 式 の 発音 で は 「 ト ゥ ダイ 」 に な る わけ で す 。 実際 は 、“1 came today.”「 私 
は 今日 着い た 」 と 言っ た だ け な ん で すね 。 

反米 感情 の 強い 人 も 多く 、 ア メリ カ 式 の 発音 を する と 、 赴 朋 に 嫌 な 顔 を され 
ます 。 特 に 、r を 伸ばす 音 を アメ リカ 式 に 舌 を 巻い て 発音 する と 、「 お 前 は ど 
こ で 英語 を 習っ た ん だ ? その 発音 は アメ リカ 英語 だ ぞ 」 な ど と 必ず 注意 され 
ます 。 私 も 、 ビ ザ の 関係 で 入国 管理 事務 所 に 行っ た 時 、 事 務 官 の 質問 に 、“No, 
Ican't"”「 ノ ー アイ キャ ント 」 と 答え た と ころ 、「『 ノ ー アイ カー ント 』 
と 言い な さい 。『 イ エス 」 の 場合 に 『 イ エス アイ キャ ン 』 と 言う の で す 。」 と 、 
か な り 強 く 注意 を 受け まし た 。 ア メリ カ 英 語 の 発音 で は 、can も can't も 「 キ ャ 
ン 」 に 聞こ え 、 人 違い が ほとん ど わ か り ま せん が 、 イ ギリ ス 英 語 の 発音 で は 、 至 
定形 を 「 キ ャ ン 」、 否 定形 を 「 カ ー ン ト 」 と いう 言い 方 で 、 し っ か り と 区 別 を 
つけ て いる ん で すね 。 

支 凛 廊 次 

オー スト ラリ ア は 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら の 移民 が 多い 多 文 化 国家 で す 。 私 が 一 時 
期 住ん を で いた ラン ドウ ィ ッ ク と いう 地区 の 家 の 女 主人 も 東欧 出身 の ピア ノ の 先 
生 で し た 。 こ の 女性 は 私 の 名 前 を 正確 に 発音 で きま せん で し た 。 私 の 名 前 は 英 
語 で “Itsuo” と 書き ます が 、 こ の 女性 は 、“tsu” の 発音 が 難し いら し く 、「 イ ッ 
オ 」 で は な く 「 イ ッ チ ュ 」 に な っ て し まい ます 。 

ある 日 、 部 屋 で 勉強 し て いる と 、 こ の 女性 が 私 を 呼び まし た 。 何 の 用 か と 思い 、 
部 屋 に 行っ て みる と 、 私 を 呼ん だ 覚え は な いと 言い ます 。 た ぶん 私 の 空耳 だ ろ 
うと 思い 、 部 屋 に 戻っ て いる と 、 ま た 、 何 度 も 何 度 も 私 の 名 前 を 呼ぶ で は あり 
ませ ん か 。 私 は 再度 彼女 の 部 屋 に 行き 、“T'm sure you called me.” と 言い ま 
し た 。 彼女 は 、“No, I didn't call you.” と 答え た か と 思う と 、「 イ ッ チ ュ 、 イ ッ 
チュ 」 と くし ゃ み を し た の で す 。 そ う で す 、 こ の くし ゃ み の 音 と この 女性 が 呼 
私 の 名 前 と が まっ た く 同 じ 音 だ っ た の で す 。 欧 米 で は 日 本 の よう に くし ゃ み 
を その まま 「 は っ くし ょ ん 」 と する こと は あり ませ ん 。 くしゃみ を 途中 で 止め 
る よう に し ます 。 そ の 時 に 出る 音 が まさ に 「 イ ッ チ ュ 」 と いう 音 だ っ た の で す 。 

この 出来 事 が あっ て か ら 、 オ ー ス トラ リア 人 の 前 で 自己 紹介 を する 時 に は 、 
必ず この 笑い 話 を する よう に し まし た 。 そ うす る と 、 皆 私 の こと を 、“"Mr. 
Sneeze” (くし ゃ みさ ん ) と 言っ て 、 覚 えて くれ る よう に な り ま し た 。 
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固定 観念 


私 た ち は 普 段 の 生活 の 中 で 、 知 ら ず 知ら ず に ある 一 定 の 概念 を 作り 上 げ て い 
ます 。 こ の 概念 は 私 た ちの 毎日 の 経験 の 積み 重ね に よっ て 生ま れる も の で す 。 
た と えば 、 バ スガ イド と 聞く と 、 多 く の 人 は 制服 を 着 た 女性 の パス ガイ ド 姿 を 
思い ぃ 浮かべ る で し ょ う 。 し か し 、 実際 に は 男性 の パス ガイ ド も 数 多く 存在 し ま 
す 。 こ の よう に 、「 バ スガ イド は 女性 」 と いう 「 思 い 込 み 、 は 、 男 性 の バス ガ 
イド が いる こと を 指摘 され る と 、「 バ スガ イド に は 男性 ちい る 」 と いう 考え に 
変化 し ます 。 そ れ に 対し 、 あ くま で 「 バ スガ イド は 女性 で ある 」 と いう 意見 に 
固執 する 場合 、 こ の よう な 考え の こと を 固定 観念 と 呼び ます 。 

一 般 的 に は 「 思 い ぃ 込み 」 の こと を 固定 観念 と し て 使っ て いる ケー ス が よく あ 
り ま す が 、 正 し く は 、 自 分 の 考え を 決し て 変え る こと が な い 固 定 され た 強い 観 
念 の こと を 意味 し ます 。 固 定 観念 の 例 と し て は 、 領 土 問題 に 対す る 国民 感情 が 
挙げ られ ます 。 当 事 国 の どちら の 国民 も 自国 の 領土 で も る と いう 考え は 、 た と 
えど の よう な 説明 が あっ て も 絶対 に 譲 る こと は な いで し ょ う 。 

この よう な 固定 観念 は な ん ら か の 理由 で 心 の 中 に 形成 され 、 他 者 の 意見 に は 
耳 を 傾け ず 、 そ の 人 の 行動 を 規定 する 強い 信念 と な り ま す 。 私 た ちの 生活 の 中 
に は 無数 の 思い 込み が 存在 し て お り 、 そ れ が 固定 観念 へ と つなが る 可能 性 が あ 
り ま す 。 こ の よう な 認識 は どの よう に 心 の 中 に 形成 され て いく の で し ょ うか 。 


く 確認 チェ ッ ク 8 > 
以下 の 文 を 読み 、 下 線 部 分 に 入れ る の に 一 番 適当 だ と 思わ れる 語句 を 下 か ら 
選ん で くだ さい 。 


その 少年 は 今年 16 歳 で 、 あ る 有名 な 弁護 士 の 一 人 息子 で あっ た 。 
この 日 少年 は 父親 の 運転 する 車 で て 久しぶり の ドラ イプ を 楽し ん で い 
た 。 そ の 時 突然 不幸 が 二 人 を 襲っ た 。 大型 トラ ッ ク が 対向 車線 を 越え 
て ぶつ か っ て きた の だ 。 車 は 大 破 し 、 少 年 と 父親 は 即死 状態 で 見 つか っ 
た 。 少 年 の 母親 は その 悲 報 を で 受け 取り 、 情 然 と し た 。 


a. 家 b. 外出 先 c. 仕事 場 d. 弁護 士 事務 所 
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皆さん は 、 ど の よう な 語句 を 選び まし た か 。 実 は 、 こ の 例 は 物事 に 対す る 
皆さん の 思い 込み を 代弁 し て いま す 。 私 た ちの 考え は 、 普 段 の 生活 の 中 で 無 意 
議 に 形成 され て いる の で す 。 


この 問題 は 、 私 た ち が 知 ら ず 知ら ず の うち に 身 に つけ て いる 思い 込み に つい 
て 教え て くれ る も の で す 。a. b. c. を 選ん だ 人 は 、「 弁 護 士 は 男性 で ある 」 と い 
う 思 い 込 み に よ っ て 「 有 名 な 弁護 士 は 少年 の 父親 で ある 」 と 考え た 可能 性 が 強 
いと 言え ます 。 こ の よう な 思い 込み が さら に 進み 、「 弁 護 士 は 男性 で ある 」 と 
いう 強い 信念 に な る と 、 完 全 な 固定 観念 と な り ま す 。 思い込み は 、 こ の あと で 
扱う ステ レオ タイ プ に も 通じ る も の な の で 、 私 た ち は 普 段 か ら その 存在 に 注意 
する 必要 が あり ます 。 


TT OTT OT TTT TT i 


ファ イリ ング 
私 た ち は 日 常 生活 に お いて 様々 な 情報 を 得 て い ます 。 そ の よう な 情報 の 中 か 


ら 必 要 な も の を 取捨 選択 し て 、 脳 内 の 記憶 に と ど め る と いう 作業 を 繰り 返し 
行っ て いま す 。 こ の 記 億 する と いう 認知 作用 に つい て 考え ます 。 


wy これ か ら あ な た の 記 億 力 を オ ェ ッ ク し ます 。 以 下 の 表 に ある 番号 を 
30 秒間 で で きる だ け 覚 えて くだ さい 。 い くつ 覚え る こと が で きる で 


し ょ うか 。 


47 | を 8 4 et 
7 」 17 | 43 | 59 | 29 「 an 
13 | 2 | 19 | 41 | 53 5 
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解説 

LO 18 の 数 字 が あり まし た が 、 い くつ 覚え る こと が で きた で し ょ うか 。 
3 分 の 2 (12 個 ) 以上 覚え る こと が で きれ ば 、 か な り の 記憶 力 が ある と 言え 
る で し ょ う 。 こ の 活動 の 目的 は 、 私 た ちの 認知 活動 の 一 つ で ある ファ イリ ング 
(カテ ゴリ ー 化 ) の プロ セス を 体感 する こと で す 。 つ まり 、 ア トラ ンダ ム に 情 
報 を 覚え る の は 困難 で す が 、 あ る カテ ゴリ ー の 中 に 入れ る こと が で きれ ば 、 実 
に 簡単 に 記憶 する こと が で きる と いう も の で す 。 


私 た ち は 、 自 分 の 周り に あふ れる 膨大 な 情報 を すべ て 覚え る こと は で きま せ 
ん 。 自分 に と っ て 必要 な も の だ け を 選び 、 頭 の 中 に 整理 し て いま す 。 脳 内 に は 
様々 な 情報 が 蓄積 され て いる の で 、 同 じ よ うな 特徴 を も つ 事 柄 を ひと まとめ に 
し て 記 億 し ます 。 つ まり 、 頭 の 中 で ファ イリ ング を 行う の で す 。 こ の よう な 作 
業 は 、 カ テ ゴ リ ー 化 と 呼ば れ 、 人 を 記 境 する 時 に も 使わ れ ま す 。 

た と えば 、 こ れ ま で 出会っ た 人 た ち を グル ー プ ご と に 脳 内 に スト ッ ク し た り 
し ます 。 学 生 や 社 会 人 と いう 大 き な カ テ ゴ リ ー も あれ ば 、 社 会 人 な ら 会 社名 、 
学生 な ら 大 学名 な どの 小 カ テ ゴ リ ー も あり ます 。 外 国人 で あれ ば 、 ア メリ カ 
人 、 中 国人 、 韓 国人 な どの 国籍 が その カテ ゴリ ー の 一 つ に な る で し ょ う 。 カテ 
ゴリ ー 化 は 認知 言語 学 で は スキ ー マ と 呼ば れる 知識 構造 と し て 説明 され 、 人 間 
が も つ 本 質 的 で 知 的 な 脳 内 活動 で も る と 言え ます 。 

カテ ゴリ ー 化 を 人 の グル ー プ 分 け に 応用 し た 場合 の 利点 に つい て は 、「 記 憶 
が し や すい 」「 将 来 の 行動 を 予測 で きる 」「 個 々 の 行動 の 意味 を 説明 で きる 」 の 
3 つが 挙げ られ ます 『!。 最 初 の 利点 は 、 膨 大 な 情報 を グル ー プ 別に 分 類する 
こと で 脳 内 に スト ッ ク し や すく な る と いう こと で す 。 第 二 の 利点 は 、 た と えば 、 
「 今 度 ア メリ カ か ら 留 学生 が 来る 」 と 聞い た 場合 アメ リカ 人 と いう カテ ゴリ ー 
に よっ て 、 明 る い 和 白人 や 黒人 の 留学 生 が や っ て 来る の で は な いか な ど と 想像 す 
る こと が で きま す 。 ま た 、 第 三 の 利点 は 、 ガ ム を か みな が ら 授 業 を 受け て いる 
留学 生 が いた と する と 、「 ア メリ カ 人 だ か らし ょ う が な いよ ね 」 な ど と 理由 づ 
ける こと が 、 こ れ に あたり ます 。 
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く 確 認 チ ェ ッ ク 9 > 


以下 の 人 に 対す る イメ ー ジ を 一 言 で 言っ て くだ さい 。 よ いこ と 、 悪 いこ と 、 
いろ いろ な 面 が ある と 思い ます が 、 あ な た に と っ て 一 番 強 らい イメ ー ジ を 1 つ だ 
け 選 び 、 下 の 表 に 書き 入れ て くだ さい 。 


人 あな た に と っ て 一 番 強い イメ ー ジ 
( 例 ) 女子 高生 ミニ スカ ー ト 
ー 政 知 家 も Ki 
| 医者 。 | a 


私 た ちの 頭 の 中 で 無意識 に 形成 され る 概念 に つい て 考え る 問題 で す 。 こ こ に 
挙げ た イメ ー ジ が 、 皆 さん の 頭 の 中 で ファ イリ ング され た グル ー プ を 表す キー 
ワー ド の 一 つと な り ま す 。 皆 さん は 、 上 に 挙げ た 人 を 見 た り そ の 人 に 会 っ た り 
し た 場合 、 無 意識 に 右 に 書い た よう な イメ ー ジ を 思い 浮か べ る で し ょ う 。 そ し 
て 、 そ の イメ ー ジ に 基づい て その 人 を 評価 する こと に な り ま す 。 

人 に よっ て 、 ま た は その 人 の 属す る 文化 に よっ て 、 上 の 人 に 対す る イメ ー ジ 
は 様々 だ と 思い ます 。 ど うし て その よう な イメ ー ジ を も っ た の か 、 考 えて みて 
くだ さい 。 グ ルー プ で や っ て いる 場合 は 、 そ の 他 の 人 の イメ ー ジ と 比べ な が ら 、 
果たし て あな た の イメ ー ジ は 正しい の か どう か も 考え て みて くだ さい 。 
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3B ステ レオ タイ プ 


私 た ちの 脳 内 に スト ッ ク さ れ 、 カ テ ゴ リ ー 化 され た も の が すべ て 同じ 特性 を 
や も つと する 考え 方 を ステ レオ タイ プ と 呼び ます 。 主 に 人 の 集団 (学校 、 会 社 、 
宗教 な ど に 所 属す る グル ー プ ) や 社会 的 カテ ゴリ ー( 性 別 、 職 業 、 国 籍 な ど に よっ 
て 区 別 さ れる カテ ゴリ ー) に 対し て 強い 思い 込み を も つと いう 意味 で 使わ れる 
こと が 多い と 言え ます 。 前 ペー ジ の < 確認 チェ ッ ク 9 > で 書き 入れ た イメ ー ジ 
で その カテ ゴリ ー の 人 全員 を 判断 し よう と する と ステ レオ タイ プ に 陥り ます 。 

ステ レオ タイ プ に は 、 個 人 と し て 独自 に 形成 され る 場合 と 社会 的 に 共有 され 
る 場合 と だ あり ます 。 次 の ジョ ー ク は 、 社 会 的 ステ レオ タイ プ の 上 に 成り 立っ 
て いま す 9 


船 が 沈み だ し 、 船 長 が 乗客 た ち に 速やか に 海 へ 飛び 込む せよ うに 指示 する 時 、 
一 番 効果 的 な 言葉 は 国籍 に よっ て 異な り ま す 。 


アメ リカ 人 : 飛び 込め ば あな た は 英雄 に な り ま す 。 
イギリス 人 : 飛び 込め ば あな た は 紳士 で す 。 

ドイ ッ 人 : 飛び 込む の が この 船 の 規則 で す 。 
イタ リア 人 : 飛び 込め ば 女 に も て る ぞ 。 

フラ ンス 人 : 飛び 込ま な いで くれ ! 

日 本 人 : みん な 飛び 込ん で ます よ 。 


この ジョ ー ク を 読ん で 面白 いと 感じ る 人 は 、 こ の ジョ ー ク に 潜む ステ レオ タ 
イプ を 共有 し て いる こと に な り ま す 。 ス テレ オタ イプ は 複雑 な 集合 体 を 単純 化 
する た め に 記 億 し や すい 半面 、 物 事 を 一 面 的 に 捉え 、 そ こ に 所 属す る 個人 を 正 
し く 認 識 で き な く な る と いう 欠点 が あり ます 。 

し た が っ て 、 過 度 の ステ レオ タイ プ を 避け 、 全 体 と し て の 傾向 を 認め つつ 、 
それ が すべ て で は な いと する 考え 方 (一 般 化 ) を する 必要 が あり ます 。 た と え 
ば 「 日 本 人 は 勤勉 で ある 」 は ステ レオ タイ プ 、「 日 本 人 に は 勤勉 な 人 が 多い が 、 
そう で な い 人 も いる 」 と 考え る の が 「 一 般 化 」 と いう こと に な り ま す 。 毎日 異 
文化 に 接する 私 た ち は 、 ス テレ オタ イプ で 物事 を 判断 し な いよ うに 絶え ず 注 意 
する 必要 が ある と 言え る で し ょ う 。 
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く 考 えよ う 3> 
あな た の 周り に 存在 する 社会 的 な ステ レオ タイ プ を 3 つ 書 いて くだ さい 。 


ポイ ント 


私 た ちの 周り に は 無数 の ステ レオ タイ プ が 存在 し て いる の で 、 探 す の は 
難し く な いで し ょ う 。 た と えば 、「 ド イツ 人 は ビー ル と ソー セー ジ が 好き 
で ある 」 や 「 九 州 男 児 は 酒 が 強い 」「 ブ ル ガ リ ア 人 は ヨー グル ト が 好き で 
ある 」「 先 生 の 子供 は 頭 が いい 」 な ど が 、 そ の よう な ステ レオ タイ プ の 例 


で す 。 

ステ レオ タイ プ は 固定 観念 と 似 て いま す が 、 あ る 1 つの 強固 な 考え で あ 
る 固定 観念 に 対し 、 ス テレ オタ イプ は ある 人 に 対す る イメ ー ジ を その グ 
ルー プ 全 員 に あて は め て 考え る と いう 特徴 が あり ます 。 日 本 人 同士 で あれ 
ば 、 そ れ ぞ れ の 地域 に お ける ステ レオ タイ プ 、 外 国人 で あれ ば 、 そ の 国 に 
存在 する ステ レオ タイ プ を 考え 、 話 し 合っ て みる と 面白 いで し ょ う 。 
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思い 込み の 大 失敗 


物事 に 対す る 私 た ちの 認識 は 普段 の 生活 で 無意識 に ーッ ン ノ > 
形成 され て いき ます 。 こ の よう な 認識 は 自分 が 生活 す 
る 文化 に お いて は 、 共 通 の 認識 と し て 共有 され て いる 
た め 、 あ まり に 当たり 前 すぎ て 気 に 留 め ある こと すら あ SS 
り ま せん 。 し か し 、 文 化 の 異な る と ころ に 行く と 、 実 は 、 そ れ は 大 き な 思 い 込 
み で あっ た こと に 気がつく こと が あり ます 。 

私 は 海外 生活 も 長く 、 職 業 柄 海外 に 行く 機会 も 多い の で 、 異 文化 に つい て は 
それ な り に 自信 を も っ て いま し た 。 し か し 、 ル ー マ ニ ア で の 経験 は 、 私 の 認識 
の あり 方 を も う 一 度 考 えさ せる よい 機会 と な り ま し た 。 

2010 年 の 夏 、 毎 年 ヨー ロッ パ 各 地 で 開か れる ヨー ロッ パ 日 本 語 教育 シン ポ 
ジウ ム が ルー マニ ア の 首都 ブカレスト で 開催 され まし た 。 ブ カレ スト 大 学 で の 
学会 発表 を 終え 、1 日 自由 時 間 が で きた の で 、 1 人 で ブカレスト 近郊 に ある シ 
ナイ ア と いう 避 最 地 に 行く こと に し まし た 。 ル ー マ ニ ア 語 は まっ た くわ か り ま 
せん が 、 日 本 で 購入 し た ガイ ドブ ッ ク を 頼り に 、 朝 8 時 発 の 特急 電車 に 飛び 乗 
り ま し た 。 出発 時 間 が 遅れ る こと も な く 、 2 時間 ほど で シナ イア に 到着 する 予 
定 で し た 。10 時 に な り 、 そ ろ そ ろ 和 到着 時 刻 で す 。 車 窓 を 眺め な が ら 、 な ん と 
な く 避 暑 地 が 近づい て いる の を 感じ て いま し た 。 

電車 も 速度 が 遅く な り 、 シ ナイ ア の 駅 は どこ だ ろう と 思っ て いた と ころ 、 突 
然 電 車 が 停車 し まし た 。 周 り を 見 て も 、 駅 らし い 建 物 は あり ませ ん 。 降りる 準 
備 を し て いた 乗客 が ガヤ ガヤ と 何 か を 言っ て いま す 。 ど うし た ん だ ろう 、 何 か 
トラ ブル が 発生 し た の だ ろう か と 思っ て いる と 、 父 親 と 息子 らし ぃ 二 人 が 電車 
の 最後 尾 か ら 飛 び 降り 、 線 路 の 横 を 歩い > て いる で は あり ませ ん か 。 き っ と トラ 
ブル が 発生 し て 緊急 停車 し た の で 、 急 いで いる 乗客 が 飛び 降り た の だ ろう と 、 
一 抹 の 不安 を 感じ な が ら 眺 め て いま し た 。 乗 務 員 も 電車 を 降り て 、 線 路 脇 で 乗 
客 と 何 か を 話し て いる よう で す 。 途 中 で 降り て も 、 見 知ら ぬ 場 所 の 土地 勘 は まっ 
た く な い の で 、 と に か く 〈 電車 が 多少 遅れ て も いい の で 、 駅 に 着く まで は 乗っ て 
いる こと に し まし た 。 
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そう こう する うち に 、 和 電車 が ゆっ くり と 動き 始め まし た 。 し か し 、 避 盟 地 ら 
し い 場 所 を 走っ て いま す が 、 駅 らし い 建 物 は な か な か 現れ ませ ん 。 も し か し た 
ら 、 さ ざっき の 停車 地 が シナ イア 駅 で は な か っ た の か と いう 不安 が だ ん だ ん 大 き 
く な っ て きま し た 。10 分 ほど 電車 が 走っ た あと 、 ま た 停車 し まし た 。 さ っ き 
と 同じ よう に 駅 の プラ ッ ト フ ォ ー ム は あり ませ ん が 、 乗 客 が 線路 に 降り 始め て 
いま す 。「 ひ ょ っ と し た ら 、 こ こ は 駅 か も し れ な い 」、 そ う 思 っ た 私 は 急い で 他 
の 乗客 に 続い て 、 線 路 に 降り まし た 。 

そう する と 、 そ こ で は 乗務 員 が 乗客 の 切符 を 受け 取っ て いる で は あり ませ ん 
か 。 私 は 切符 を 見 せな が ら 、 英 語 で 「 こ こ は シ ナイ ア か ?」 と 聞く と 、 乗務 
員 は すま な そう な 顔 で 首 を 横 に 振り な が ら 、 シ ナイ ア 駅 は すでに 通り 過ぎ た と 
説明 し て くれ まし た 。 ど うし よう か と 思い まし た が 、 結 局 、 い つ 来 る か わか ら 
な い 反 対 方 向 行き の 電車 を 待つ より 、 そ れ ほ ど 遠 く な い の で 、 タ クシ ー で 戻る 
の が いい だ ろう と 判断 し て 、 駅 前 か ら の タク シー で シナ イア 駅 まで 行く こと に 
し まし た 。 ル ー マ ニ ア の 貨幣 価値 が 低く 、500 円 程度 で シナ イア に 戻る こと が 
で きた の は 不幸 中 の 幸い で し た 。 

「 駅 に は プラ ッ ト フ ォ ー ム が ある 」 と いう の は 日 本 で の 常識 で す が 、 ル ー マ 
ニア で は あて は ま ら な か っ た の で す 。 無意識 に この 常識 を 信じ 込ん で いた の 
が 、 こ の 時 大 き な 舌 敗 を 招い た 原因 だ っ た わけ で す 。 ち な み に 帰 り は 、 電 車 が 
遅れ 、 2 時間 待た され まし た が (これ は 想定 内 の 出来 事 で す )、 英 語 の で きる 
ルー マニ ア 人 と 同席 に な り 、 楽 し いひ と 時 を 過ごす こと が で きま し た 。 

広 支 支 支 

シナ イア 事件 は 、 私 の 異 文化 に 対す る 認識 を 改め て 反省 させ て くれ まし た 。 
まさ か プラ ッ ト フ ォ ー ム の な い 駅 が ある な ん て 、 想 像 すら で き な か っ た か ら で 
す 。 自 分 で は 異 文化 に 慣れ て いる つも り で も 、 自 分 の 想像 を 超え る よう な こと 
が 起こ りう る こと を 肝 に 銘じ まし た 。 た だ 、 シ ナイ ア に 着い た か どう か 不安 に 
感じ て いた 時 に 、 ル ー マ ニ ア 語 が わか ら な く て も 、 一 言 「 シ ナイ ア ? 」 と 聞い 
て いれ ば 、 乗客 の 誰か が 教え て くれ た に 違い あり ませ ん 。 あ まり に 「 思 い 込 み 」 
が 強 す ぎ た 結 果 、 そ れ す ら し な か っ た 自分 を 情け な く 思 いま す 。 異 文化 で は い 
つ で も 心 を オー プン に 、 お か し いと 感じ た ら す ぐに 誰か に 聞い て みる 勇気 を も 
つべ き で ある と 深く 反省 し まし た 。 
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『 大 辞 林 」 で 「 差 別 」 を 調べ る と 、「 偏 見 や 先入観 な ど を も と に 、 特 定 の 人 々 
に 対し て 不利 益 ・ 不 平等 な 扱い っ を する こと 。 また 、 そ の 扱い 。」 と あり ます 。『 広 
辞 苑 』 で は 、「 差 を つけ て 取り あつ か うこ と 。 わ け へ だ て 。 正 当 な 理由 な く 劣 っ 
た も の と し て 不当 に 扱う こと 。」 と 説明 し て いま す 。 つ まり 、 差 別 と は 自分 と 
は 異な る 人 に 対し て 、 偏 見 や 先入観 に 基づき 不当 な 扱い っ を する こと を 意味 する 
と 言え る で し ょ う 。 こ の よう な 差別 に は 多種 多様 な も の が あり ます が 、 こ こ で 
は 、 身 分 の 違い に よる 差別 、 社 会 の 中 で 生ま れる 差別 、 人 種 や 民族 に 対す る 差 
別 、 身 体 能力 や 病気 な ど に よる 差別 、 そ れ ら 以外 の 差別 、 の 5 つ に 分 け て 説明 
する こと に し ます 。 


1 ) 階級 差別 

社会 に お ける 階級 制度 と し て 存在 する 差別 で す 。 日 本 で は 江戸 時 代 の 「 士 農 
工商 」 や 部 落 民 に 対す る 差別 が あり ます 。 海 外 で は イン ド な ど に お ける カー ス 
ト 制 度 や 南ア フリ カ で の アパ ルト ヘイ ト 、 ア メリ カ に お ける 奴隷 制度 な ど が 有 
名 で す 。 い ずれ も 現在 で は 撤廃 され 、 法 的 な 裏づけ は あり ませ ん が 、 こ れ ら の 
差別 は 現在 で も 様々 な 形 で 残っ て いる と 言わ れ 、 い まだ に 多く の 問題 を 提起 し 
て いま す 。 イ ギリ ス は 、 上 流 階級 、 中 流 階級 、 労 働 者 階級 か ら な る 階級 社会 で 
ある と 主張 する 人 も 多く いま す 。 


2) 社会 差別 

社会 に お ける 立場 、 学 歴 、 職 業 な ど に よる 差別 で す 。 男 女 差別 も ここ に 入れ 
る こと に し ます 。 上 に 挙げ た 階級 差別 も 広い 意味 で 社会 差別 に 含ま れる と 言え 
ます 。 以 前 の 日 本 で は 、 出 身 大 学 に よっ て 就職 が 決定 され て し まう こと が 大 き 
な 問題 と な り ま し た 。 社会 の 最 下 位 層 に いる と 言わ れる ホー ムレ ス に 対す る 襲 
撃 な ども 社会 差別 の 一 つ で し ょ う 。 男 女 に よる 賃金 格差 や 昇給 の 違い 、 パ ワー 
ハラ スメント (パワ ハラ )、 セ クシ ャ ル ハ ラス メン ト (セク ハラ )、 ア カ デ ミ ッ 
クハ ラス メン ト (アカ ハラ ) な ども 、 差 別 の 意識 が 原因 で ある と 考え られ ます 。 
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3) 人 種差 別 

民族 ・ 人 種 に 対す る いわ れ な き 偏 見 の こと を 指し ます 。 日 本 で も 日 本 に 住ん 
で いる 少数 民族 や や 在 日 外国 人 に 対し て 不当 な 差別 が 行わ れん て きた と 言わ れ て い 
ます 。 ま た 、 海 外 で は 多く の 移民 を 受け 入れ て いる 国 で 人 種差 別 の 問題 が 大 き 
な 話題 と な る こと が あり ます 。 ア メリ カ に お ける 黒人 差別 や 戦時 中 の 日 系 人 排 
奈 運動 も その よう な 問題 の 一 つ で す 。 移 民 の 国 オ ー ス トラ リア で も アラ ノブ 系 住 
民 に 対す る 暴動 が あり まし た 。 ヨー ロッ パ 移 民 を 多く 受け 入れ て いる ドイ ツ で 
は 外国 人 排 兵 運動 (ネオ ナチ ) の 高まり が し ば し ば 指摘 され ます 。 


4) 身体 能力 や 病気 な ど に よる 差別 

先天 的 、 後 天 的 理由 に より 身体 の 一 部 に 障害 が 生じ て いる 人 (身体 障害 者 ) 
や 知 的 機能 や 適応 行動 に 障害 が ある 人 ( 知 的 障害 者 ) に 対す る 差別 が 存在 し ま 
す 。 ま た 、 ハ ン セ ン 病 や 血 友 病 、AIDS 患者 な ど に 対す る 理不尽 な 差別 意識 も 
存在 し ます 。 さ ら に 、 同 性愛 者 や 性 同一 性 障害 を も つ 人 な ど 、 性 的 マイ ノリ ティ 
に 対す る 偏見 も 、 根 強く 現代 社会 に 存在 し て いま す 。 


5) その 他 の 差別 

ある イデ オロ ギー を も つ 集 団 へ の 弾圧 や 政治 結社 に 対す る 迫害 が 政府 に よっ 
て 行わ れ て きた 歴史 が あり ます 。 日 本 で は 、 戦 時 中 に 治安 維持 法 の も と に 、 政 
府 に よる 強権 が 発動 され 、 特 定 の 宗教 団体 や 政治 団体 に 対し 、 妨 害 や 迫害 が 加 
えら れ た と 言わ れ て いま す 。 

その 他 に も 、 紫 細 な 理由 か ら グ ルー プ に よっ て 特定 の 人 だ け を 仲間 は ずれ に 
し た り 、 不 当 な 扱い を し た りす る いじ め ゃ 差別 の 一 種 と し て 考え る こと が で き 
の 2 で も よう 。 


外 差別 が 生ま れる 背景 


差別 が 生ま れる 背景 に は どの よう な も の が ある で し ょ うか 。 一般 的 に 言え る 
こと は 、 他 と 異な る も の た ちと は 違う も の を 排除 する こと で 、 自 己 の 安 
定 を 図る と いう も の で す 。 そ の よう な 差別 意識 が 生ま れる きっ か け と し て 、 以 
下 の 事 柄 を 挙げ ます 。 
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1) 政治 的 ・ 宗 教 的 制度 の 導入 

戦前 の ドイ ツ に お ける 人 種 政策 や ヨー ロッ パ ・ ア メリ カ な ど で 行 われ て いた 
奴隷 制度 、 戦 後に 行わ れ た オー スト ラリ ア の 白 豪 主義 な ど は 1 つの 制度 と し て 
政治 主導 で 行わ れん ま し た 。 ま た 、 あ る 宗教 の 宗派 が 多数 を 占め る 国 で は その 宗 
派 の 思想 ・ 哲 学 を 中 心 に 国 が 運営 され 、 そ れ 以外 の 人 々 は 異教 徒 と し て 、 不 当 
に 差別 され て きた 歴史 が あり ます 。 


2) ステ レオ タイ プ 

ある 集団 に 対し 、 ネ ガ テ ィ ブ な ステ レオ タイ プ が 形成 され る と 、 そ の 集団 
を 排 友 し よう と する 差別 が 生ま れ ま す 。 社 会 的 マイ ノリ ティ に 対す る 偏見 や 
AIDS 患者 や ハン セン 病 患 者 に 対す る 差別 も こう し た 間違っ た ステ レオ タイ プ 
に よる や も の で す 。 ま た 、 身 近 な 人 か ら 長 ぃ 間 聞 か され た 情報 は 「 固 定 観念 」 と 
な り 、 た と え そ れ が 事実 に 反し て いて も 、 強 烈 な 意識 と し て その 人 の 考え 方 や 
行動 に 大 きく 影響 ほ 与え ある こと に な り ま す 。 韓 国 や 中 国 と の 領土 問題 は 、 ま さ 
に 当 事 国 の 人 に は 「 自 国 の 領土 で あわ る 」 と いう 確固 た る 信念 が ある た め 、 両 者 
が 納得 する よう な 解決 策 を 見 つけ る の は 至難 の 技 で ある と 言っ て も いい で し ょ 
う 。 


3) 他 者 と の 優劣 意識 

他 者 に 対す る 優越 感 や 劣等 感 は 差別 意識 と 深い 関係 が ある と 言わ れ ま す 。 
20 世紀 前 半 ま で 世界 を 植民 地 化し た 白人 (欧米 人 ) は 有色 人 種 に 対し て 強い 
優越 感 を も ち 、 他 の 人 種 より 優等 人 種 で ある と 信じ て いま し た 。 白 人 こそ 最も 
進化 し た 人 種 で ある と いう 考え が 他 の 人 種 を 差別 する 根拠 と な っ た の で す 。 ま 
さ に 自民 族 中 心 主義 的 な 考え が その 当時 の 欧米 人 の 平均 的 な 意識 で あっ た と 言 
えま す 。 ま た 、 反 対 に 他 者 に 対す る 劣等 意識 が 強烈 な 憎しみ に 変わ り 、 そ れ が 
犯罪 に つなが る ケー ス も 増え て いま す 。 ア メリ カ で 多発 する 銃 乱 射 事 件 や 日 本 
で も 起こ っ た こと の ある 無 差 別 殺傷 事件 は 、 社 会 に 対す る 強い 憎悪 が 引き 金 に 
な っ て いる こと が あり ます 。 


これ ら の 3 つの 事項 以外 に も 、 個 人 的 経験 、 性 格 、 生 まれ 育っ た 環境 、 教育 、 
社会 状況 な ど が 複雑 に か ら み 合い 、 多 種 多 様 な 差別 が 生ま れる と 言え ます 。 
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名 差別 と 異 文化 理解 


差別 と 異 文化 理解 は 切っ て も 切れ な い 関 係 に あり ます 。 差 別 と いう 意識 が 
自分 と は 異な る も の に 対し て 抱か れる 感情 で ある か ら で す 。 以 下 に 紹介 する 映 
像 を ぜひ ご 覧 に な っ て くだ さい 。 人 間 は 本 質 的 に 差別 と いう 意識 を も つ 生 き 物 
で ある こと を 痛感 させ られ ます 。 映 像 を 見 な が ら 、 差 別 の な い 社 会 を 作る た め 
に は どう し た らい いか 、 考 えて み ま し ょ う 。 差別 を 考え る 材料 と し て 、 以 下 の 
3 つの 映像 資料 を 紹介 し ます 。 


1) 青い 目 茶色 い 目 一 教室 は 目 の 色 で 分 けら れ た 一 
(NHK、BS 世界 の ドキ ュ メ ンタ リー、2007 年 10 月 21 日 放送 、 同 11 月 


11 日 再 放送 、50 分 ) 


世界 中 の 教育 現場 で 繰り 返し 上 映 さ れ て きた 差別 の 実験 授業 (1970 年 ) の 
ドキ ュ メ ンタ リー で す 。 小 学校 3 年 生 の クラ ス で 目 の 色 で クラ ス を 分 ける こと 
で 、 あ っ と いう 間 に 差 別 が 生じ る 和 驚く べき 映像 で す 。 シ ョ ッ キ ング な 内 容 で す 
が 、 私 た ち に 差別 と は いっ た い 何 な の か を 深く 問い か ける 内 容 と な っ て いま す 。 
この 映像 は 1988 年 に 放送 され た NH K 特 集 ワ ー ル ド TV ス ペ シ ャ ル を 再 放送 
し た も の で す 。 現 在 で は オリ ジ ナ ル の 映像 を 入手 する の は 困難 な の で 、 様 々 な 
教育 機関 で 、NHK の 放送 を 録画 し た も の を 使っ て いま す 。 


2) 特別 授業 差別 を 知る て カナ ダ ある 小学 校 の 試み 
(NHK、BS 世界 の ドキ ュ メ ンタ リー、2007 年 10 月 21 日 放送 、 同 11 月 
10 日 再 放 送 、50 分 ) 


アメ リカ で の 実験 授業 を も と に カナ ダ で 同様 な 試み を 2006 年 に 行っ た も の 
で す 。 カ ナダ の ケベック 州 で 「 背 の 高 さ 」 に よる 差別 の 実験 授業 が 行わ ん まし た 。 
子供 の 姿 を 通し て 差別 の 本 質 を 垣間見 る こと が で きま す 。 こ の 番組 は 2007 年 
10 月 に NH K で 放送 され 、 そ の 年 の 教育 番組 国際 コン クー ル の NHK「 日 本 賞 」 
で グラ ンプ リ を 獲得 し まし た 。 教 育 関係 者 に 対し て は 、 コ ン テ ン ツ の 内 容 を 学 
ぶ 目 的 で あれ ば 、NH K が DVD の 食し 出し を し て いま す が 、 カ ナダ の オリ ジ 


109 


ナル の 映像 (フラ ンス 語 ) で 、 英語 の 字幕 スー パー と な っ て いま す 。NHK で 
0 きき され た も の に は 、 日 本 人 の 司会 者 が いて 、 日 本 語 の 学 幕 ス ー パ バー が 入っ て 
いま す 。 


3) es [エス ] 
(2001 年 、 ド イツ 映画 、 オ リヴ ァ ー・ ヒ ル シ ュ ピー ゲル (監督 ) 119 分 ) 


1971 年 に スタ ン フ ォ ー ド 大 学 心理 学部 で 行わ れ た 実験 を 忠実 に 再現 し た も 
の で 、 数 々 の 映画 賞 を 受賞 し まし た 。 新聞 広告 で 集め られ た 被験 者 を 「 看 守 役 」 
と 「 囚 人 役 」 に 分 け 、 模 振 刑 務 所 で 生活 させる と いう ス トー リー で す 。「 役 割 」 
を 与え られ た 人 間 の 心理 が 無意識 の うち に 変化 し て いく 過程 は 、 予 想 を 超え る 
も の で あり 、 2 週間 の 実験 の 予定 が 7 日 間 で 中 止 に な っ た と いう いわ くつ き の 
も の で す 。DVD が 2003 年 に ポニ ー キ ャ ニオ ン か ら 発売 され て いま す 。 言 語 
は ドイ ツ 語 また は 日 本 語 で 、 ド イツ 語 の 場合 は 日 本 語 字幕 が つい て いま す 。 


く 考 えよ う 4 > 
上 記 の 映像 の 一 つ を 見 て 、 以 下 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


(1) 映像 を 見 た 感想 は いか が で し た か 。 


110 


第 8 章 送別 を 考え る 


> 


(1) 1) と 2) の 実験 授業 の ドキ ュ メ ンタ リー で あれ ば 、 差 別 と いう も の 
が 簡単 に 生ま れる こと に 深い 衝撃 を 受け る で し ょ う 。 3) で あれ ば 、 
権力 を 掘っ た も の が 次 第 に その 権力 を 使っ て 、 今 まで 仲間 だ っ た 人 た 
ち を 不当 に 差別 し て いく 様子 に 恐怖 心 すら 抱く よう に な り ま す 。 い ず 
れ の 映像 で も 、 人 間 の 本 性 を 垣間見 る こと が で き 、 私 た ち は 差 別 す る 
こと に 対し て 絶え ず 意 識 し て 、 そ うな ら な いよ うに 努力 する 必要 性 を 
痛感 する で し ょ う 。 

(2) これ まで の 人 生 の 中 で 差別 と 無線 だ っ た 人 は いな い は ず で す 。 も し か 
し た ら 、 無 意識 に 誰か を 差別 し て いた か も し れ ま せん 。 誰 も が 身近 な 
学校 や 職場 で 、 様 々 な 差別 に 遭遇 し て いる は ず で す 。 そ の よう な 経験 
を 思い 出す こと で 、 私 た ちの 周り に 存在 する 差別 へ の 意識 を 高め ます 。 

(3) 差別 を な くす た め に は 、 私 た ち が 異 文化 理解 力 を 高め 、 周 り の 人 の 多 
様 性 を 受け 入れ て いく こと が 必要 と な り ま す 。 そ の 具体 的 な 方 法 は 1 
つ で は あり ませ ん 。 欧 米 で は 、 エ スニ ッ ク マ イノ リティ や 女性 、 障 害 者 
に 対す る 社会 的 差別 を 是正 する た め に 、 雇 用 や 高等 教育 な ど に お いて 、 
それ ら の 人 々 を 積極 的 に 登用 ・ 選 抜 す る 措置 が 取ら れ て いま す 。 こ の 
措置 の こと を 、 ア ファ ー マ テ ィ ブ ・ ア クシ ョ ン (affirmative action) 
と 呼び ます が 、 逆 差別 で ある と いう 意見 も あり ます 。 

実験 授業 の よう に 、 学 校 に お ける 教育 を 通し て 、 私 た ち が 差 別 の 本 
質 を 知る こと も 重要 で す 。 人 間 は 差別 する 生き 物 で ある こと を 認識 し 
た 上 で 、 私 た ち 社 会 の 構成 員 が 差別 を な くす 努力 を する 必要 が ある か 
ら で す 。 やり方 は 様々 で す が 、 毎 日 の 生活 の 中 で 、 私 た ち に で きる こ 
と を 一 つ ひ と つや っ て いく こと が 差別 を な くす 近道 で は な いで し ょ う 
か 。 皆 さん の 一 人 ひと り に と っ て 今 で きる こと は どん な こと な の か 、 
肩肘 張ら な いで 話し 合っ て み ま し ょ う 。 
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— axl sle eeelal 


アメ リカ の 見 えな い 文 化 


アメ リカ の 南部 と いえ ば 、 歴 史 的 に 黒人 と 関係 の 深 
い 地 域 で す 。 初 め て 黒人 が 連れ て 来 ら れ た の は 南部 の 
バー ジニ ア 州 で す が 、 そ の 後 、 綿 花 栽 培 の プラ ン テ ー 
ショ ン が 盛ん に な る と 、 そ の 他 の 南部 の 州 で も 多く の 
黒人 が 奴隷 と し て 働く よう に な り ま し た 。 私 が 留学 し た サウ ス ・ カ ロラ イナ 州 
は 、 奴 隷 解放 に 反対 し て 連邦 を 離脱 し 、 南 北 戦争 の 発端 と な っ た 地域 で すし 、 
東海 誠に ある チャ ー ル スト ン に は 黒人 奴隷 が 売買 され た 市 場 が 残っ て いま す 。 
隣 の ジョ ー ジ ア 州 の 州都 アト ラン タ は 黒人 文化 の 中 心地 と し て 、 人 口 528 万 
人 を 擁する 全米 有数 の 大 都市 囲 を 形成 し て いま す 。 

アメ リカ の 生活 で 最初 に で きた アメ リカ 人 の 友人 は セン ト ・ ポ ー ル と いう キ 
リス ト 教 の 宣教 師 学校 で 学ぶ 黒人 青年 で し た 。 明 る 礼儀 正しい 彼 は 、 私 の 友 
人 か ら も 好感 を も た れ て いま し た 。 南 部 と いえ ば 、 黒 人 に 対す る 差別 が 残る 場 
所 だ と 聞い て いま し た が 、 私 が 知り 合っ た 人 か ら は 、 黒 人 に 対す る 偏見 は 少し 
も 感じ る こと は あり ませ ん で し た 。 ど の アメ リカ 人 と 話し て も 、 自 分 は 黒人 に 
対す る 偏見 は も っ て いな いと 答え ます 。 実際 に ポー ル は 白人 夫婦 と 一 緒 に 生活 
し て いた し 、 表 面 的 に は 黒人 と 白人 と の 間 に 、 日 本 で 言わ れる よう な 差別 が あ 
る と は まっ た く 感 じ ら れ ませ ん で し た 。 

し か し 、 ア メリ カ の 生活 に 人 慣れ て くる に つれ 、 今 まで 気がつか な か っ た アメ 
リカ 人 の も う 一 つの 上 顔 が 見 える よう に な っ て きた の で す 。 初め に 気がつい た の 
は 、 仲 の よかっ た ポー ル に 引っ 越し の 手伝い っ を し て も ら っ た 時 の こと で す 。 寮 
の 生活 に 何 の 不満 ああ り ま せん で し た が 、 ア メリ カ 人 の 本 当 の 生活 を 知り た い 
と 思い 、 当 初 の 計画 どおり 、 ホ ー ム ステ イ に 移る こと に し た の で す 。 引 っ 越し 
と いっ て も 、 大 き な ス ー ツ ケー ス 1 個 に 手荷物 が ちょ っ と と いう 量 で し た の 
で 、 ポ ー ル の 車 で 運ん で も ら う こと に な り ま し た 。 

ホス ト の 家 に 着い て 、 荷 物 を 運ば ぼう と し た 時 、 ポ ー ル は 道 に 止め た 車 の 横 で 
「 こ こ で 待っ て いる 」 と 言い 、 家 の 敷地 に 入ろう と し ませ ん で し た 。 私 は 不 思 
議 に 思い な が ら も 荷物 を 玄関 口 まで 運ぶ と 、 出 て きた ホス ト で ある クレ ア ( 白 


いい 
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人 女性 ) か ら 、 ど う や っ て 来 た の か 聞か れ ま し た 。 黒 人 の 友人 に 送っ て き て も 
ら っ た と 答え る と 、 ク レア は 急い で 庭 に 出 て いっ て 、 ポ ー ル に 家 に 入る よう に 
手 要 き し まし た 。 そ うす る と 、 ポ ー ル は や っ と 家 の 中 に 入っ て きた の で す 。 ま 
る で 黒人 は 勝手 に 白人 の 敷地 に 入ら な いよ うに わき まえ て いる か の よう で し 
た 。 こ の 出来 事 に 、 ア メリ カ 社 会 に お ける 白人 と 黒人 と の 複雑 で 微妙 な 関係 を 
垣 問 見 る 気 が し まし た 。 

その 後 、 こ ん な こと も あり まし た 。 ポ ー ル と 親しく な っ た 私 は 、 連 休 に 彼 の 
実家 (アト ラン タ ) に 招待 され まし た 。 ポ ー ル が 育っ た アト ラン タ に は 彼 が 子 
供 の 頃 か ら 通 っ た 教会 が あり 、 そ の 日 曜 礼拝 に 連れ て いっ て も ら っ た 時 の こと 
で す 。 地 元 の 教会 と あっ て 、 ポ ー ル は 子供 の 頃 か ら の 知り 合い ら を た くさ ん 紹介 
し て くれ まし た が 、 そ の 中 に は この 教会 の 牧師 夫 雪 (白人 ) も 含ま れ て いま し 
た 。 こ の 夫妻 は 日 本 に 滞在 し て いた こと が あり 、 日 本 の 昔話 に 花 が 咲き まし た 。 

この 牧師 夫人 が 、「 と ころ で 、」 と 言っ て 、 ア トラ ンタ で は どこ に 泊まっ て い 
る の か 聞い て きま し た 。 私 が ポー ル の 家 に 泊め て も ら っ て いる と 答え る と 、 夫 
人 の 顔 が 一 瞬 こ わ ば る の が わか り ま し た 。「 黒 人 の 家 に 泊まる な ん て 、 信 じ ら 
れ な い 」 と いう 驚き の 気持 ち が 顔 に 表れ た の で す 。 ポ ー ル が 子供 の 頃 か ら 接し 、 
常 日 頃 か ら 平 等 の 精神 を 説く 牧師 夫婦 で さえ 、 私 が 黒人 の 家 に 泊まる と いう 事 
実に 眉 を ひそ め た の で す 。 

そう いえ ば 、 私 が ホー ムステイ し た クレ ア の 家 の 地 区 は 、 中 産 階級 の アメ リ 
カ 人 の 集まっ て いる 居住 地 で す が 、 何 百 と いう 家 が 立ち 並ぶ この 郊外 の 住宅 街 
で 黒人 を 見 る こと は 、 私 の 友人 の ポー ル 以 外 は 決し て あり ませ ん で し た 。 私 の 
アメ リカ 滞在 中 、 目 に 見 える 差別 は まっ た く 感 じ ま せ ん で し た 。 し か し 、 目 に 見 
えな い 区 別 は 上 厳然 と 存在 する 、 こ れ が 私 の アメ リカ で 感じ た 正直 な 気持 ち で す 。 

凛 凛 交 区 

ここ で の 私 の 体験 は 1980 年 代 の 、 そ れ も 、 保 守 性 の 強い と 言わ れる 南部 で 
の 個人 的 な 体験 で す 。 現 在 で は 黒人 系 アメ リカ 大 統領 も 誕生 し 、 こ の よう な 状 
況 も か な り 改 善 さ れ て いる に 人 違い あり ませ ん 。 し か し 、 表 面 的 に は 平等 で 、 ど 
の 人 種 に 対し て も 自由 に 生き る 権利 を 保証 する アメ リカ に も 、 表 に は 決し て 現 
れる こと の な い 顔 が 存在 する の も 事実 で は な いで し ょ うか 。 
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世界 の 価値 観 


世界 に は 数 えき れ な い ほ どの 文化 が 存在 し 、 そ こ に 暮らす 人 々 の 考え 方 や 価 
値 観 は 千 差 万 別 で す 。 こ の よう な 違わ ゎ を ネタ に し た ジョ ー ク は 世界 中 に あふ れ 
て いま す 。 た と えば 、 次 の ジョ ー ク は いか が で し ょ うか の 。 


「 あ な た は 沈 濃 し か け て ぃ る 船 の 中 に いま す 。 あ と 1 前 し か 救命 ボー ト は あ 
り ま せん 。 あ な た は その ボー ト に 乗り 込み ます が 、 1 人 だ け 連 れ て 行く こと が 
で きま す 。 さ も な けれ ば 、 あ な た た ち は 全 員 死 ぬこ と に な る で し ょ う 。 連 れ て 
行け る 人 は 、 あ な た の 母親 か あな た の 妻 か 、 ど ちら か だ け で す 。」 

この 問題 が 出さ れる と 、 イ ギリ ス 人 と サウ ジア ラビ ア 人 か ら 、 す で ぐに 簡単 だ 
と いう 返事 が あり まし た 。 サ ウジ アラ ビア 人 に 答え を 尋ね る と 、「 も ちろ ん 、 
母親 だ 。」 と 答え まし た 。 こ の 意見 に イギリス 人 が 異 を 唱え まし た 。「 答 え は 妻 
で ある べき だ 。 な ぜ な ら 、 い か に 母親 を 愛し て いよ うと 、 母 親 は すでに 人 生 の 
大 半 を 過ごし て いる 。 こ れ か ら の 未来 を 共に 生き て いく 妻 が 選ば れる べき だ 。」 
と 。 す る と 、 サ ウジ アラ ビア 人 が 叫び まし た 。「 母 親 は この 世に た っ た 一 人 だ 
け だ 。 し か し 、 委 な ら 、 い ぃ いつ で も 新しい 妻 を も つこ と が で きる !」 


この 話 は ジョ ー ク で す が 、 本 質 的 な 価値 観 の 違い を 見 事 に 描い て いま す 。 何 
人 も の 妻 を も つこ と の で きる サウ ジア ラビ ア 人 に と っ て 、 節 より も 母親 を 選ぶ 
の は 当たり 前 の 感覚 で し ょ う 。 こ れ に 対し 、 答 を 選ぶ と いう イギリス 人 の 理由 
も な る ほど と うな ず け る も の で す 。 ど ちら の 選択 も 正しい の で あり 、 ど ちら が 
正しい の か と いう 議論 は 無 意 味 な も の と な り ま す 。 


この よう な 様々 な 世界 の 価値 観 の 中 か ら 、「 個 人 主義 と 集団 主義 」「 性 善 説 と 
性 悪 説 」「 高 文脈 文化 と 低 文脈 文化 」「 ポ リク ロニ ッ ク と モノ クロ ニッ ク 」 と い 
う 4 つの 対立 する 考え 方 を 選び 、 あ な た の 価値 観 と 比べ て いく こと に し まし ょ 
う 。 以 下 の 質問 の 中 か ら 最 も 適当 で ある と 思う も の に 〇 を つけ 、 そ の 数 字 の 合 
計 を それ ぞ れ 出し て くだ さい 。 最 後に 、 そ れ ら の 点数 を グラ フ に し て 、 あ な た 
の 価値 観 の 特徴 を 見 て み ま し ょ う "!。 


118 


第 9 章 世界 の 価値 
1 ) 個人 主義 VS 集団 主義 
行動 の 規範 を 個人 の 利益 に 置く か 、 グ ルー プ の 利益 に 置く か 


自分 が 所 属す る グル ー プ の 決定 に 従わ な い の は よく な い 。 


個人 的 に は 反対 な の に 、 グ ルー プ が 決め た こと だ か ら 従 うと いう の 
は お か し い 。 


区 ちっ て い 、 他 の 仲間 が 働い て いれ ば 帰ら な い ほ うがい い 。 
勤務 時 間 が 終わ れ ば 、 sd 


どちら と も 言え な い 。 
目立つ こと は 避け た ほう が 
他 と 異な る こと は いい ぃ こと 
どちら と も 言え な い 。 


日 本 人 を 語る 時 に 決ま っ て 話題 と な る の が 集団 主義 と いう 特徴 で す 。 自 分 の 
存在 を 集団 の 一 員 と し て 捉え 、 個 人 より 集団 の 利益 を 優先 する と いう 考え 方 で 
す 。 こ れ に 対し 、 個 人 主義 の 社会 で は 、 個 人 は 集団 の 中 で も 独立 し て 存在 する 
と 見 な され 、 集 団 よ り 個人 の 利益 が 優先 され ます 。 集 団 主義 社会 は 相互 依存 的 
で あり 、 個 人 主義 社会 は 独立 独歩 的 で ある と 言わ れ ま す 。 戦 後日 本 の 高度 成長 
を 支え た 会 社 人 間 は まさ に 集団 主義 の 典型 的 な 存在 で し た 。 し か し 、 パ ブル 購 
壊 後 の 日 本 は これ まで の 集団 主義 的 価値 観 が 薄れ 、 仕 事 より 家庭 、 会 社 よ り 個 
人 と いう 側面 が 強く な っ て き て いま す 。 こ こ に 個人 主義 に 関す る 興味 深い ぃ デー 
タ が あり ます 。 こ れ に よる と 、 日 本 の 個人 主義 の 得点 は 46 で あり 、 世 界 の 中 
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で は 真ん中 に 位置 し て いま す 。 現在 の 日 本 は 集団 主義 と 個人 主義 の 両方 の 特徴 
を や も ち 合 わせ て いる と 言っ て も いい ぃ で し ょ う 。 


(参考 〕 個人 主義 に お ける 国籍 別 ラ ン キ ング "9 


1. ア メリ カ | 91 |13. 南 アフ リカ 5 |25. 


1 6 
2. オ ー ス トラ リア 90 |14. フ ィ ン ラ ンド | 63 |26. ポ ルト ガル 27 


3. イ ギリ ス 1 89 |l5. ォ ー ス トリ アァ 55 |27. 
i 80 | 


4. カ ナダ | 80 |16. イ スラ エル 28. チ リ | 23 
4. オ ラン ダ | 80 1 


17. ス ペイ ン 


6. ニ ュー ジー ラン ド 79 |18. イ ンド 


7. イ タリ ア 1 76 
8. デン マーク | 


9. ス ウェ ー デ ン 


19. アル ゼン チン 


22. ブラ ジル § . ベネ ズ エ ラ 


23. ギリ シャ 


(得点 が 高い ほど 個人 主義 で あり 、 低 い ほど 集団 主義 と な る 。) 


2) 性 善 説 VS 性 悪 説 
人 間 の 本 来 の 姿 は 善 か 、 悪 か 


子供 は 純真 無垢 な 存在 と し て 、 


世の中 は お 互い に 助け 合っ て 生き て いく も の だ 。 
人 を あて に し な いで 、 自 分 の こと は 自分 で する よう に し な けれ ば 
な ら な い 。 
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第 9 章 世界 の 価値 失 


人 間 関 係 で は 相手 を 信用 する こと が 大 切 で ある 。 
2 る 隊 は 叙 隅 に 間野 は 信用 が 誤 切ら れる 事態 も 想定 し 
べき だ 


て お 


性 善 説 と は 斉 子 の 首 唱 で 、「 人 間 は 生ま れ な が ら 立 だ が 、 成 長 す る と 悪 を 学ぶ 」 
と いう も の で 、 人 性 悪 説 と は 荷 子 の 首 唱 で 、「 人 間 は 生ま れ な が ら 悪 だ が 、 成 長 
する と 善 を 学ぶ 」 と いう 人 間 観 で す 。 い ずれ も 人 間 は 善い こと も 悪い こと も す 
る と いう 意味 で す が 、 ど ちら の 考え に 従う か に よっ て 、 子供 の し つけ や 社会 に 
お ける 道徳 観念 が 異な っ て きま す 。 日 本 は 信教 の 影響 も あり 、 正 統 的 信 学 の 人 
間 観 で ある 人 性善説 に 基づい た 社会 を 築い て きま し た 。 日 本 で は 、 子供 は 純真 無 
垢 で ある と 考え る 人 が 多く 、 多 少 の わが まま は 大 目 に 見 て あげ る 社会 の 雰囲気 
が あり ます 。 し か し 、 欧 米 人 の 目 に は 、 日 本 人 は 子供 に 甘く 、 や り た い 放 題 に 
させ て いる と 映る よう で す 。 ま た 、 社 会 全体 が 信頼 関係 で 結ば れ て お り 、 地 方 
な ど で よ く 見 られ る 無人 販売 所 な ど は その 典型 的 な 光景 と 言え る で し ょ う 。 
これ に 対し 、 欧 米 を 支配 する キリ スト 教 で は 人 間 は 生ま れ な が ら 罪 を 背負 っ 
た 存在 で あり 、 バ プ テ ス マ (洗礼 ) に より 罪 を 清め る 必要 が ある と され ます 。 
し た が っ て 、 子 供 の 頃 か らし つけ は 厳し く 、 正 し い 自 我 に 目覚 め さ せ よう と す 
る わけ で す 。 ア メリ カ で は 、 生 後 数 か 月 の 赤ちゃん の 頃 か ら 個 室 が 与え られ 、 
クリ ブ ( 欄 つ き べ ビー ベッ ド ) に 寝かせ られ 、 自 立 心 を 導 う の が 一 般 的 で す 。 
ステ レオ タイ プ 的 に あえ て 極論 すれ ば 、 欧 米 社会 は 、 人 間 は 悪い こと を する と 
いう 前 提 の 上 に 構築 され た 法治 国家 で ある の に 対し 、 日 本 社会 は 、 普 で ある 人 
間 と の 絆 で 結ば れ た 信頼 社会 で も る と 言え る の で す 。 


3) 高 文脈 文化 V S 低 文脈 文化 

コミ ュ ニ ケー ショ ン の 主 お 手段 は 言語 か 、 言 語 以外 の 要素 か 
| 付か ら の 誠 い を 断る 時 は 、 金 曲 的 な 表現 で 断る 。 
RE Te いえ (No)」 を は っ きり 


8 人 PR RSS 
転職 する 前 に その 会 社 に 給料 の 明細 を 聞く の は や め た ほう が い ぃ 


| 委 す る 1 に 自分 の 導 料 の 額 を は っ きり と 明 く の は 当たり 前 で 


ーー 
「 愛 し て る 」 っ て 言わ あな く て も 、 私 は あな た を 愛 し て る 。 

| 愛し て る 」 っ て 言っ て く れ な けれ ば 、 あな た は 私 を 愛し て な い 。 i 

| どちら と も 言え な い 。 

新しい 職場 の 仕事 内 容 は 働き な が ら だ ん だ ん 覚え て いく も の だ 。 

5 | 新しい 職場 の 仁 事 内 容 な 事前 に で きる だ け 細か く 教 えて ほし い 。 

| と ちら と も 言え な い 。 | 
自分 の 意見 が あっ て も 言わ な いで いる こと が よく ある 。 

| 思っ て いる こと は は っ き り と ロ k 出 出さ な い と 気 が す すま な い 。 | 

| で も ら と も 言え な い 。 MY 


高 文脈 文化 (High-Context Culture) と は 、 言 語 だ け で な く 、 言 外 の 意味 や 
状況 な ど に よっ て コミ ュ ニ ケー ショ ン が 成立 する 社会 の こと を 意味 し ます 。 反 
対 に 、 低 文脈 文化 (Low-Context Culture) は 、 伝 達 さ れる 情報 は すべ て 言語 


の 中 に 含ま れる こと を 前 提 と する 社会 で す 。 日 本 は 典型 的 な 高 文脈 文化 で あり 、 
アメ リカ は に 典型 的 な 低 文脈 文化 で ある と 言わ れ ま す 。 電 話 で の 応対 に この 違い 
の 一 端 を 見 る こと が で きま す 。 日 本 で は 、 電 話 を か ける 時 に 「 も し も し 、 山 田 
さん は いら っ し ゃ いま すか 」 と 尋ね ます 。 誰 も 「 山 田 さ ん と 話せ ます か 」 と は 
聞き ませ ん 。 山 田 さ ん の 在籍 の 有無 を 尋ね る と いう こと は 、 山 田 さん と 話 を し 
た いと いう 意味 に な る と 考え られ る か ら で す 。 
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これ に 対し 、 英 語 で は 、 “May 1 speak to Mr. Yamada?” と 単 刀 直 入 に 聞か 
な けれ ば な り ま せん 。 “Js Mr. Yamada at the office?" と 聞い た と する と 、“Yes, 
he is at the offce. Do you want to speak to him?” な ど と 反対 に 質問 され て 
し まう で し ょ う 。 多 種 多 様 な 人 種 に よっ て 構成 され る アメ リカ で は 言葉 が 伝達 
内 容 を 伝え る 唯一 の 手段 と な っ て いる の に 対し 、 単 一 民族 的 な 日 本 で は 長い 間 
に 以心伝心 の コミ ュ ニ ケー ショ ン ・ ス タイ ル が 発達 し 、 確 立 し た と 考え られ ます 。 


4) モノ クロ ニッ ク VS ポ リク ロニ ッ ク 
時 間 は 管理 する も の か 、 お お よそ の 目安 を 表す も の か 


約束 し た 時 間 ま で に は で き る だ け 行 く よ う に す る 
5 約束 し た 時 間 に は 少し ぐら い 運 れ て も か まわ な い 。 
ど ち 5 と も 言え な い 。 


凍 の スケ ジュ ー ル を 管理 し 、 時 間 を 有効 に 


5 | 予定 は あく まで 予定 で あり 、 その 時 の 状況 で 柔軟 に 対応 し た い 。 


仕事 中 に 友達 に 会 っ て も 、 軽 く 挨拶 を し て 、 そ の まま 仕事 を 続け 
る ほう で ある 。 


5 | 友達 を 見 た ら 仕事 の 手 を 休め 、 ゆ っ くり と 話 を する ほう で ある 。 _ 


どちら と や 言え な い 。 
連絡 も な く 、 ド タキ ャ ン され る と 不快 な 気持 ち に な る 。 
5 | 約束 し て も 、 行け る 時 と 行け な い 時 が ある 。 I 
| で ちら と も 言え な い 。 
計画 どおり に 物事 が 進ま な いと いら いら する ほう で ある 。 


どちら と も 言え な い 。 


スケ ジュ ー ル を 重視 し 、 予 定 を 一 つ ひ と つこ な し て いく よう な 時 間 の 使い 方 
を モノ クロ ニッ クタ イム (Monochronic Time 一 M タ イム )、 予 定 よ り も そ 
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の 時 の 状況 を 重視 し 、 複 数 の 事柄 を 同時 に 行 お うと する よう な 時 間 の 使い 方 を 
ポリ クロ ニッ クタ イム (Polychronic Time 一 P タ イム ) と 呼び ます 。 日 本 
は 元 来 P タ イム で し た が 、 明治 維新 後 の 欧米 化 の 影響 で て かなり 厳格 な M タ イム 
の 社会 と な っ て いま す 。 南 米 か ら 来 た 人 が 藻 く こと の 一 つ に 、 テ レビ 番組 が 
1 秒 の 狂い も な く 、 予定 どおり に 進ん で いる こと が あり ます 。 南 米 の 国 で は 番 
組 の 予定 表 は あっ て も 、 状 況 に よっ て 短く な っ た り 、 長 く な っ た りす る こと は 
日 常 茶飯 事 で す 。 そ の よう な 国 で は 時 間 の 管理 は ゆる や か で あり 、 物 事 は 時 間 
どおり に 進む わけ で は あり ませ ん 。 こ れ に 対し 、 日 本 社会 で は 時 間 は 厳格 に 管 
理 さ れ て お り 、 社 会 の ルー ル と し て 遅刻 は マナ ー 違 反 と な り ま す 。 P タイ ム か 
M タ イム か に よっ て 、 時 間 に 対す る 考え 方 が 大 きく 異な り 、 そ の 違い を 理解 し 
な いと そこ の 国 で うま く や っ て いく こと が 困難 と な り ま す 。 


ここ まで に 見 た 4 つの 価値 観 の 点数 を 以下 に 記入 し て 、 グ ラフ を 完成 
させ て くだ さい 。 あ な た の グラ フ は どの よう な 形 に な る で し ょ うか 。 


低 文脈 文化 ポリ クロ ニッ ク 


高 文脈 文化 モノ クロ ニッ ク 


(グレ イ の 部 分 が 日 本 的 な 価値 観 を 示し て いま す ) 
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解説 

グラ フ の 数 字 が 低けれ ば 低い ほど 典型 的 な 日 本 人 の 価値 観 で 生活 し て いる こ 
と に な り ま す 。 反 対 に 最初 の 3 つの 価値 観 が 高く 、 最 後 の 価 値 観 が 低けれ ば 、 
欧米 的 (ラテ ン 系 を 除く 、 ア ング ロサ クソ ン 系 ) な 価値 観 を も っ て いる と 言え 
る で し ょ う 。 た だ 、 こ の グラ フ は どこ で 生活 し て いる か に よっ て も 変化 し ます 。 
私 た ち は 無 意識 に 自分 が いる 文化 に 合わ せ て 暮らし て いま す 。 自 分 の 所 属す る 
文化 の 価値 観 に 適応 する こと が その 文化 で の 成功 に つなが る か ら で す 。 


imme ena 


・ く 考え よう 5 > 
この 章 で 扱っ た 世界 の 価値 観 に つい て 、 以 下 の 問 い に 答 えて くだ さい 。 
(1) あな た が 一 番 印象 に 残っ た 価値 観 は どれ で し ょ うか 。 そ れ は な ぜ で すか 。 
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日 本 人 の 中 に も 様々 な 価値 観 の 違い を 見 つけ る こと が で きま す 。 そ の 具 
体 例 を 以下 に 挙げ ば ます の で 、 参 考 に し て くだ さい 。 

「 個 人 主義 と 集団 主義 」 に つい て は 、 仕 事 中 心 の 人 か 、 個 人 (家庭 ) 中 
心 の 人 か で 意見 が 食い 違う で し ょ う 。 年 配 の 人 か ら 見 る と 、 休 み を し っ か 
り と 取る 最近 の 若い 人 の 行動 は 個人 主義 に 映る か も し れ ま せん 。 

「 性 悪 説 と 性 善 説 」、 に つい て は 、 子 供 の し つけ に その 違い が よく 現れ ます 。 
子供 を どの よう に 扱う か を 考え て みて くだ さい 。 特 に 父親 と 母親 で は 子供 


の 育て 方 で 意見 が 異な る こと が 多い も の で す 。 

「 高 文脈 文化 と 低 文脈 文化 」 に つい て は 、 思 っ て いる こと を は っ きり と 
口 に 出す 人 と 出さ な い 人 と に 分 か れる で し ょ う 。 日 本 の よう な 高 文脈 文化 
で は は っ きり と 自分 の 意見 を 主張 する 人 は 「 押 し が 強い 」 と か 「 わ が まま 」 
な ど と 言わ れる こと が 多い と 思い ます 。 

「 モ ノ ク ロ ニッ ク と ポリ クロ ニッ ク 」 で あれ ば 、 都 会 と 田舎 に お ける 生 
活 の リズ ム が まさ に この 違い と いう こと に な り ま す 。 都会 の 人 が 田舎 の 村 
に 行く と 、 ま る で 時 間 が 止ま っ た か の よう な 印象 を 受け る の は 、 田 舎 の ポ 
リク ロニ ッ ク な 生活 リズ ム に 起因 する か ら で し ょ う 。 
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— axe se| ele el a] 


東日本 大 岩 災 と 日 本 人 


2011 年 3 月 11 日 、 マ グ ニ チ ュー ド 9.0 の 巨大 地震 と それ 
に 伴う 大 津波 が 東北 地方 を 襲い まし た 。 こ の 地域 の 太平 洋 沿 
岸部 は 壊滅 的 な 被害 を 受け 、 そ の 映像 は リア ル タ イ ム で 地球 
上 を 駆け 巡り 、 世 界 中 の 人 々 に 大 き な 衛 撃 を 与え まし た 。 福 | 
鳥 県 で は 、 原 子 力 発電 所 が 津波 で 破壊 され 、 地 域 一 帯 が 多量 の 放射 能 に 汚染 さ 
れる 世界 最大 級 の 原発 事故 に 発展 し まし た 。 未 貧 有 の 大 人 惨事 に 首都 岡 は 大 混乱 
と な り 、 東 日 本 の 多く の 地域 は 完全 に 機能 不全 に 陥り まし た 。 

世界 中 の メデ ィ ア が 注目 する 中 で 、 被 災 地 住民 の 見 せ た 規 律 と 秩序 ある 行動 
に 世界 中 か ら 賞 替 の 声 が 上 が り ま し た 。 中 国 か ら は 、 震 災 直後 か らち イン ター ネッ 
ト 上 に 「 日 本 人 は 冷静 で 礼儀 正しい 」「 こ れ は 教育 の 結果 、 中 国 は 50 年 後 で も 
達成 で き な い 」 な どの 多く の 声 が 寄せ られ まし た 。 ア メリ カ の 日 本 政治 の 専門 
家 で ある マイ ケル ・ オ ー ス リン 氏 は 「 日 本 人 が こう し た 状況 下 で アメ リカ で の 
よう に 略 灰 や 暴動 を 起こ さ ず 、 相 互 に 助け 合う こと は 全 世 界 で も 少な い 独 特 の 
国民 性 で あり 、 社 会 の 強固 さだ 。」 と 強調 し まし た 。 ま た 、 ジ ョ ー ジ タウ ン 大 学 
の ケビン ・ ド ー ク 教授 は 、「 日 本 国民 が 自制 や 自己 欄 牲 の 精神 で 震 災 に 対応 し 
た 様子 は 広い 意味 で の 日 本 文化 を 痛感 させ た 。 日 本 の 文化 や 伝統 も 米 軍 の 占領 
政策 な ど に より か な り 変 えら れ た の で は な いか と 思い が ち だ っ た が 、 文 化 の 核 
の 部 分 は 決し て 変わ らち ない の だ と 今回 、 思 わ さ れ た 。」 と 述べ まし た 。 ロ シア 
の イタ ル ・ タ ス 通 信 は 「 日 本 に は 最も 困難 な 試練 に 立ち 向かう こと を 可能 に す 
る 「『 人 間 の 連帯 」 が 今 も 存在 する 」 と コメ ント し 、 シ ン ガ ポー ル 紙 は 今回 の 日 
本 人 の 行動 を 「 め っ た に 適 遇 する こと の な い 英 雄 的 行為 」 と ほめ た た えま し た 。 

女 婦 去 

この よう に 、 世 界 か ら た た えら れ た 日 本 人 の 忍耐 強 さ 、 団 結 心 、 助 け 合い ぃ 、 
道徳 心 の 高 さ は どこ か ら 来 る の で し ょ うか 。 こ の 日 本 人 の 美徳 に つい て は 様々 
な 説明 が な され て いま す が 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 観点 か ら 眺 め る と 、 
意外 に 簡単 な 答え が 出 て くる と 私 は 感じ ます 。 そ れ は 、 世 界 の 価値 観 の 中 の 「 性 
立 説 VS 性 悪 説 」 の 説明 で も 触れ まし た が 、 日 本 は 「 人 間 は 普 で ある 」 と いう 


F —ー 
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性 癌 説 に 基づい た 社会 を 築い て きた と いう 点 で す 。 こ れ は 信頼 関係 の 上 に 成り 
立つ 社会 の こと を 意味 し ます 。 周 り の 人 を 信じ 、 持 ち つ 持 た れつ 、 お 互い を ぃ 
た わり 合い 、 助 け 合 う 社 会 で す 。 し た が っ て 、「 人 間 は 悪い こと を し な い 」 と 
いう 前 提 の 上 に 社会 が 成り 立っ て いる わけ で す 。 

この こと は 毎日 の 生活 を 見 れ ば 、 一 目 瞭 然 で す 。 た と えば 、 商 店 街 の 小さ 
な 店 の 軒先 に まで 商品 が 並ん を で いる 、 一 般 道 に 面 し た 果樹 園 に 果物 が た くさ 
ん 実っ て いる 、 自 販 機 が 24 時 間 戸 外 に 設置 され て いる 、 町 の どの 壁 に も らく 
が き が 見 当たら な い (最近 は 大 都市 で は 見 られ る そう で す が )、 地 方 に 行け ば 、 
無人 販売 所 が 設置 され て いる 、 な どの 光景 で す 。 こ の よう な 日 本 で は 当たり 前 
の 景色 が 実は 海外 で は 当たり 前 で は な い の で す 。 も し これ が 海外 で あれ ば 、 店 
先 か ら 商品 は な く な り 、 果 樹 園 の 果物 は 盗ま れ 、 自 販 機 は 破壊 され 、 ど の 壁 も 
らく が きだ ら け と な り 、 お 金 が 払わ れ な いで 無人 販売 所 の 品物 が 消え て いく 、 
と いう こと が 起こ る か ら で す 。 

私 も 海外 に 長く 滞在 し て いま し た の で 、 帰 国 す る と 、 こ うし た 安全 な 国 に 住 
む 日 本 人 の 無防備 な ふる まい が 気 に な り ま し た 。 階段 を 上 っ て いく 男性 の 後ろ 
ポケ ッ ト に 財布 が 無造作 に 突っ 込ん で あり ます 。 ま る で 、 盗 ん で くだ さい と 
言っ て いる よう で す 。 女 性 の ショ ル ダ ー バ ッ グ は 開放 的 な も の が 多く 、 中 身 が 
まる 見 え で す 。 自 分 の 席 を 確保 する た め に 、 か ば ん を 置い た まま 席 を 離れ た り 、 
夜道 を 若い 女性 が 1 人 で 歩い っ たり し て いま す 。 日 本 人 が 海外 で いと も 簡単 に 犯 
罪 に 巻き 込ま れ て し まう の は 、 こ うし た 安全 な 社会 に どっ ぷり と 浸かっ て いる 
た め 、 海 外 で も 同じ よう な 感覚 で 行動 し て し まう か ら で す 。 留 学生 が 日 本 に 来 
て 驚く こと の 一 つ に 、 置 き 忘 人 れ た も の が な く な ら な いで その まま そこ に 置い て 
ある こと を 挙げ ば ます 。 な くし た は ず の キャ ッシュ カー ド や 財布 が 戻っ て くる こ 
と を 経験 し た 留学 生 は 、 な ん て 日 本 人 は 道徳 心 の 高い 民族 な ん だ ろう と 感嘆 し 
ます 。 

今回 の 大 災害 に お いて 海外 か ら の 僅 き や 賞 堆 の 声 を 聞く に つけ 、 普 段 まっ た 
く 意 議 し て いな い 日 本 人 の 美徳 を 改め て 認識 させ られ た 思い が し ます 。 未 番 有 
の 大 災害 が 日 本 人 の 心 の 奥 に 脈々 と 流れ る 日 本 文化 の 神髄 を 世界 に 知ら し め 、 
世界 中 の 人 々 に 日 本 と いう 国 を 再 評価 させ る きっ か け と な っ た の で は な いで 
し ょ うか 。 


KK ペペ バト ィ て 
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四 異 文化 トレ ー ニ ング の 種類 


異 文化 トレ ー ニ ング の 主 な も の に 、 ケ ー ス スタ ディ 、D IE メソ ッ ド 、 カル 
チャ ー・ ア シミ レー ター、 ロ ー ル プレ イ 、 シ ミュ レー ショ ン が あり ます 。 以 下 、 
これ ら の トレ ー ニ ング に つい て 詳し く 見 て い ぃ く こ と に し ます 。 


1) ケー スス タデ ィ 

異 文化 交流 に お いて 実際 に 起き た 出来 事 を 題材 に 、 ど こ に 問題 が ある か を 冷 
静 に 考え る トレ ー ニ ング で す 。 1 人 で も で きま す が 、 グ ルー プ で 話し 合う こと 
で 、 多 角 的 な 見 方 が 可能 に な り ま す 。 多 (の 人 の 異な る 考え 方 に 触れ る こと で 、 
出来 事 の 奥 に 潜む 文化 の 本 質 に より 近づく こと が で きる か ら で す 。 以下 の ケー 
スス タデ ィ の 事例 を 読ん を で 、 そ の 背景 に は どん な 文化 的 相違 が ある の か 考え て 
み ま し ょ う 。 


(事例 1》 

韓国 の C 大 学 の キム ・ へ ヘジン さん た ち は 、 3 週間 の 予定 で 、 姉 妹 校 で ある 日 
本 の S 大学 に 日 本 語 研修 に 来 ま し た 。16 人 の グル ー プ で 、 5 大 学 の ゲス ト ハ 
ウス に 泊まり まし た 。 ゲ スト ハウ ス に は 係 の 人 が ぃ て 、 宿 舎 (和室 ) の 使い 方 
を 親切 に 教え て くれ まし た 。 日 本 に 着い て 1 週間 が 経っ た 頃 、 グ ルー プ の 代表 
で ある キム ・ ヘ へ ジン さん は 5 大 学 の 事務 室 に 呼ば れ て 行っ て みる と 、 朝 出かけ 
る 前 に は 部 屋 の 布団 を た た み 、 ゴ ミ の 分 別 を し っ か りす る よう に 注意 され まし 
た 。 キ ム ・ ヘ ジン さん は 、 大 し た 問題 で は な い ぃ ので 、 大 学 に まで 知ら せる 必要 
が ある の だ ろう か と 疑問 に 感じ まし た 。 な ぜ 直 接 自分 た ち に 言っ て くれ な い の 
か 、 係 の 人 に 対し て 不信 感 を も つよ うに な り ま し た 。 


人 が 日 本 で 不信 感 を も つ 代表 的 な 事例 の 一 つ で す 。 ゲ スト ハウ ス の 
係 の 人 の 対応 は 典型 的 な 日 本 人 の 対応 例 で す が 、 そ の 他 に も 、 こ の よう な 
対応 の 仕方 が 私 た ちの 周り に な いか 考え て みる こと が 重要 で す 。 そ れ に 
よっ て 、 こ の 問題 の 背景 と な る 日 本 文化 が 浮か び 上 が っ て きま す 。 事例 は 
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1 つ で す が 、 こ の 事例 の 奥 に 潜む 日 本 文化 を 見 つけ る こと が 重要 で す 。 


2) DIE メソ ッ ド 

異 文化 問題 を より 正確 に 客観 的 に 考察 する こと で 、 偏 見 の な い 理解 を めざす 
方 法 で す 。 D は Description (記述 ) で 、 何 が 起き た の か を 客観 的 に 記述 し ます 。 
I は Interpretation (解釈 ) で 、 そ の 出来 事 を どの よう に 理解 し た の か を 記述 
し ます 。 E は Evaluation (評価 ) で 、 そ の 出来 事 の 理解 に よっ て どの よう な 
判断 が も た ら さ れ た の か を 記述 し ます 。 こ れ ら の 3 つの 要素 を 2 つの 異な る 立 
場 か ら 記 述 す る こと で 、 偏 り の な ぃ い 客観 的 な 理解 を 得 よ うと する も の で す 。 以 
下 の 事 例 で 実際 に どの よう に 分 析 す る か 見 て み ま し ょ う 。 


(事例 2》 

ミゲル さん は ブラ ジル 人 で 、 あ る 教育 機関 で 外国 人 研修 生 を 担当 し て いま 
す 。 関 西 の 有 名 私 立 大 学 を 卒業 し て いて 、 日 本 語 も 堪能 で 明る い 性 格 で す 。 研 
修 生 の 面倒 見 も よく 、 昨 夜 も 察 で 研修 生 と パー ティ ー を し て いま し た 。 こ この 
職場 で は タイ ムカ ー ド を 使っ て いま せん が 、 ミ ゲル さん は 出勤 時 間 に 遅れ て く 
る こと が よく あり ます 。 同 僚 の 原田 さん は その こと を あま り よ く 思 っ て いま せ 
ん 。 今 日 も ミゲル さん は 運 れ て 出勤 し て きま し た 。 


: 原田 さん 、 お は よう ご ざい ます 。 
: (あま り 愛 想 な く ) あっ 、 お は よう 


: 昨日 は 研修 生 と 盛り 上 が っ ちゃ いま し た よ 。 
: そう な ん だ 。 ま っ 、 そ れ は いい けど 、 頼 ん どい た 報告 書 は ? 
: まだ 終わ っ て な い の で 、 こ れ か ら や り ま す 。 


: まだ な の ? 今日 必要 だ か ら 、 早 くし て よね 。 
: わか り ま し た 。 
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原田 さき ん と ミゲル さん の 関係 が 少し ぎく し ゃ くし て いま す 。 二 人 の 会 話 を 
DIE メソ ッ ド で 分 析 す る と 、 下 の よう に な り ま す 。 


ミゲル さん 
解釈 (I) 


記述 (D) 


原田 さん 


解釈 (1) 


評価 (E) 


原田 の 愛想 


態度 が 悪い が 悪い 


研修 生 の 世 

話 で 忙し く 

、 | 報告 書 を 香 
kN く 時 間 が な 
い ぃ の を 原田 
は 理解 し て 
いな い 


いつ も 私 を 
「 呼 び 捨て 」、 
し か も 、 た め 
ロ 、 さ ら に 、 
命令 口調 で 
話す 


私 を 下 に 見 
て いる 


遅れ て きた ミゲル さ 
ん が 原田 さん に 挨 


原田 さん が 、 依 頼 
し た 報告 書 が で き 
て いる か 聞い ぃ た と こ 
ろ 、 ミ ゲル さん は 「 終 
わっ て な い の で 、 こ 
れ か ら や る 」 と 返答 
し た 


原田 さん は 報告 書 
の 早急 の 作成 を 依 
頼 し 、 ミ ゲル さん も 
了承 し た 


拶 を し た 


また 遅刻 し 
た 


ミゲル は 遅く 
まで 研修 生 
と 遊ん で い 
て 、 仕事 を 
ちゃ ん と し て 
いな い 


今日 報告 書 
が で き な い 
と 困る こと を 
わか っ て い 
な い 


時 間 に ル ー 
ズ な や つ だ 


いい か げん 
な や つ だ 


仕事 へ の 自 
覚 が 足り な 
い 


a 


この よう に 分 析 す る こと で 、 時 間 や 仕事 、 人 間 関係 に 対す る 考え 方 の 違い が 
浮き 彫り に な り ま す 。 時 間 の 管理 が 厳し ぃ 日 本 と ゆる や か な ブラ ジル 、 研 修 生 
と の 付き 合い も 仕事 と 考え る ミゲル さん と 公私 を し っ か り 区 別 し た い 原 田 さ 
ん 、 対 等 な 関係 を 望む ミゲル さん と 無意識 に ミゲル さん を 外国 人 と し て 扱う 原 
田 さ ん 。 ブ ラジ ル と 日 本 で は 文化 が 大 きく 異な り ま す の で 、 こ の よう な 二 人 の 
行き 違い は よく 見 られ る こと で す 。 お 互い の 文化 の 違い を 理解 し た 上 で 、 ど の 
よう に 仕事 を 進め る の か 、 率 直 な 話し 合い が 必要 で ある こと が わか り ま す 。 
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3) カル チャ ー・ ア シミ レー ター (Culture Assimilator) 

カル チャ ー・ ア シミ レー ター は 、 異 文化 接触 に お いて 生じ た 問題 に つい て 、 
その 原因 を 複数 の 選択 肢 か ら 選 び 、 間 違っ て いる 場合 は 考え 直し 、 文 化 背 景 の 
違い に よる 問題 の 本 質 を 学習 する トレ ー ニ ング で す 。 1 人 で も で きま す が 、 グ 
ルー プ で 行う と 、 解 答 の 違う 人 た ちの 問 で 議論 を 交わ すこ と が で き 、 学 習 効果 
が 上 が り ま す 。 以 下 の 事例 を 読ん を で 、 こ の トレ ー ニ ング を 実際 に 体験 し て み ま 
し ょ う "9。 


(事例 3》 

日 本 人 学生 の ひろ し は 、 サ ウジ アラ ビア の 留学 生 で ちあ る モハ メッ ド と と て も 
仲 が よく な り ま し た 。 モ ハメ ッ ド は 日 本 語 も ペラ ペラ で 、 明 る い 性 格 な の で 日 
本 人 の 友達 も た くさ ん いま す 。 今日 は 、 友 達 の 家 で パー ティ ー が ある と いう こ 
と で 、 ひ ろ し の 車 で 友達 の 家 に 行く こと に な り ま し た 。 時 間 は ぎり ぎり な の で 、 
急い で 行か な いと 遅刻 し て し まい ます 。 と ころ が 、 ひ ろ し は 車 に ガソリン が な 
い の に 気がつき まし た 。 急 いで 近く の ガソリン スタ ンド に 寄り 、 給 油 する こと 
に し まし た 。 

ガソリン スタ ンド に 近づく と 、 助 手 席 に いる モハ メッ ド の 様子 が 少し 変 で 
す 。 窓 越し に が ガソリン スタ ンド を 眺め て いた と 思っ た ら 、 急 に 体 を 沈め て 、 誰 
か ら か 隠れ て いる よう で す 。 ひ ろ し は 、 給 油 中 に 、 モ ハメ ッ ド の 友達 で ある ア 
ブル が この ガソリン スタ ンド に いる の に 気がつき まし た 。 ど う も モハ メッ ド は 
アブ ル に 見 つか ら な いよ うに し て いる よう で し た 。 ガ ソリ ンス タン ド を 出る と 、 
ひろ し は どう し て アブ ル か ら 身 を 隠し て いた の か 尋ね まし た が 、 モ ハメ ッ ド は 
笑っ て いる だ け で 何 も 答え て くれ ませ ん で し た 。 ひ ろ し は 、 モ ハメ ッ ド と アブ 
ル は けん か で も し た の だ ろう と 思い まし た 。 
翌日 、 ひ ろ し は キャ ン パ ス の 中 で モハ メッ ド と アブ ル が 親しく 話 を し て い ぃ る 
の を 見 か け 、 燃 きま し た 。 ひ ろ し は 、 昨 日 の 出来 事 を 思い 出し 、 い っ た い 何 が 
起こ っ て いる の か 全然 理解 する こと が で きま せん で し た 。 


(質問 ) 


モハ メッ ド は な ぜ ガ ソリ ンス タン ド で アブ ル を 避け た の で し ょ うか ? 次 の 
説明 の 中 か ら 最 も 適切 だ と 思わ れる も の を 1 つ 選 ん で くだ さい 。 
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(1]) モ そ ハ メッ ド と アブ ル は 非常 に 仲の よい 友達 で す 。 し か し 、 モ ハメ ッ ド は 、 
アブ ル に パー ティ ー に 行く こと を 言っ て あり ませ ん で し た 。 同じ アッ ラー の 神 
を 信じ る イス ラム 教徒 と し て 、 二 人 の 間 で 何 の 隠し 事 も や ゃ し て は いけ な いこ と に 
な っ て いま す 。 し た が っ て 、 も し 内 緒 で パー ティ ー に 行く こと を アブ ル に 知ら 
れ た ら 、 友 達 と し て まず いこ と に な る と 思い 、 モ ハメ ッ ド は 思わ ず 身 を 隠し た 
の で す 。 


(2) サウ ジア ラビ ア で は 、 親 し い 友 達 に 会 っ た ら 、 じ っ くり 話 を し な けれ ば な 
り ま せん 。 簡単 な 挨拶 だ け で は 、 親しい 友達 と は 言え な いか ら で す 。 し た が っ 
て 、 モ ハメ ッ ド は 、 も し ガソリン スタ ンド で アブ ル と 顔 を 合わ せ た ら 、 車 を 降 
り て し ば らく 〈 話 を し な けれ ば な ら な いと 思い まし た 。 そ うす る と 、 パ ー テ ィ ー 
の 時 間 に 問 に 合わ な く な り ま す 。 時間 を 気 に し て いる ひろ し の こと を 思う と 、 
アブ ル と 会 わな い ほ うがい いと 判断 し た の で す 。 


(3) サウ ジア ラビ ア 人 に は 表 と 豪 の 顔 が あり ます 。 イ スラ ム 教 徒 と し て の 顔 と 
プラ イベ ー ト に お ける 顔 で す 。 ア ラブ の 世界 で は 同じ 神 を 信じ る 同胞 を 大 切 に 
し ます か ら 、 た と え 嫌 いな 人 で あっ て も 、 同 じ ム スリ ム と し て 親しく 付き 合わ 
な けれ ば な り ま せん 。 し か し 、 プ ライ ベー ト で は 別 で す 。 実は 、 モ ハメ ッ ド は 
アプ ブル の こと を あま り 好 き で は あり ませ ん 。 で すか ら 、 楽 し い パ ー テ ィ ー に 行 
く 前 に アブ ル と は 会 いた く な か っ た の で す 。 し か し 、 大 学 で は 別 で す 。 同 じ イ 
スラ ム 教 徒 と し て アブ ル と は 仲よく ふる まっ て いる わけ で す 。 


(4) モハ メッ ド は 明る い 人 性 格 な の で 日 本 人 の 友達 が た くさ ん いま す 。 し か し 、 
サウ ジア ラビ ア 人 の 間 で は 、 あ まり 日 本 人 と だ け 付 き 合 うと 、 イ スラ ム 教 の 孝 
え ( 酒 を 飲ま な い 、 豚 肉 を 食べ な い 、 1 日 4 回 の 礼拝 な ど ) を し っ か り と 守る 
こと が で き な く な る と いう 心配 が あり ます 。 特 に モハ メッ ド は 他 の サウ ジア ラ 
ビア 人 と 比べ 、 社 交 的 で 、 日 本 人 か ら 誘 われ る こと が 少な く あ り ま せん 。 こ の 
日 も る 、 ひ ろ し と 車 で 出かけ る と ころ を 同じ 国 の アブ ル に 見 られ る と 、 あ と で い 
ろ い ろ 言 われ る の で は な いか と 思い 、 思 わ ず 身 を 隠し た の で す 。 
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これ ら の 選択 に 対す る 説明 は 巻末 の 「 解 答 例 (p.215)」 に ある の で 、 確 認 
を し て くだ さい 。 も し 間違っ て いた ら 、 再 度 考 察し 、 そ の 他 の 選択 肢 を 選び 、 
その 説明 を 読み ます 。 それで も 間違え た ら 、 ま た 選び 直し ます 。 こ の よう に し 
て 、1 つ の 事例 に つい て じっくり 考え 、 文 化 の 違い の 背景 を 学び ます 。 


4) ロー ルプ レイ (Role-play) 

複数 の 人 に 役 を 与え て 演技 を し て も ら っ た あと で 、 そ の 状況 に つい て ディ ス 
カッ ショ ン す る と いう も の で す 。 順 序 と し て は 、 ま ず 役 を 演じ る 人 に それ ぞ れ 
の 役 の 状況 を 説明 し た ロー ル シ ー ト を 渡し 、 ど の よう に 演じ る か を 理解 し て も 
らい ます 。 演技 者 は 内 容 を 把握 し た ら 、 実際 に その 役 に な りき っ て 演技 を し ま 
す 。 他 の 学習 者 は その 演技 を 観察 し ます 。 あ る 程度 の と ころ で 演技 を や め 、 観 
察 者 も 演技 者 ち も 、 こ の ロー ルプ レイ か ら ど の よう な こと を 感じ 、 学 ぶ こ と が で 
きる の か を 話し 合い ます 。 教室 で 学ん で いる 人 は 、 以 下 の 事例 で 、 実 際 の ロー 
ルプ レイ を し て み ま し ょ う 。 


(事例 4》 

マツ モト さん は 静岡 で 1 年 半日 本 語 を 勉強 し て いる 日 系 の 留学 生 で す 。 先 日 
東京 の 有名 私 立 大 学 に 合格 し まし た 。 日 本 語 教 師 で ある 原田 先生 が 東京 で ア 
パー ト を 探す の を 手伝う と 言っ て くれ まし た 。 マ ツモ ト さ ん と 原田 先生 は 大 学 
に 近い 私 鉄 の 駅 の そば の 不動 産 屋 に 行き まし た 。 そ こ で スタ ッ フ か らい い 物 件 
が ある と 紹介 され 、 部 屋 を 見 に 行く こと に し まし た 。 ア パー ト に 着く と 、 オ ー 
ナー が 現れ 、 親 切 に 部 屋 の 中 を 案内 し て くれ まし た 。 マ ツモ ト さ ん は その 部 屋 
が と て も 気に入り まし た 。 不 動産 屋 に 戻る と 、 そ の 部 屋 を 借り た いと 申し 出 ま 
し た 


、① 準備 
学習 者 の 中 か ら 演技 者 を 3 人 選び 、 そ れ ぞ れ の 役 を 説明 し た ロー ル シ ー ト を 
渡し 、 読 ん を で も らい ます 。 そ の 他 の 学習 者 は ロー ル シ ー ト の 内 容 は 知り ませ ん 。 


@ 演技 
演技 者 は 、 ロ ー ル シー ト の 内 容 を 理解 し た ら 、 そ の 内 容 に 従っ て 、 そ れ ぞ れ 
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の 演技 を し ます 。 他 の 学習 者 は それ を 観察 し ます 。 


⑧ 話し 合い 
演技 が 終了 し た ら 、 ま ず 演 技 を し た 人 に 感想 を 聞き ます 。 そ の あと 、 観 察し 
て いた 学習 者 と 共に 、 こ の 問題 に つい て 話し 合い ます 。 


この 事例 は 、 外 国人 の 多く が 経験 する 出来 事 な の で 、 な ぜ そ の よう な こと が 
起き る の か 、 貸 し 手 の 気 持ち も 理解 し な が ら 、 話 し 合い ます 。 学習 者 に 留学 生 
が いる 場合 、 同 じ よ うな 経験 を し て いる こと が あり ます の で 、 そ の よう な 体験 
談 を 披露 し て も や もらう の も いい で し ょ う 。 こ の よう な 差別 と も いえ る 対応 を な く 
す た め に は 、 ど うし た らい い の か 、 全 員 で 意見 交換 を し ます 。 


5) シミ ュ レ ーション (Simulation) 

ロー ルプ レイ と 同様 に 、 体 験 型 の 活動 で す が 、 一 部 の 人 だ けが 代表 と し て 参 
加 す る の で は な く 、 全 員 が 活動 に 参加 し ます 。 グ ルー プ ご と に ある 役割 を 演じ 
た り 、 ゲ ー ム に 参加 し た りす る こと で 、 異 文化 接触 に お いて 生じ る 感情 の 葛藤 
を 擬似 体験 する も る の で す 。 フ ァ シ リ テ ー タ ー (また は 、 異 文化 トレ ー ナ ー) に 
よっ て トレ ー ニ ング が 行わ れ 、 最 後 の デ ィ プ リー フィ ング (debriefing 一 振 
り 返 り ) で 、 シ ミュ レー ショ ン に よっ て 気づい た こと や 学ん だ こと を 話し 合い ぃ 
ます 。 こ の シミ ュ レ ーション に つい て は 、 第 5 剖 で 詳し く 紹 介し て あり ます 。 


異 文化 トレ ー ニ ング は 】 人 より も グル ー プ で や る ほう が 効果 的 で す 。 学 会 な 
どの 専門 家 の 研修 会 だ け で な く 、 地 域 の 国際 交流 協会 な ど が 主催 する 異 文化 関 
連 の 講習 会 で も 行わ れる こと が あり ます の で 、 機 会 が あれ ば 参加 する こと を お 
勧め し ます 。 
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第 10 章 異 文化 トレ ー ニ ング 


— nfs heele ele sho 


“Great” な オー スト ラリ ア 


オー スト ラリ ア 人 (オー ジー) は 、 自 分 た ちの 国 の 
こと を “Down Under" ( 下 に ある 国 ) と 呼び ます 。 オ ー で 
スト ラリ ア の 建国 が イギリス の 流刑 植民 地 か ら 出 発し 
て お り 、 当 時 の イギリス 人 か ら 見 れ ば 、 イ ギリ ス の 真 
昔 に 位置 する オー スト ラリ ア は 、 ま さ に 足元 の 真下 に ある 国 と いう こと か ら こ 
の 言葉 が 生ま れ た ん で すね 。 欧 米 の 世界 地図 か ら 見 て 、 右 端 に ある 日 本 が Far 
East (極東 ) と 呼ば れる の と 似 て いま す 。 こ の “Down Under” と いう 呼び 名 
が 示す よう に 、1960 年 代 ま で は イギリス を 本 国 と 見 な す 白 人 中 心 の 国家 で あ 
り 、 白 奈 主 義 と いう 人 種 政 策 が 取ら れ た ほど で す 。 し か し 1970 年 代 に 入る と 、 
労働 党 の ホイ ッ ト ラ ム 首 相 が 白 奈 主義 を 廃止 し 、 ヨ ー ロ ッ パ 系 中 心 の 移民 国家 
か ら 、 ア ジア を 重視 し た 多 文化 国家 へ と 変貌 を 遂げ て いっ た の で す 。 

みず か ら を “Down Under” と 呼ぶ 表現 か ら は 、 本 国 か ら 遠 く 離 れ た と いう 
イギリス 系 住民 の 自虐 的 な 気持 ち が 感 じ ら れ ます が 、 オ ー ジ ー は 自分 た ちの 国 
を “Lucky Country” と も 呼び ます 。 天 然 資源 に 上 恵まれ た 広大 な 国土 に は 近代 
産業 に 必要 な 原材料 が 無尽 蔵 に 眠っ て お り 、 日 本 な どの 工業 国 へ 輸出 する こと 
で 英 大 な 宮 が 生み 出さ れ て いる か ら で す 。 そ の た め 、 世 界 で も 有数 な 生活 水準 
を 保ち 、 郊 外 に 大 き な 家 と 庭 を 持ち 、 国 民 の 多く が 野外 スポ ー ツ を 思う 存 分 楽 
し むこ と が で きる 幸せ な 国 で ある と 実感 し て いる か ら で し ょ う 。 

国民 に 対す る 福祉 も 充実 し て お り 、 私 が 留学 し て いた 当時 (1980 年 代 ) は 、 
オー スト ラリ ア 人 の 大 学 の 授業 料 は ゼロ 、 遠 く か ら 来 て いる 学生 に は 年 2 回 の 
帰省 爾 用 (往復 航空 券 ) な ど が 支給 され て いた ほど で す 。 ま た 、 社 会 を 経験 し 
て か ら 大 学 に 入学 し て くる 学生 に は 授業 料 免除 と と も に 奨学 金 が 支給 され る な 
ど 、 至 れ り 尽く せり の 厚 骨 に 僅 い た も の で す 。( た だ し 、 現 在 で は これ ら の 福 
祉 制度 は ほとん ど カ ッ ト さ れ て いる そう で す 。) 

娘 凛 衣 

オー スト ラリ ア は 広大 な 国 で ある こと か ら 、“"Great” と いう 言葉 が 好 ん で 使 

われ ます 。 一 番 有 名 な も の は 、“The Great Barrier Reef'" と 呼ば れる 世界 最 
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大 の サン ゴ 礁 で す 。 ク イー ンズ ラン ド 州 の 東海 岸 沖 に 位置 する この 巨大 な サン 
ゴ 礁 は 全長 2,.600km に も 及び 、 そ の 美 し さ に 魅せ られ た 多く の 観光 客 が 世界 
中 か ら 集 まっ て きま す 。 

お そら 皆さん が 知ら な い “Great" を 含む 表現 に 、“The Great Australian 
Adjective" (偉大 な る オー スト ラリ ア の 形容 詞 ) と いう の が あり ます 。 ど の 
よう な 形容 詞 か と いう と 、「 も の すご い 」 と いう 意味 で 使わ れる “bloody” と 
いう 言葉 で す 。 も と も と は .「 血 だ ら け の 」 と いう 意味 で す が 、“You bloody 
fool!" (この バカ 野郎 ! )、“That's no bloody good.” (そい つ は 全然 だ め だ ) 
な ど 、 強 意 の 表現 と し て 使わ れ ま す 。 上 品 な 言い 方 で は あり ませ ん が 、 オ ー 
ジー (男性 ) は 好 ん で 使い ます 。 あ まり に も よく 使わ れ す ぎ て 、“Come on, 
every-bloody-one of you!” (さあ 、 み ん な 来い ! ) や “I bloody went and 
shot two kanga-bloody-roos.”( 俺 は 出かけ て 、 2 匹 の カン ガル ー の や つ を 加 
ち 殺 し た ぜ ) な ど 、 単 語 の 中 に まで 入っ て し まう ほど で す 。 

さら に 、“The Great Australian Salute” (偉大 な る オー スト ラリ ア の 敬礼 ) 
と いう の も あり ます 。 ど の よう な 敬礼 か と いう と 、 顔 の 前 で 手 を 前 後に 振る 動 
作 の こと を 言 ら ます 。 な ぜ 、 こ ん な 変 な 動作 を する か と いう と 、 実 は 手 で 顔 に 
近づく 虫 を 追っ 払っ て いる ん で すね 。 オ ー ス トラ リア の カウ ボー イハ ッ ト の ふ ょ 
ちの 周り に は 、 無 数 の コル ク が 糸 で つる され て いま す が 、 そ れ は 虫 よ け の た め 
な ん で す 。 コ ルク が 揺れ て 、 虫 が 顔 に た か ら な いよ うに し て ある の で す 。 つ まり 、 
それ くら い オ ー ス トラ リア の ブッ シュ に は 虫 が 多く 、 何 も し な いで いる と 、 顔 
中 が 虫 だ ち け に な っ て し まう と いう こと な ん で す 。 こ ん な 動作 を 揮 控 し て 、 グ 
レー ト な 敬礼 と 呼ん で いる わけ で す 。 

シド ニー 郊外 に ハイ キン グ に 出かけ た 時 の こと で す 。 前 を 歩く 友達 の T シ ャ 
ツ の 背中 が 黒く (な っ て いる の に 気がつき まし た 。 よ く 見 る と 、 ハ エ が 何 十 匹 と 
た か っ て いる で は あり ませ ん か 。 ブ ッシュ に は ハエ が た くさ ん いて 、 カ ラフ ル 
な T シ ャ ツ の 色 に 集まっ て くる ん で すね 。 ブ ッシュ に いる ハエ な の で 汚く は な 
い の で す が 、 気 持ち の いい も の で は あり ませ ん 。 

た だ 、 こ れ ら の こと は あく まで ブッ シュ で の 話 で 、 シ ドニ ー や メル ボル ン な 
どの 街中 で は その よう な こと は あり ませ ん の で 、 オ ー ス トラ リア に 行っ て みた 
いと 思っ て いる 人 は くれ ぐれ も 誤解 を し な いで くだ さい ね 。 
se 
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” ス を 見 て いき ます 。 


人 異 文化 受容 の プロ セス 


異 文化 受容 (acculturation) と は 、 異 文化 を も つ 人 々 が 、 継 続 的 、 直 接 的 
に 接触 し た 結果 、 一 方 ある い は 双方 の 本 来 の 文化 の 型 に 変化 が 起こ る こと を 意 
味 し ます "9。 私 た ち は ど の よう に 暴 文 化 を 受容 し て いく の で し ょ うか 。 私 た 
ち が 暴 文 化 に 接し 、 異 文化 を 受容 し 、 変 化し て いく プロ セス を 、 5 つの 段階 で 
説明 し ます "9。 


1 ) 自 文化 中 心 の 段階 

第 3 章 の 「 文 化 の 特徴 」 の 中 で 「 文 化 は 自民 族 ーー、 
中 心 主義 で ある 」 と 説明 し まし た が 、 人 は 自分 が (a oe} 
生ま れ 育 っ た 環境 の 価値 基準 で 物事 を 判断 し ます 。 Se 
自 文化 の 中 だ け で 生活 し て いれ ば 、 特 に 問題 は あ | て の 半 午 で すべ て の 
り ま せん が 、 こ の 価値 基準 を 異 文化 に も 持ち 込む 

と 、 自 文化 中 心 主 義 (モス ノ セ ント リズ ム ) の 弊害 が で る こと に な り ま す 。 一 
役 的 に 他 文化 を 低く 評価 する 傾向 が あり ます 。 こ の 段階 で は 「 見 える 文化 」 に 
気づい て も 、「 見 えな い 文 化 」 に は 気づい て いま せん 。 た と えば 、 南 米 の ある 
国 に 赴任 し た 日 本 人 が シエスタ (昼寝 の 習慣 ) に よっ て 午後 は 店 が 閉まっ て し 
まう こと に あき れる と し た ら 、 日 本 人 の 価値 基準 で 現地 の 生活 を 判断 し て いる 
こと に な り ま す 。 反対 に 、 日 本 で 勉強 する 留学 生 が 日 本 人 の あい まい な 人 態度 や 
間接 的 な 表現 に いら だ つの も 、 同 様 に 自 文化 の 基準 で 日 本 人 を 判断 し て いる こ 
と に な り ま す 。 こ の よう に 、 私 た ちの 価値 基準 は 生ま れ 育っ た 環境 に よっ て 決 
定 さ れ ま す が 、 そ れ は 絶対 的 な 基準 で は あり ませ ん 。 私 た ち は 無 意識 に 自分 た 
ちの 基準 で 物事 を 判断 し よう と する の で す 。 


2) 違い (見 えな い 文 化 ) に 気づく 段階 
異 文化 を 理解 する た め の 第 一 歩 は 、 ま ず 相 手 が 
本 当 の 意味 で 異な る 存在 で ある と 気づく こと か ら (< りー 
始ま り ま す 。 第 6 章 「 人 違い に 気づく 」 は まさ に そ 
こ に 焦点 を 当て た 内 容 で し た 。 自分 に 近い 人 で あっ | 文化 は 自 文化 (A) と は 
異な る と 気づく 
て も 、 自 分 と は 異な る 考え 方 を する の だ と 思え ば 、 
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相手 に 対す る 接し 方 も お の ず と 変わ っ て くる で し ょ う 。 た だ し 、 こ の 段階 で は 
相手 と の 違い に 気づい て も 、 相 手 の 価 値 観 を 正しく 理解 する まで に は 至っ て 
ぃ いま せん 。 身 近 な 例 で は 夫婦 の 価値 観 の 違い ね が あり ます 。 ア メリ カ の 心理 学者 
ジョ ン ・ グ レイ は 、 男 は 火星 人 で 女 は 金星 人 で ある と いう よう に 、 お 互い を 宇 
宙 人 だ と 思っ た ほう が いい と まで 言っ て いま す 。 つ まり 、 男 女 敵 に は それ ほど 、 
思考 回 路 や 感じ 方 、 行 動 パ ター ン に 人 違い が 存在 する の で す 。 ま し て や 、 夫 婦 に 
お いて は 生ま れ 育っ た 環境 も まっ た く 異 な っ て いま す 。 夫 婦 げ ん か の 大 半 は こ 
の よう な 根本 的 な 違い か ら 生 じ て お り 、 そ こ に 気づく こと が 夫婦 円 満 の きっ か 
け と な り ま す 。 ま ず は 、 自 分 の 価値 観 と は 違う 価値 観 が ある と いう こと を 認め 
る こと が 相手 を 受け 入れ る 始ま り と な る の で す 。 


3) 文化 を 相対 的 に 見 る 段階 

お 互い が 違っ て いる こと に 気づい た ら 、 そ の 価 
値 観 を 理解 する こと が 重要 と な り ま す 。 た と えば 、 
お ご り の 文化 (1 人 が 皆 の 期 定 を 払う 文化 ) か ら 
日 本 の よう な 割り 期 文 化 (一 人 ひと り が 自分 の 勘 | A 文化 と B 文 化 を 客観 的 に 
定 を 払う 文化 ) に 来 た 外国 人 は 、 最 初 は 日 本 人 の し PT 

こと を 「 け ち だ 」 と 感じ る そう で す 。 こ れ は 、 自 国 の 価値 基準 で 考え る と ( 自 
文化 中 心 主義 )、 割 り 其 を し て 一 円 単位 まで 払い 分 ける 人 は 「 お 金 に 細か い 小 
さい 人 間 だ 」 と 判断 する か ら で す 。 こ こ で 、 日 本 に は 自国 と は 違う 「 割 期 文 
化 」 が 存在 する こと を 認め た と する と 、「 違 い に 気 づく 段階 」 と な り ま す 。「 文 
化 相対 主義 」 に 進む な た め に は 、 な ぜ 日 本 人 は この よう な 「 割 り 捧 」 を する の だ 
ろう か と 考え る 必要 が あり ます 。「 割 り 勘 」 の 背景 に は 、 ち ょ っ と し た 相手 の 
好意 に 対し て も 大 き な 恩 義 を 感じ て し まう 日 本 人 の 繊細 な 感覚 が あり ます 。「 央 
り 勘 」 を する こと で 、 お 互い に 貸し 借り の な い 対 等 な 関係 を 築き た いと いう 気 
持ち が 働い て いま す 。 こ の よう な 割り 勘 文 化 の 背景 を 理解 し た 上 で 、 そ れ を 受 
け 入 れ て 初め て 、 文 化 相対 主義 の 見 方 に 立つ と 言え る の で す 。 


4) 新しい 文化 を 取り 入れ る 段階 
それ ぞ れ の 文化 を 相対 的 に 見 る こと が で きる よう に な る と 、 そ れ ぞ れ の 長所 、 
短所 を 客観 的 に 捉え る こと が 可能 と な り ま す 。 そ うす る と 、 異 文化 の 中 か ら す 
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ぐれ た 点 は 積極 的 に 取り 入れ よう と する よう に な 
り ま す 。 異な っ て いる こと を 進ん で 受け 入れ よう 
と する オー プン で 柔軟 な 気持 ち が 生 まれ ます 。 東 (zo 

南ア ジア や ラテ ン 系 の 国々 に は 時 間 に あ ま りこ だ 

わら な い 文化 が 存在 し ます 。 日 本 人 の 感覚 で は 時 | A 文化 に B 文化 を 取り 入れ る 
間 に ル ー ズ で いい か げん な 国 で ある と 決め が ち で す 。 し か し 、 そ の よう な 国 の 
人 の ほう が 日 本 人 より スト レス が 少な く 、 幸 せ に 暮らし て いる と 感じ られ る こ 
と が あり ます 。 最 近 の 日 本 で も “スロ ー ラ イフ (slow life)” と いう 言葉 が 盛 
ん に 聞か れる よう に な っ た の は 、 競 争 、 ス ピー ド 、 効 率 化 と いう これ まで の 日 
本 人 の 生き 方 と は 異な る 価値 観 を 取り 入れ 始め た か ら で は な いで し ょ うか 。 


5) 新しい アイ デン ティ ティ が 確立 され る 段階 
様々 な 価値 観 を 認め 、 そ れ ら を 自分 の 中 に 取り 
入れ る こと に よっ て 、 新 し い ア イデ ン テ ィ テ ィ が 
生ま れ ま す 。 こ の アイ デン ティ ティ は 複合 的 で あ ⑦ ぶ ゆ 
り 、 和 柔軟 性 に 富ん で いま す 。 自 文化 (A 文化 ) の PE 
価値 観 に と ら わ れず 、 あ る 地域 で は B の 価値 観 に 、| 7 ィ が 形成 され る 
その 他 の 地域 で は C の 価値 観 に 沿っ て 行動 する こと が で きま す 。 こ の よう な 人 
は 多様 な 考え 方 を 内 包 し 、 状 況 に 応じ て 相手 に 合わ せる こと が 可能 と な り ま す 。 
も は や A 人 と いう 枠 を 超え た 、“ 地 球 市 民 " と も 呼ぶ べき 人 材 に な る わけ で す 。 
湊 死 の 状態 に あっ た 日 産 を 復活 させ た こと で 有名 な カル ロス ・ ゴ ー ン 氏 は 、 ま 
さ に この よう な マル チカ ルチャ ル な 代表 的 人 物 で す 。 父 親 が レバ ノン 系 プラ ジ 
ル 人 、 母 親 が フラ ンス 人 で あり 、 ブ ラジ ル 、 レ バ ノ ン 、 フ ラン ス で 育ち 、 ア ラ 
ピア 語 、 フ ラン ス 語 、 ポ ルト ガル 語 、 英 語 、 ス ペイ ン 語 を 巧み に 操る 多 文化 人 
で す 。 彼 の 世界 的 な 活躍 の 裏 に は 、 ま さ に 多 文 化 そ の も の で ある 彼 自身 の アイ 
デン ティ ティ が 存在 し て いる こと を 耕 定 す る こと は で き な い で し ょ う 。 


私 た ちの 異 文化 受容 の プロ セス は 、 こ れ ら の 段階 を 行っ た り 来 た り し な が ら 
進 『 の で す が 、 あ る 状況 で は 2 段階 、 あ る 状況 で は 3 段階 し いう よう に 、 時 と 
場合 に よっ て 異な る ステ ー ジ に いる こと も あり ます 。 次 ペー ジ に 、 各 段階 の 要 
点 を 整理 し まし た の で 、 も う 一 度 そ れ ぞ れ の 段階 を 確認 し て くだ さい 。 
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第 11 意 界 文 化 受容 


| 異 文化 受容 の 5 つの ステ ー ジ 


自 文化 中 心 の 段階 


・ 自 文化 の 価値 観 で すべ て の こと を 判断 する 。 
「 見 える 文化 」 は 認識 し て も 、「 見 えな い 文 化 」 に は 気づい て いな い 。 
・ 無 意識 に 自分 た ちの 価値 基準 が 正しい と 思い 込ん で いる 。 


4 放 違い (見 えな い 文 化 ) に 気づく 段階 

・ 自 分 と は 違う 価値 観 が あぁ る と 認め て いる 。 

・ 相 手 文化 の 価値 観 は まだ よく 理解 で き て いな い 。 

・ 相 手 文化 に 慣れ る と 、 そ の 文化 に 合わ せる こと が で きる 。 


文化 を 相対 的 に 見 る 段階 
・ 相 手 文化 の 価値 観 を 理解 し 、 受 け 入 れる こと が で きる 。 
・ 自 文化 と 相手 文化 を 対等 に 見 つめ る こと が で きる 。 
・ 相 手 文 化 か ら 学 ぼ うと いう 姿勢 が ある 。 


新しい 文化 を 取り 入れ る 段階 
・ 相 手 文化 の 価値 観 が 、 自 文化 の 一 部 と な っ て いる 。 
・ 自 文化 と 相手 文化 の 価値 幌 を 使い 分 ける こと が で きる 。 
・ 自 文化 と は 異な る アイ デン ティ ティ の 確立 が 始ま っ て いる 。 


新しい アイ デン ティ ティ が 確立 され る 段階 
・ 多様 な 価値 観 を 自 文化 の 中 に 取り 入れ て いる 。 
・ 自 分 が て 人 と いう より も 、 地 球 市 民 と いう 意識 が 強く な る 。 
・ ど の よう な 価値 観 も 受け 入れ 、 適 応 す る こと が で きる 。 
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く 確 認 チ ェ ッ ク 10 > 
次 の よう な 考え 方 や 人 態度 は 、 こ れ ま で に 見 て きた 暴 文 化 受容 の どの 段階 に な 
る と 思い ます か 。 


(1) (  ) 国連 に 勤め る 田中 さん は 、 国 際 的 な 条例 の 作成 に か か わり 、 国 が 違 
えば 国 の 数 だ け の 主張 が ある こと に 驚い た 。 最 初 は 日 本 人 の 視点 で 働い て 
いた が 、 そ れ で は うま くい か な いこ と が わか っ た 。 国 籍 の 違う 同僚 と 生活 
を 共に し 、 議 論 を 重ね る うち に 、 そ れ ぞ れ の 価値 観 、 考 え 方 も 理解 で きる 
よう に な っ た 。 今 で は 多角 的 な 見 方 で 物事 を 捉え られ る よう に な り 、 自 分 
は 日 本 人 と いう より 、 世 界 の 中 の 一 人 で ある と 思え る よう に な っ た 。 

(2② (  ) 日 本 人 は すぐ に 「 す み ま せ ん 」 と 言う 。 自 分 が 悪く な い の に 謝る の 
は お か し い の で は な いか 。 私 に は そん な 日 本 人 の 態度 が 理解 で き な い 。 
(3) (  ) 日 本 は セレ モニ ー が た くさ ん あり 、 形 式 を 重んじ る 国 で ある 。 自 分 
の 国 は 、 堅 苦し く な い 、 イ ン フ ォ ー マ ル な 形式 が 多 ぃ 。 歴 史 の 長い 国 ほ ど 
形式 を 重んじ 、 歴 史 の 浅い 国 は それ ほど 形式 に こだわ ら な いと 思う 。 ど ち 

ら が いい 悪い で は な 〈《、 ど ちら ゃ 興味 深い 文化 で ある と 思う 。 

(4 (  ) 日 本 に 来 た を ば か り の 頃 は 授業 に よく 遅刻 し た 。 日 本 の 生活 に 慣れ た 
今 で は 、 授 業 や 友達 と の 約束 に も 遅れ な いよ うに な っ て きた 。 で も 、 時 間 
~ の こと を 気 に す る 生活 に は 、 ま だ 鍛 屈 さ を 感じ る こと が 多い 。 

(5) ( 。) イタ リア で の 長期 滞在 か ら 帰っ て きた 中 田 さ ん は 、 人 生 を 楽し む 文 
化 (スロ ー ラ イフ ) が 自分 の サブカル チャ ー の 一 つ に な っ て いる こと を 感 
じ て い る 。 忙 し い 日 本 の 生活 の 中 で も 、 で きる だ け ゆ と り を 見 つけ 、 家 族 
や 友人 と の 触れ 合い を 楽し ん で いる 。 

(6)(  ) 新しい 上 司 に 代わ っ た ら 、 仕 事 の 進め 方 が 以前 と は まっ た く 異 な り 、 
私 た ち 部 下 は 非常 に 戸惑っ て いる 。 と に か く 新 し い ぃ やり方 に 早く 居れ よう 
と 皆 必 死 で が ん ば っ て いる 。 

(7) (  ) アメ リカ の 大 学 に 留学 し て 、 自 分 の 意見 を 主張 する 重要 性 を 痛感 し 
た 。 主張 し な けれ ば 、 相 手 は 自分 の こと を 理解 し て くれ な い 。 議論 を し て 、 
初め て 物事 が 進む の だ 。 一 方 、 日 本 で は 激しい 議論 は 和 を 乱す こと に な る 
の で 、 リ ー ダ ー が 全員 が 納得 で きる よう な 提案 を する こと で 物事 を 進め る 
ほう が いい 。 今 で は 両方 の や り 方 が 身 に つき 、 相 手 に よっ て 、 ど ちら に も 
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第 11 間 異 文化 受容 


対処 で きる よう に な っ た 。 

(8)(  ) 最初 は 非 の こ と を 「 三 食 昼寝 付き の 子育て な ん て 、 自 分 の 仕事 に 比 
べた ら 楽 な も ん だ 」 と 思っ て いた 。 で も 、 凌 と 話し 合う うち に 、 育 児 の 大 
変 さ 、 単 調 な 生活 の つま ら な さ 、 家 事 が 正当 に 評価 され な いむ な し さ な ど 、 
間 の 気持 ち が 理解 で きる よう に な っ た 。 今 で は た と え 仕 事 で 疲れ て 帰っ て 
き て も 、 で きる だ け 家 事 を 手伝い 、 雄 を いた わろ うと し て いる 。 

(9) (  ) 歯 が 痛 か っ た の で 歯医者 に 行っ た ら 、 同 じ 診 療 室 の 中 で 他 の 思 者 と 一 
緒 に 治療 を 受け た 。 自 分 の 治療 内 容 を 他 の 患者 に 聞か れ 、 す ご く 嫌 だ っ た 。 
プラ イバシー を 六 重 する と いう 点 で 、 日 本 は まだ 遅れ て いる 。 

0 (  ) 私 は 日 本 で は あま り で し ゃ ば ら な いよ うに 謙虚 に 行動 する が 、 欧 米 
に 行っ た ら 自 分 の 意見 を は っ きり と 主張 する 。 プ ブラ ジル の 友人 と は 、 挨 拶 
の キス を する し 、 抱 き 合 っ た り も する 。 イ ンド ネシア で は 予定 が 急 に 変わ っ 
て も あま り 気 に し な い 。 い ろ い ろ な 国 で 生活 する うち に 、 自 然 と それ ぞ れ 
の 国 の 考え 方 や 習慣 に 順応 で きる よう に な っ た 。 


現実 的 な 事例 で 異 文化 受容 の プロ セス を 考え る こと で 、 よ り 具 体 的 な イメ ー 
ジ が わい て くる は ず で す 。 実際 は 5 つの 段階 の 境界 線 は 明確 に 区 別 さ れ て いる 
わけ で は な く 、 ど ちら に も また が る よう な 場合 あり ます 。 こ れ ら の 段階 は 、 
あく まで 1 つの 目安 で あり 、 異 な る 考え 方 を 理解 し 、 受 け 入れ 、 自 分 の も ゃ の と 
する こと で 、 新 し い ア イデ ン テ ィ テ ィ が 確立 され て いく プロ セス を わか りや す 
く 説明 する も の で す 。 


(1) 田中 さん は 国連 の 仕事 を 通し て 様々 な 価値 観 を 自分 の 中 に 取り 入れ 、 地 球 
市 民 と し て の アイ デン ティ ティ を 確立 し て いる 。 

(2 日 本 人 の 態度 に つい て 、 自 文化 の 基準 で 判断 し て いる 。 

(3) 日 本 と 自国 を 客観 的 に 見 つめ 、 そ れ ぞ れ の 文化 の 価値 を 対等 に 評価 し て い 
る 。 

(4) 最初 は 文化 の 違い に 戸惑っ た が 、 そ の 後 、 生 活 に 慣れ る に し た が っ て 、 そ 
の 文化 に 合わ せる こと が で きる よう に な っ て いる 。 し か し 、 そ の 文化 の 価 
値 観 を 正しく 理解 し 、 受 け 入 れ て いる と まで は 言え な い 。 
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5) 相手 文化 を 自 文化 の 価値 観 に 取り 入れ て いる 。 日 本 人 と は 異な る アイ デン 
ティ ティ が 自分 の 中 に 形成 され 始め て いる 。 

6) 新しい 上 司 の 考え 方 の 違い に は 気づい て いる が 、 そ れ 以 上 の 理解 は 進ん で 
いな い 。 

7) 他 文化 の や り 方 (価値 観 ) を 積極 的 に 自分 の 中 に 取り 入れ 、 両 文化 を 自分 
の 文化 と し て 使い 分 ける こと が で きる よう に な っ て いる 。 

8) 相手 文化 ( 妻 ) の 価値 観 を 理解 し 、 受 け 入 れ て いる 。 自 分 と 相手 の 文化 を 
対等 に 見 つめ る こと が で きる よう に な っ て いる 。 

9) 自 文化 の 価値 基準 で 日 本 文化 を 考え て いる 。 

0) 自分 の 中 に 多様 な 価値 観 を 取り 入れ 、 ど の 国 で も その 文化 に 合わ せ て ふる 
まえ る よう に な っ て いる 。 


く 考 えよ う 6 > 

これ まで の 人 生 を 振り 返っ て 、 1 から 5 の 段階 の どれ か に あて は まる 具体 的 
な エピ ソー ド を 考え て みて くだ さい 。 あ な た は どの 段階 を 経験 し て いる で し ょ 
うか 。 


ED 


これ まで の 経験 を 振り 返る こと で 、 あ な た の 異 文化 受容 度 を 確認 し ま 
す 。 外国 に 対す る 考え 方 や 外国 人 に 対す る 見 方 な どか ら 、 自分 が どの 段階 
で 他 文 化 を 見 て いる か が わか る は ず で す 。 外 国人 と の 交流 に か ぎら ず 、 学 


校 の 友人 や 職場 の 同僚 、 上 司 な ど と の 関係 に お いて も この 段階 を あてはめ 
る こと が で きま す 。 夫 婦 関 係 や 親子 関係 で 考え て も いい で し ょ う 。 い ずれ 
も 、 あ る 事柄 で は 2 段階 、 他 の 事柄 で は 4 段階 な お ど と 、 ケ ー ス バイ ケー ス で 
異な る 段階 に な る こと が あり ます 。 そ の よう な 複雑 な 現実 面 も 実感 し な が 
ら 、 異 文化 受容 の プロ セス へ の 認識 を 深め まし ょ う 。 


第 11 音 異 文化 受容 


本 HHMEU 


ブラ ジル の 恋愛 事情 
プラ ジル 人 が 情熱 的 な の は 有名 で す 。 毎日 の 挨拶 で は 体 の 触 
れ 合い ぃ が 基本 で す 。 男 性 同士 で も れ ば 、 握 手 を し て 肩 を た た き 
合い ます 。 久 し ぶり に 会 う 時 は 、 し っ か り と 抱き 合い ます 。 異 
性 と は 必ず キス を し ます 。 私 が 住ん で いた リオ で は 左右 の 類 に 
2 回 音 を 立て て キス を し ます 。 サ ン パ ウロ で は 、 左 、 右 、 左 と 3 回 キス し ます 。 
キス と いっ て ゃ や 音 が 出 て いる だ け で 、 触 る か 触ら な いか の よう な 軽い キス で す 。 
リオ か ら サ ン パ ウロ に 遊び に 行っ た 時 に 知り 合っ た 女性 た ちと の お 別れ で は 、 
全員 と キス を 3 回 ずつ し な けれ ば な ら ず 、 大 変 だ っ た の を 思い 出し ます 。 
ブラ ジル 人 の 挨拶 に は スキ ンシップ が つき も の で すか ら 、 自 分 た ちの 体臭 に 
は と て も 敏感 で す 。 リオ は 1 年 中 暑く 、 す ぐに 汗 を か きま す が 、 カ リオ カ は 1 
日 に 3 回 シャ ワー を 浴び る と 言わ れる ほど シャ ワー 好き で す 。 朝 シャ ワー を 浴 
び 、 外 出 か ら 帰っ て き て 浴び 、 夜 に 再び 浴び る と いっ た 感じ で し ょ うか 。 ブラ 
ジル 人 は シャ ワー の あと で 全身 に シャ ワー コロ ン を 振り か ける の で 、 と て も い 
い 匂 い が し ます 。 2 年 間 の プラ ジル 滞在 中 に 体臭 で 不快 な 思 ぃ を し た こと が な 
か っ た の は 、 こ ん な ブラ ジル 人 の シャ ワー 好き の せい だ っ た の か も し れ ま せん 。 
六 婦女 女 

リオ で 暮らし た 経験 か ら 、 こ の よう な ブラ ジル 人 の 恋愛 事情 を 紹介 し て み ま 
し ょ う 。 日 本 で は 仲間 内 で 恋人 同士 が どい て も 、 見 た 目 で は すぐ に は わか り ま せ 
ん 。 こ れ が 、 リ オ で あれ ば 一 目 際 然 で す 。 い つも くっ つい て 体 を 寄せ 合い 、 離 
れる こと が な いか ら で す 。 他 の 友達 が 一 緒 に いよ うと お か まい な し 、 手 や 脚 や 
体 を 触り 合い 、 キ ス を し て いま す 。 ま る で 周り の 人 に わざ と いち ゃ つい て いる 
の を 見 せつ け て いる よう な 感じ で す 。 日 本 の 恋人 同士 の みう に 、 体 を 触れ な い 
で 一 緒 に いれ ば 、 二 人 は 付き 合っ て いな いと 見 な され 、 女 性 は すぐ に 他 の 男性 
の ター ゲッ ト と され て し まい ます 。 そ うさ れ な いた め に も 、 男 性 は 一 生 懸 命 に 
女性 へ の 愛情 を 見 せつ け 、 こ の 女性 は 俺 の も の だ か ら 誰 も 手 を 出す な と 言っ て 
いる わけ で す 。 女 性 も また 、 そ の よう な 男性 の ふる まい を 自分 に 対す る 愛情 の 
証し だ と 感じ て いる わけ で す 。 


当時 、 私 に は ちょ っ と 気 に な る 女の子 が いて 、 そ の 子 も 私 に 興味 が ある よう 
な そ ぶ り を 見 せ た こ と が あり ます 。 そ うす る と 、 そ の 女の子 と 付き 合っ て ぃ 
た 男性 の 私 を 見 る 視線 が 急 に 鋭く な り ま し た 。 そ の 子 と 私 が 話 を し よう も の な 
ら 、 必 ず 間 に 入っ て きま す 。 そ し て 、 私 を に らん で いま す 。 ブ プラ ジル 人 で あれ ば 、 
それ を は ね の け て 彼女 を ゲッ ト す る の で し ょ う が 、 日 本 人 の 私 は そこ まで し て 彼 
女 を 恋 う 気持 ち に は な れず 、 そ の まま 何 も し ませ ん で し た 。 そ の 女性 か ら す れ ば 、 
サイ ン を 送っ た の に 何 も し て くれ な か っ た と 感じ た に 違い あり ませ ん 。 プ ブラ ジル 
で 恋愛 する た め に は 、 日 本 人 の 道徳 観念 は 捨て 去り 、 と に か く ア タッ ク し な け 
れ ば な ら な いと 感じ た も の で す 。 

リオ で は 、 家 の 前 で いも ちゃ つい て いる 若い 男女 を よく 見 か け ま し た 。 生還 
議 に 思っ て ブラ ジル 人 の 友人 に 聞い て みる と 、 若 い 恋 人 同士 (ティ ー ン エー 
ジャ ー) は 、 二 人 きり の 外出 を 親 が 認め な い の で 、 仕 方 な く 女 性 の 家 の 前 で ぃ 
ちゃ いち ゃ し て いる と いう こと で し た 。 仮 に 外出 で きた と し て も 、 兄 弟 や や 姉妹 
が お 目付 け 役 と し て 同行 し な けれ ば な り ま せん 。 二 人 だ け で 外出 で きる まで に 
数 年 か か っ た と 私 の 友人 は た め 息 交じり に 話し て いま し た 。 ブ プラ ジル は カト 
リッ ク の 国 で す の で 、 恋 愛 に 関し て は 上 厳 し い ル ー ル が ある よう で す 。 プラ ジル 
の サッ カー 代表 選手 (その 当時 ) の カカ が 恋人 の カロ リー ネ さ ん と 童貞 と 処女 
の まま で 結婚 し た こと が 話題 に な り ま し た が 、 敬 虚 な カト リッ ク 教 徒 に と っ て 
は 、 ま さ に 理想 的 な カッ プル と いう こと に な る の で し ょ う 。 

カカ の 例 は 特別 と し て も 、 正 式 な 恋人 と し て の お 付き 合い の こと を ポル ト ガ 
ル 語 で ナ モ ラー “namorar” と いい 、 キ ス や べた べた は し ます が 、 最 後 の 一 線 
は 簡単 に は 越え を な いと いう こと らし いで す 。 こ れ に 対し 、 フ ィ カ ー “ficar” と 
いう 本 気 で は な い 付 き 合い 方 が あり ます 。 知 り 合っ た 日 か ら キ ス も し た り 、 ベ 
た べた し た り も し ます が 、 決 し て 付き 合っ て いる わけ で は な い の で 、 同 時 に 他 
の 異性 と 出かけ て も まっ た く 問 題 が な な いと いう 、 ち ょ っ と 日 本 人 に は 理解 で き 
な い 付 き 合い 方 で す 。 ナ モラ ー は 結婚 も 視野 に 入れ た 真剣 な お 付き 合い で 、 周 
りゃ 二 人 を 恋人 と し て 認め ます が 、 若 い プ ラジ ル 人 た ち は 、 そ ん な 資 任 感 や 道 
徳 感 の 強い ぃ ナ モ ラー より も 、 気 楽 な フィ カー だ け の 情事 を 楽し ん で いる よう で 
す 。 恋 愛 で は な い の で 、 カ トリ ッ ク 教 の 厳し い 教 え に は 抵触 し な いと いう の が 、 
ブラ ジル 人 の 解釈 な の か も し れ ま せん 。 


ーー エー っ ーー 
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目 分 を 知る 
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紅 ジョ ハリ の 窓 


ジョ セ フ ・ ラ フト と ハリ ント ン ・ イ ング ラム と いう 心理 学者 は 、 自 分 自身 を 
客観 的 に 見 つめ る た め に 、4 つ の 窓 か ら 考え る こと を 提案 し まし た 。 こ の 窓 は 、 
二 人 の 名 前 を 取っ て 、 ジ ョ ハリ の 窓 と 呼ば れ ま す "9。 


自分 が 知っ て いる 自分 が 知ら な い 


1 2 
他 の 人 が 知っ て いる 自己 開示 の 窓 盲目 の 窓 
(Open Sel0 (Blind SelD 


3 4 
他 の 人 が 知ら な い 秘密 の 窓 未知 の 窓 
(Hiddcn Sel0 (Unknown Sel?) 


第 1 の 窓 は 自己 開示 の 窓 で 、 誰 も が 知っ て いる 部 分 で す 。 皆 さん は 、 自 分 
自身 に つい て どれ くら い 自 己 開示 し て いる で し ょ うか 。 そ れ に よっ て 、 こ の 窓 
の 大 き さ が 決ま っ て きま す 。 

第 2 の 窓 は 盲目 の 窓 と 呼ば れん ます 。 周 り の 人 は そう 思っ て いる に も か か わら 
ず 、 本 人 が まっ た く 気 づい て いな い 部 分 で す 。 

第 3 の 窓 は 秘 審 の 窓 で す 。 人 に は 決し て 口外 し な い 隠 され た 部 分 で す 。 多 か 
れ 少 な か れ 、 秘 密 は 誰 も が も っ て いる の で は な いで し ょ うか 。 

第 4 の 窓 は 未知 の 窓 と 呼ば れ ま す 。 自 分 も 知ら な い が 、 他 の 人 も 知ら な い 、 
あな た に と っ て 無限 の 可能 性 を 秘め た 部 分 で す 。 


ジョ ハリ の 窓 は 私 た ち に 、 自 分 が 知っ て いる 部 分 は 第 1 と 第 3 の 窓 だ け で あ 
り 、 自 分 の 知ら な い 第 2 や 第 4 の 窓 が 存在 する こと を 教え て くれ ます 。 ジ ョ ハ 
リ の 窓 を 考え る こと は 、 客 観 的 な 自分 の 姿 を 考え る 手掛かり と な る で し ょ う 。 
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第 12 意 自分 を 知る 


1) 4 つの タイ プ 
ジョ ハリ の 窓 は どの 窓 が 一 番 大 きい ぃ か に よっ て 、 以 下 の 4 つの タイ プ に 分 類 
され ます 。 


A 己 開 示 の 窓 」 が 大 きい 人 ) : 自己 開示 度 が | 1 
大 きい だ け で な く 、 他 の 人 の 自分 に 対す る 反応 へ の 
感受 性 が 高い と され ます 。 策 極 的 で 明る い 人 が 多い | ぉ | 
タイ プ で す が 、 自 己 開示 が あま り に 大 きす ぎる と 、 
反対 に 相手 に 迷惑 が な られ る こと に な り ま す 。 
に 


B(「 秘 密 の 窓 」 が 大 きい 人 ):A タ イプ と は 反対 に 、 
自己 開示 が 小さ いた め 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン が 困難 に な る 可能 性 が あり ます 。 自 分 自身 に つい 
て ほとん ど 語 らち な いた め 、 ミ ステ リア ス な 人 だ と 思 
われ る こと が 多い か も し れ ま せん 。 


C (「 盲 目 の 窓 」 が 大 きい 人 ) : 他 の 人 の 自分 に 対 
する 反応 へ の 感受 性 が 低い と され ます 。 周 り の 究 囲 
気 に 貴 いと され る “KY” と 呼ば れる 人 や 人 の 意見 を 
聞こ うと し な い 頑 固 な 人 に 多い タイ プ で す 。 独裁 者 
と 呼ば れる 人 は この タイ プ が 多く な り ま す 。 


D (「 未 知 の 窓 」 が 大 きい 人 ) : 自 己 開示 度 が 少な く 、 
他 の 人 の 自分 に 対す る 反応 へ の 感受 性 も 低い と され 
ます 。 年 齢 が 若く 、 ま だ 自分 に 自信 を も て な い 人 な 
ど が 、 こ の よう な タイ プ に な り ま す 。 


異 文化 理解 の 観点 あら 4 つの 窓 を 考え る と 、 第 1 の 窓 が 重要 と な り ま す 。 他 
者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン に お いて は 、 積 極 的 に 自己 開示 を する こと で 、 周 り 
と の 信頼 関係 が 構築 され る か ら で す 。 し た が っ て 、 上 の 例 で 言え ば 、A タ イプ 
が 理想 的 な 窓 の 姿 に 近い と いう こと に な る で し ょ う 。 
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あな た の 自己 開示 度 に つい て 、 実 際 の 状況 に 即 し て 考え て みる こと に 
し まし ょ う 。 次 の 1 か ら 10 の 話題 に つい て 、 異 な る 7 人 の 相手 に ど 
の 程度 まで 自己 開示 する か 、0 か ら 3 まで の 数 字 で 表し て くだ さい 。 具 体 的 な 
人 を 頭 に 描い ぃ て 、 考 える と い ぃ で し ょ う "7。 


何 も 話 さ な い =0 少し だ け 話 す =1 ある 程度 話す =2 詳し く 話す =3 


5. 相手 の 嫌 な 


と ころ 
6、 収入 
7. 金銭 問題 


9. 病気 や けが 、 
手術 


10. 男女 の 役割 


平均 点 
(合計 +10) 


* 該当 者 が いな い 場 合 は 書か な く て も か まい ませ ん が 、 過 去 に 実在 し た 場合 は 、 そ 
の 時 の こと を 思い 出し て 記入 し て くだ さい 。 

ネ 「 見 知ら ぬ 人 」 は 、 た また ま 店 先 や 電車 、 バ ス な ど で 話 を 交わ し た 人 の こと で す 。 

* ネ 「 信 頼 し な い 人 」 は 、 知 り 合い の 中 で 信頼 を 皿 い て いな い 人 の こと を 意味 し ます 。 
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第 12 意 自分 を 知る 


平均 点 が 出 た ら 、 得 点 の 高い 人 か ら 順 番 に グラ フ に 書き 入れ て み ま し ょ う 。 
皆さん の 自己 開示 は どの よう な グラ フ を 描く で し ょ うか 。 


グラ フ が 完成 し た ら 、 以 下 の こ と を 確認 し て み ま し ょ う 。 


(1) あな た が 最も 自己 開示 する 相手 は 誰 で し ょ うか 。 


うか 。 


最も 自己 開示 する 相手 は 人 に よっ て 異な る の で 、 自 分 が 一 番 信 頼 す る 人 は 誰 
な の か を 知っ て お く こ と は 重要 で す 。 ま た 、 自 己 開示 の グラ フ を 作成 する こと 
は 、 自 分 が どの よう な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取っ て いる の か 、 客 観 的 に 考え る 
資料 と な り ま す 。 自 己 開示 の 傾向 を 知る こと で 、 コ ミュ ニケ ーション を 改善 す 
る 手掛かり と し て くだ さい 。 
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標準 タイ プ 


ス あな た は どん な 人 ? ニニ ーー 


話 下手 タイ プ 


0 


0 


親しい 人 に は 詳し く 、 親 し く な い ぃ 人 
に は 挨拶 程度 の 話 を する 人 で す 。 


人 見 知り タイ プ 


自分 の こと を 話す の が 苦手 な 人 で 
す 。 親しい 人 に も あま り 話 し ませ ん 。 


秘密 主義 タイ プ 


0 


親しい 人 に は 何で も 話し ます が 、 親 
し く な い 人 に は ほとん ど 話 さ な い タ 
イプ で す 。 


話 好き タイ プ 


誰 に 対し て も 自分 の こと は ほとん ど 
話さ な い 秘 密 の ベー ル に お お われ た 
人 で す 。 


社交 的 タイ プ 


90 


3 


中 ーーーーーー ニ ーー - 


9 


初め て 会 っ た 人 を 含め 、 誰 に 対し て 
も 何で も 自分 か ら 話す タイ プ で す 。 


どん な 人 と も 、 一 定 の 距離 を 保っ て 、 
自己 開示 が で きる タイ アプ で す 。 


ee 
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第 12 草 自分 を 知る 


自己 開示 の 深 さ は 文化 だ け で な く 個人 に よっ て も 異な り ま す 。 あ な た の 自己 

開示 の グラ フ に は どの よう な 特徴 が あっ た で し ょ うか 。 こ こ で 見 る グラ フ は 、 
典型 的 な も の を 示し て いま す が 、 皆 さん の グラ フ は か ぎら れ た 人 情報 を も と に 作 
成 さ れ て いま す の で 、 こ れ で あな た の タイ プ が 決定 され る わけ で は あり ませ ん 。 
あく まで 参考 資料 と し て お 考え くだ さい 。 


人 いい と こさ が し 


どん な 人 に で も 長所 と 短所 が あり ます 。 周 り の 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン で 
は 進ん で 相手 の 長所 を 認め 、 メ ッ セ ー ジ を 発信 し て いく こと が 相手 と の 円 滑 な 
関係 を 作り 上 げ る ポイ ント と な り ま す 。 背 定 的 な 見 方 で 相手 を 見 つめ る こと は 、 
同時 に 自分 自身 を 青 定 的 に 認め る こと に つなが り ま す 。 よ り よ い 人 間 関 係 を 築 
く た め に は 、 前 向き で 積極 的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 心がけ る 必要 が あり ます 。 


あな た の 周り に いる 人 の いい と ころ を 積極 的 に 探し まほ しょう 。 そ れ 

ぞ れ 具体 的 な 人 を 一 人 ずつ 特定 し て 、 そ の 人 の いい と ころ を で きる 
だ けた くさ ん 書い て くだ さい 。 決 し て マイ ナス な 評価 は し な いよ うに 気 を つけ 
て くだ さい 。 


人 いい と ころ (具体 的 な 内 容 ) 


自分 が 苦手 な 人 | 
( ) ! 
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前 ペー ジ の 表 を 見 て 、 ど の よう に 感じ ます か 。 こ の 記述 を 通し て 、 感 じ た 
と 、 気 づい た こと を 書い て くだ さい 。 


rt 


身近 な 人 を 月 定 的 に 見 直し て みる と 、 今 まで 気がつか な か っ た いい と ころ が 
た くさ ん 出 て くる は ず で す 。 そ の よう な 見 方 で その 人 と 接する よう に すれ は ば 、 
お 互い の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 改善 され て いき ます 。 世 の 中 に は 完璧 な 人 な ど 
存在 し ませ ん 。 誰 に で も 長所 と 短所 が あり ます 。 短 所 より 長所 を 認め て 、 そ れ 
を 積極 的 に 評価 し 、 発 信 し て いけ ば 、 今 まで と は 違う 人 間 関 係 が 生ま れる は ず 
で す 。 


OT TT TTITTTTTTTT TT TT TT 


く 教 室 で や る 場合 > 

教室 で 行う 場合 、、 グ ルー プ ご と に グル ー プ 全員 に 対す る よい 面 を 記入 し ま 
す (詳し く は 解答 例 pp.217-218 参照 ) 9。 時 間 が 来 た ら 、 そ れ ぞ れ の 人 ご 
と に 紙 を 集め 、 自 分 に 対す る 表 定 的 な 評価 を 確認 し ます 。 そ の 上 で 、 以 下 の こ 
と に つい て 、 グ ルー プ で 話し 合い ます 。 


(1) あな た は 、 自 分 の いい と ころ を 読ん で 、 ど の よう に 感じ まし た か 。 
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(2) この 活動 か ら ど の よう な こと が わか り 、 そ れ を 皆さん の 生活 に どの よう に 
役立て る こと が で きる で し ょ うか ? 


解説 

「 い いと こさ が し 」 は グル ー プ で 活用 する と 、 非 常に 効果 的 で す 。 ど ん な 人 
で も 自分 の いい と ころ を 読む の は 気分 が いい も の で す 。 グ ルー プ の 人 が 自分 に 
対し て こん な に よく 思っ て いる の だ と 感じ る と 、 グ ルー プ 全 員 に 対す る 信頼 感 
が 強く な る で し ょ う 。 こ の 活動 を 通し て 、 ポ ジテ ィ ブ に 物事 を 考え る こと で 人 
間 関 係 が スム ー ズ に な る こと を 実感 し ます 。 ま た 、 こ の よう な 態度 は 異 文化 交 
流 に お いて も 同様 で あり 、 ど ん な こと に も 前 向き に 考え る こと の 重要 性 を 認識 
させ て くれ ます 。 

人 に よっ て は 、 書 か れ た 内 容 が 表面 的 で 、 本 当 の 姿 を 反映 し て いな いと 批判 
する こと が あり ます 。 し か し 、 表 面 的 で ある ろう と な か る ろう と 、 他 の 人 が その よ 
うに 感じ た こと は 事実 で す 。 誰 に も いい と ころ 、 悪 いと ころ は ある は ず で す 。 
その いい と ころ を 見 る 訓練 と し て 、 こ の アク ティ ビ テ ィ を 捉え て いま す 。 も し 、 
書か れ た 内 容 は 単なる 外交 辞令 で 、 本 当 で は な いと 思う 人 が いた ら 、 と て も ネ 
ガ テ ィ ブ な 捉え 方 だ と 言え ます 。 そ の よう な 人 に は 、 ネ ガ テ ィ ブ か ら ポ ジテ ィ 
ブ な 考え 方 に 変わ る こと が 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 円 滑 に する 方 法 で 
ある こと を 知っ て も ら う 必要 が あり ます 。 

さら に 、 自 分 で は 予想 も し な か っ た よい 面 が 指摘 され 、 ジ ョ ハリ の 窓 の 「 自 
分 が 知ら な い 面 」 を 知る きっ か け と な る 人 も 少な く あ り ま せん 。 ア クティ ビ テ ィ 
が 終わ る と 、 ど の グル ー プ も 明る く 満 足 感 で いっ ぱい に な り ま す 。 個々 人 で 
様々 な 学び が ある の で 、 グ ルー プ に よる 話し 合い を 深め る 時 間 を し っ か り と 取 
り た いも の で す 。 
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EE 


異 文化 理解 の 原点 、 男 と 女 


「 男 と 女 の 間 に は ふか く て 暗い 河 が ある 」1970 年 代 
に ヒッ ト し た 「 黒 の 舟 唄 」 の 有名 な フレ ー ズ で す 。 男 
仁 と 女性 の 間 に は 埋め る こと が で き な い ほど の 大 き な 

違い が 存在 する こと を 、 哀 し い メ ロディ ー と と も に 静 
か に 語り か け て きま す 。 育 目 の 歌 手 、 長 谷川 きよ し さん や 加藤 登紀子 さん ら が 
歌い 、 歌 詞 の 内 容 が 多く の 人 の 共感 を 呼び まし た 。 

私 が 先妻 ( 先 奏 は 病気 で 亡くし て いま す ) と 結婚 式 を 挙げ た 時 、 来 容 の 方 が 
され た スピ ー チ を 今 で も 覚え て いま す 。 そ の 方 は 、「 夫 婦 生 活 は まさ に 堪忍 袋 
を 背負 っ て 歩く が ご と し 。 な ら め ぬ 堪 忍 、 す る が 堪忍 。 堪 忍 袋 が 破れ た ら 縫 い 、 
破れ た ら 縫 い 、 人 生 を 歩い て いっ て ほし い 。」 と 述べ られ た の で す 。 この 時 の 私 
は 、 こ の 言葉 の 本 当 の 意味 が わか ら ず 、 自 分 に は まっ た く 関 係 の な いこ と だ と 
思っ て いま し た 。 今 か ら 思 うと 、 な ん て ノー 天気 で 、 甘 ぃ 考え だ っ た か と 恥ず 
か し く 思 いま す 。 を その 後 、 こ の スピ ー チ の 意味 を 嫌 と いう ほど 思い 知ら され る 
よう に な る と は 、 こ の 時 点 で は 想像 すら で きま せん で し た 。 

男女 間 の 違い に つい て 書か れ た 書籍 は 書店 に あふ れ て いま す 。 世 界 中 で 翻訳 
され 、 ミ リオ ン セ ラー と な っ た 作品 に 、 ピ ー ズ 夫 奏 の 『 話 を 聞か な い 男 、 地 図 
が 読め な い 女 」 と ジョ ン ・ グ レイ 博士 の 『 ベ スト ・ パ ー ト ナー に な る た め に 一 
男 は 火星 か ら 、 女 は 金星 か ら や っ て きた 」 が あり ます 。 ど ちら の 本 も 男女 問 
の 理解 し が た い 潜 を ユニ ー ク な 視点 か ら 解説 し て いて と て も ゃ 興味 深い も の で す 
が 、 ジ ョ ン ・ グ レイ 博士 の 本 は 私 に と っ て 非 営 に イン パク ト の 強い 作品 で し た 。 
「 男 は 火星 か ら 、 女 は 金星 か ら や っ て きた 」 と いう キャ ッ チ フレ ー ズ が 最高 だ っ 
た か ら で す 。 ま さ に 、 相 手 を 宇宙 人 に た と える こと で 、 男 女 問 に 横たわる 根本 
的 な 問題 点 を 浮き 彫り に し て いま す 。 

衣 。 衣 。 交 女 

先ほど 、 先 美 を 病気 で 亡くし た と 書き まし た が 、 先 奏 と の 実質 的 な 生活 は 1 
年 で らい で 、 最 初 の 子供 を 産ん で すぐ に 病 に 伏し 、 数 年 後に 帰ら ぬ 人 と な り ま 
し た 。 病気 に な る まで の 間 は 、 他 愛 の な い 夫 婦 げ ん か も あり まし た が 、 そ れ な 
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り に 幸せ な 新婚 生活 を 送っ て いた と 思っ て いま し た 。 と ころ が 、 凌 の 道 品 を 整 
理 し て いて 、 日 記 の よう な 凌 の メモ 書き を 読ん だ 時 、 私 は 電 然 と し まし た 。 そ 
こ に は 、 私 に 対す る 不満 が 壮 き 連ね て あっ た か ら で す 。 そ う 言 えば 、 壮 の 思 痴 
に まっ た く 取 り 合 わ ず 、 た だ 聞き 流し て いた 自分 を 思い 出し まし た 。 妻 の 本 心 
に 戸惑い な が ら も 、 そ の 時 の 私 は 特に 反省 する こと も あり ませ ん で し た 。 

本 当 の 意味 で 、 私 が 男女 問 の 異 文化 を 実感 し た の は 、 現 在 の 凌 と 一 緒 に な っ 
た 2 度目 の 結婚 の 時 で す 。 付 き 合 っ て いる 時 に は それ ほど 感じ な か っ た ギャ ッ 
プ を 、 結 婚 後 す ぐに 感じ る よう に な っ た か ら で す 。 家庭 環境 の 遊 い 、 年 齢 差 に 
よる ギャ ッ プ 、 お 互い に 期待 する も の の 相違 な どか ら 、 け ん か が 絶え る こと が 
あり ませ ん で し た 。 今 か ら 思 うと 、 私 は 男 の 論理 、 委 は 女 の 論理 で 口論 し て い 
た と 思い ます 。 一致 点 は いつ まで 経っ て も 見 つか り ま せん で し た 。 

異 文化 適応 の プロ セス で いえ ば 、 ま さ に カル チャ ー シ ョ ッ ク の ステ ー ジ が し 
ば らく 続き まし た 。 口論 し て いる うち に 、 だ ん だ ん 、 二 人 の 埋め が た い 溢 に 気 
づく よう に な り 、 お 互い に 妥協 する よう に な っ て きま し た 。 適応 開始 の ステ ー 
ジ に 入っ た わけ で す 。 互 い の 人 違い を 認め 、 相 手 の 考え を 章 生 する よう に な る と 、 
けん か の 回 数 が 滋 減 し まし た 。 今 で は 、 自 分 の 主張 を 押し 通す こと を 控え 、 で 
きる だ け 委 の 考え に 沿う よう に 努力 し て いま す 。 家 の 中 を 仕切 っ て いる の は 雪 
で ある 以上 、 妻 中 心 の 生活 に する の が 最 普 で ある と 気がつい た か ら で す 。 い く 
ら 私 が 努力 し て も 、 3 人 の 子供 は いつ の 間 に か 妻 の 側 に 立ち 、 家 で は まっ た く 
勝ち 目 が な いこ と も 悟り まし た 。 

奏 の 感じ て いる こと は な ん と な くわ か る よう に な り ま し た 。 し か し 、 女 性 と 
し て の 美 の 本 質 的 な 部 分 を 理解 で き て いる か と 言わ れる と 、 確 信 を も っ て 「 は 
い 」 と は 言え ませ ん 。 残念 な が ら 、 私 の 美 に 対す る 異 文化 受容 は 、 ま だ 2 段階 
か ら 3 段階 に いる と 言わ ざる を えま せん 。 委 の すべ て を 理解 する の は 至難 の 業 
だ と 感じ て いる か ら で す 。 し た が っ て 、 今 の 私 に で きる こと は 、 到 に 幸せ を 感 
じ て も ら え る よう に 自分 な り に 努力 する こと 、 そ れ が 、 我 が 家 の 平 和 、 一 家 団 
人 媒 (だんらん) に つなが る わけ で す 。 異 文化 適 店 は 、 異 文化 に 人 れ 、 上 手 に 付 
き 合 っ て いけ れ ば 、 適 応 し た と 考え る こと が で きま す 。 し か し 、 本 当 の 意味 で 
の 異 文化 理解 は そこ か ら が 始ま り で す 。 そ の 意味 で 、 私 に と っ て 、 凌 と いう 異 
文化 理解 は 永 避 に 続く テー マ な の か も し れ ま せん 。 


165 


What is your 
opinion? 
( 君 の 意見 は 9 


と へ Cu 
る S ( 四 堂 細 蹴 弄 田 之 ) ゴビ テ 
SS ご す 京 消 鞭 加 


| 


貞和 


Why dont you say 
anything? 
(な ん で 黙っ て る の 2) 
I'm asking you 
what you think. 
( 土 が 何 を 考え て いる か を 
聞い て いる ん だ よ ) 


got 


いい 


\ 


ljust asked them a question, 
but they didn't say anything. 
They were only smiling! 


(質問 し て も 何 も 言わ な いん だ 
た だ 笑っ て る だ け !) 


IL 


5° 
> 
、 コミ ュ ニ ケー ショ ン は 言葉 
/ だ け で 成立 する の で は あり ま 
Why is everyone 4 せん 。 コミ テラ ケミ ショ ジン の 
か な り の 部 分 は 非 言語 に よっ 


smiling at me? 

(な ん で みん な 

僕 の こと を 笑っ て る の ?) 

。 < 

Are you making 

fun of me? 
(みん な で 僕 の こと を パカ に 
し て る 2 


て も 表 さ れ ま す 。 し か し 、 こ 
の 非 言 語 コ ミュ ニケ ーション 
、 の 重要 性 に 気づい て いる 人 は 
、 それ ほど 多く あり ませ ん 。 こ 
の 章 で は 、 普 段 意 識 す る こと 
の な い 様 々 な 非 言語 メッ セー 
ジ に つい て 、 考 察 を 深め ます 。 


ーーー テ レー コ ーー テー コー コト ー コ テー コテ ー コ テー ニー コ ャ ーーーma コ 


169 


細井 言語 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 重要 性 


皆さん は 、 私 た ちの コミ ュ ニ ケー ショ ン に お ける か な り の 部 分 が 非 言語 メッ 

セー ジ に よる も の で ある こと を 知っ て いま すか 。 非 言語 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 
研究 者 で ある バー ドウ ィ ス テル は 二 人 の 会 話 の 65% が 動作 や ジェ スチ ャ ー な 
どの 非 言語 に よる も の で ある と 報告 し て いま す 。 ま た 、 心 理学 者 マレ ー ビ ア ン 
の 研究 に よれ ば 、 人 か ら 受 ける イン パク ト の 実に 93% が 言語 以外 の メッ セー 
ジ ( 声 の 調子 = 38%、 表 情 = 55%) か ら 来 る そう で す 。 


その 人 に 対す る イン パク ト 
2 言語 誠 


バー ドウ ィ ス テル マレ ー ビ ア ン 


し か し 、 こ の よう な 非 言 語 に よる コミ ュ ニ ケー ショ ン の 重要 性 に 気づい て ぃ 
る 人 は あま り 多 く あ り ま せん 。 そ こ で 、 こ の よう な 非 言語 に よる メッ セー ジ の 
伝達 は 私 た ちの コミ ュ ニ ケー ショ ン に お いて 、 ど れ く らい 重要 な の か 、 実 際 に 
考え て み ま し ょ う 。 


次 の スキ ッ ト は ファ スト フー ド 店 で の 店 員 と 客 の 会 話 で す 。 接 客 を 
担当 する マネ ー ジ ャ ー で ある あな た は 、 こ の スキ ッ ト に 対応 する 接 
客 マ ニュ アル 表 を 完成 させ な けれ ば な り ま せん 。 あ な た は 、 ど の よう な 接客 態 
度 を 店 員 に 求め ます か 。 
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ス 窒 に 対す る 店 員 の 対応 
| Em 


: いら っ し ゃ いま せ 。 こ ちら で 、 お 召し 上 が り で し ょ うか 。 
客 : いえ 、 持 ち 帰り で す 。 
店 員 : か し こま り ま し た 。 ご 注文 は お 決ま り で し ょ うか 。 
客 : え ー と 、 チ ー ズ バー ガー セッ ト 。 
店 員 : お 飲み 物 は 何 に な さい ます か 。 
客 : 何 が あり ます ? 
店 員 : 紅茶 、 コ ー ヒ ー、 コ ー ラ 、 フ ァ ン タ 、 オ レン ジジ ュー ス 、 ア ッ プ ル 
ジュ ー ス 、 ア イス ウー ロン 茶 が ご ざい ます 。 
客 : じゃ あ 、 ア イス ウー ロン 茶 。 
店 員 : か し こま り ま し た 。 た だ いま フラ イド ポテ ト を お 作り し て いる 関係 
で 、 お 時 間 3 分 ほど か か り ま す が 、 よ ろ し いで し ょ うか 。 
客 : は い 。 
店 員 : あり が と う ご ざ いま す 。 で は 、 お 会 計 は 400 円 に な り ま す 。 
客 : (片手 で お 金 を 渡す ) 
店 員 : (両手 で お 金 を 受け 取り ) 1000 円 、 お 預かり いた し ます 。 お 釣り 
を 600 円 、 お 返し いた し ます 。 (左手 を 客 の 手のひら の 下 に 添え な 
が ら 、 右 手 で お 釣り を 渡す ) 
で は 、 少 々 お 待ち くだ さい ませ 。 


(数 分 経過 する ) 


お 待た せい た し まし た 。 チ ー ズ バー ガー セッ ト で よろ し か っ た で 
し ょ うか 。 
客 : は い 。 
店 員 : (両手 で 商品 を 客 に 渡す ) お 飲み 物 が 入っ て いま す の で 、 お 気 を つ 
け て お 持ち くだ さい 。 
客 : (商品 を 受け 取る ) 
: あり が と う ご ざ いま し た 。 


接客 マニ ュ ア ル 表 


ei | 接客 態度 | 


挨拶 


話し 方 ・ 声 (大 き さ ・ 質 ・ ト ー ン ) 


視線 


体 全 体 の 動き 


あな た が この 表 に 書き 込ん だ 接客 態度 が すべ て 非 言語 コミ ュ ニ ケー ショ ン と 
な り ま す 。 こ こ に 書か れ た 態度 を 無視 し て 接客 する こと は 不可 能 で し ょ う 。 こ 
の こと か ら 、 客 に 対す る 接客 マナ ー は 非 言語 行動 が な く て は 成立 し な いこ と が 
わか り ま す 。 そ れ ほ ど 、 非 言語 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 重要 性 は 高い わけ で す 。 
この こと を 確か め る た め に 、 上 に 見 る 非 言語 行動 を 一 切 使わ な いで 接客 を や っ 
て みる と いい で し ょ う 。 お そら く コ ミュ ニケ ーション その も の が 成り 立た な く 
な る は ず で す 。 


名 非 言語 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 種類 


「 ワ ー ク 8」 で 確認 し た よう に 、 私 た ちの コミ ュ ニ ケー ショ ン に と っ て 、 非 
言語 メッ セー ジ は な く て は な ら な いも の で す 。 こ の よう な 非 言語 コミ ュ ニ ケー 
ショ ン は 、1 ) 身体 動作 、2 ) 身体 的 特徴 、3 ) 接触 行動 、4 ) パラ 言語 、5) 
空間 、6 ) 人 工 品 、 の 6 種 に 分 類する こと が で きま す 9。 以下 、 こ れ ら の 分 
類 に つい て 説明 し ます 。 
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1) 身体 動作 


ジェ スチ ャ ー、 姿 勢 、 体 の 動き 、 表 情 、 視 線 な ど 


OK サイ ン は 国 に よっ て 様々 な 意味 が あり ます 。 フ ラン ス 
で は 「 ゼ ロ 」 で 、「3」 を 意味 する 国 も あり ます 。 ア メリ カ 
で は 「OK」、 日 本 で は 「OK」 の 他 に 「 お 金 」 の 意味 も や あり ます 。 
南米 で は この サイ ン を 上 下 反 対 に する と 、 お し り の 穴 を 意味 し 、 強 烈 な 舌 辱 の 
サイ ン と な る の で 、 注 意 が 必要 で す 。 ウ イン ク は 日 本 で する と キザ に 思わ れる 
の で 、 ほ と ん ど 見 る 機会 は あり ませ ん が 、 筆 者 が プラ ジル に 滞在 し て いた 時 に 
は 、 挨 拶 時 に 同性 の 友達 か ら よ くさ れ た の を 思い 出し ます 。 


2) 身体 的 特徴 


体つき 、 皮 膚 の 色 、 体 臭 、 口 臭 、 頭 髪 な ど 
体 の 大 き さ は それ だ け で 相手 に 大 き な イ ン パ クト を 与え ま 
す 。 ま た 、 白 人 や 黒人 な ど 、 日 本 人 と 肌 の 色 の 違う 人 は 日 本 


で は か な り 目 立ち ます 。 ア フリ カ か ら 来 た 黒人 留学 生 が エレ 

ベー ター か ら 出 よう と し た 時 、 エ レベ ー タ ー を 待っ て いた 子供 に (怖く て ) 泣 
か れ た 話 を 本 人 か ら 聞 いた こと が あり ます 。 私 た ち は 何 も し な く て も 存在 する 
だ け で メッ セー ジ を 発し て いる と 言え る で し ょ う 。 


3) 接触 行動 


肩 や 腕 を 組む 、 握手 や キス 、 抱擁 に よる 体 の 触れ 合い な ど 


韓国 で は 、 仲 の よい 女性 同士 は 手 を つない で 歩き ます 。 日 
本 に は な い 習 尼 で す 。 日 本 人 女性 と 仲よく な っ た 韓国 女性 が 
手 を つなご うと し て 、 や ん わり 拒否 され 、 シ ョ ッ ク を 受け た 
と いう 話 を 聞い た こと が あり ます 。 ブ プラ ジル で は 挨拶 時 に 体 の 接触 が 頻繁 に あ 
り ま す 。 男 性 同士 は 握手 し た り 肩 を た た いた り 、 抱 き 合っ た り し ます 。 異性 問 
で は キス を 両 類 に する の が 一 般 的 で す 。 日 本 で は 子供 の 頭 を な で た り し ます 。 
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4) パラ 言語 


声 の 質 や 調子 (トー ン 高低) 境 沈 呈 間 ) 
せき 、 笑 い 声 、 口 笛 な ど 


言葉 以外 の 音 は すべ て パラ 言語 に な り ま す 。 自 分 が ここ に 
いる よ と 知ら せる せき は パラ 言語 で す 。 同 じ よ うに 、 ト イレ の 水 を 流す 音 で ト 
イレ の 様子 を わか ら な くさ せる の も 、 広 い ぃ 意味 で の パラ 言語 に 含ま れ ま す 。 興 
准 し て 話す 女性 が 手 を た た く の も パラ 言語 で す 。 ま た 、 フ ィ ン ガ ー ス ナッ プ ( 指 
パッ チン ) や 口笛 な ども そう で す 。 日 本 で は 年 配 の 男性 の 話し 方 を 聞い て いる 
と 、 息 を 吸う 音 を 出し な が ら 話す こと が あり ます 。 欧 米 で は 見 られ な い 話 し 方 
で 、 こ の 話し 方 を 真似 する 留学 生 も いる ほど で す 。 


5) 空間 


対人 距離 や 座席 の 取り 方 、 土 地 や 空間 の 使い 方 な ど 


授業 を し て いる と 、 大 学 の 教室 で 席 が た くさ ん 空い て いる 

場合 、 日 本 人 は 仲 が よく て も 間 の 席 を 1 つ 空け 、 そ こ に 荷物 
な ど を 証 い て 座る の を よく 見 ます 。 こ れ に 対し 、 中 国人 留学 
生 は 横 に 並ん で 一 緒 に 座る こと が 多い と 言え ます 。 ま た 、 日 本 で は 家 の 周り を 
堀 で 囲み ます が 、 ア メリ カ で は フェ ンス で 囲っ た 家 を あま り 見 た こと が あり ま 
せん 。 こ の よう に 、 空 間 に 対す る 考え 方 は 文化 に よっ て 異な り ま す 。 


6) 人 工 品 


服装 や 装飾 品 、 か つら 、 化 粧品 、 香 水 な ど 


その 人 の 身 に つけ る も の は それ だ け で メッ セー ジ を 発し て 
いま す 。 昔 か ら 教 師 は あま り 華 美 な 服装 を する な と 言わ れ て 
きま し た が 、 そ れ は 、 教 師 の 放つ メッ セー ジ が 学習 の 妨げ に 
な る の を いま し め た か ら で し ょ う 。 フ ァ ッ ショ ン や 身 に つけ る 装飾 品 な どか ら 
その 人 が どの よう な タイ プ の 人 か だ いた い 想 像 が つく の は 、 こ れ ら の 強い メッ 
セー ジ に よる も の で す 。 
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日 本 人 特有 の 非 言 語 コ ミュ ニケ ーション に は どん な も の が ある か 、 具 
体 的 に 考え て み ま し ょ う 。 


種類 日 本 人 特有 の 非 言 語 コ ミュ ニケ ーション の 例 


私 た ち は 普 段 あ まり 意識 し ませ ん が 、 日 本 人 特有 の 非 言語 コミ ュ ニ ケー ショ 
ン は か な り 存 在 し ます 。 外 国人 に 気 に な る 日 本 人 の 非 言語 行動 を 聞い て みる の 
も 面白 いで し ょ う 。 ま た 、 も し 、 あ な た が 海外 で 益 ら し た こと が あれ ば 、 日 本 
と は 異な る 外国 人 の ジェ スチ ャ ー も 思い 出し て くだ さい 。 
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解説 

日 本 人 の 非 言 語 行動 の 中 で 外国 人 が 不快 感 を 示す も の に 、「 鼻 を すす る 」 が 
あり ます 。 日 本 で は 、 花 粉 症 の 人 や 風邪 を 引い た 人 が よく 自 を すす り ま すか が 、 
欧米 人 に は 我慢 で き な い 動作 の 一 つ で す 。 反対 に 、 オ ー ス トラ リア 人 や ヨー 
ロッ パ 人 の 中 に は ハン カチ で 中 を か ん で 、 そ れ を 丸め て ポケ ッ ト に し まい 、 ま 
た あと で それ を 使っ て 中 を か む 人 が いま す 。 日 本 人 の 感覚 で は と て も 見 る に 堪 
えな い 習 慣 で す 。 

その 他 に も 、 日 本 人 が 案外 気づい てい ない 動作 と し て は 、 混 ん で いる 電車 で 
空い て いる 席 に 座る 時 、 座 っ て いる 人 に 頭 を 下げ て か ら 座 る こと や 若い 女性 が 
話 に 夢中 に な っ て いる 時 に 手 を た た いた りす る こと が あり ます 。 特 に 後者 は 外 
国人 に は 面白 く 映 る よう で す 。 ま た 、 人 の 前 を 通る 時 に 、 手 で 空気 を 切る 動作 
は 、 い っ た い 日 本 人 は 何 を し た ん だ と 、 不 思 議 が る 外国 人 が 多く いま す 。 

また 、 答 案 の 採 点 で 使わ れる 〇 (正解 ) と X (不正 解 ) が あり ます 。 中 国 
か ら 来 た ば か り の 留学 生 は 、 返 され た 答案 の 〇 の 多 さ に 敬 く こと が あり ます が 、 
実は 中 国 で は 〇 が つい た 箇所 は 間違っ て いる と ころ で 、 正 解 に は チェ ッ ク マ ー 
ク が つき ます 。 欧 米 で も 正解 に チェ ッ ク マ ー ク を つけ る の が 普通 で す 。 日 本 で 
は チェ ッ ク マ ー ク は 「 不 正解 」 を 意味 し ます の で 、 日 本 人 が 当たり 前 だ と 思っ 
て いる 採点 方 式 は 、 か な り 日 本 的 な 非 言 語 行動 の 一 つ で ある と 言え ます 。 

非 言語 行動 の 違い か ら 来 る 誤解 の 例 と し て 、 ア メリ カ で 子供 に 手招き を し た 
ら 、 向 こう へ 行け と 言わ れ た と 思っ て 泣き まし て し まっ た と いう こと が あり ま 
す 。 日 本 式 の 手招き は 、 ア メリ カ で は 人 を 追い 払う 時 に 使う ジェ スチ ャ ー と よ 
く 似 て いま す 。 ア メリ カ で は 手のひら を 上 に し て 呼び ます 。 ま た 、 日 本 人 が そ 
うじ ゃ な いと いう 意味 で 手 を 左右 に 振る 動作 は 、 欧 米 人 が 臭い 時 に する ジェ ス 
チャ ー と 似 て いま す 。 ト ルコ の 日 本 語 教師 に 聞い た 話 で す が 、 採 点 し た 答案 を 
返す と 、 学 生 が チェ ッ と 舌打ち を する こと が ある そう で す 。 こ れ は 、 点 の 悪さ 
に 対し て 自分 自身 に 向け られ て いる の で あっ て 、 決 し て 教師 に 対し て で は な い 
そう で す が 、 こ の 日 本 語 教師 は いつ も 嫌 な 感じ が し た と 言っ て いま し た 。 

非 言語 行動 は 言葉 と 同様 に 一 定 の メッ セー ジ を 発し ます の で 、 日 本 語 を 勉強 
し て いる 留学 生 に と っ て も 重要 で す 。 言 葉 だ け で な く 、 日 本 人 らし い 非 言語 行 
動 を 身 に つけ る こと が 、 日 本 語 の 上 達 に 大 きく 貢献 する こと に な る か ら で す 。 
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ー ド kk kl 還 3 


オー スト ラリ ア こ と 動物 


オー スト ラリ ア と いえ ば 、 コ アラ と カン ガル ー を 思い 浮か 
べ る 人 が 多い で し ょ う 。 コ アラ は 数 が 少な く 、 動 物 園 や オー 
スト ラリ ア 東 部 に ある 自然 保護 区 な ど に 行か な けれ ば 見 る こ 

と が で きま せん が 、 カ ン ガ ルー は オー スト ラリ ア 全 土 に 生息 

し 、 ど こ で も 見 る こと が で きま す 。 生息 数 は 5000 万 頭 以上 で 、 オ ー ス トラ リ 
ア の 全 人 口 2100 万 より も 多い と 言わ れ て いま す 。 オ ー ス トラ リア で は ずい ぶ 
ん と 頑丈 な バー が つい た 車 を よく 見 か け ま す が 、 そ れ は カン ガル ー バ ー と いっ 
て 、 カ ン ガ ルー の 条 突 か ら 車 の ボディ を 守る た め の も の で す 。 さ す が に 街中 に 
は カン ガル ー は いま せん が 、 ち ょ っ と 郊外 に 行く と 、 カ ン ガ ルー に ぶつ か る こ 
と は よく あり ます 。 私 も 一 度 友 人 の 車 で 夜 、 ブ ッシュ の 中 を 走っ て いた と ころ 、 
カン ガル ー に ぶつ か り 、 車 体 が へ こん だ 経験 が あり ます 。 こ の 時 の カン ガル ーー 
は 小型 種 の ワラ ビー で し た が 、 和 突 の 衝撃 は か な り 大 きか っ た よう に 感じ まし 
た 。 日 本 で は 、 猫 が 車 に 引か れ て いる の を 時 々 見 か け ま す が 、 オ ー ス トラ リア 
で は カン ガル ー の 死体 が 道 の あ ちこ ち に 転がっ て いた の を 思い 出し ます 。 

カン ガル ー の 数 が 多い の で 、 そ の 繁殖 数 を 抑え る た め に 、 政 府 は 合法 的 に カ 
ン ガ ルー を 処分 し て いま す 。 そ し て 、 そ の 肉 は ドッ グフ ー ド に 加工 され た り 、 
食肉 用 と し て 海外 に 輸出 され た り し て いま す 。 こ の こと か ら 、 日 本 な どの 商業 
捕鯨 に 反対 する オー スト ラリ ア 政 府 が カン ガル ー の 商業 捕獲 を 許可 する の は 矛 
盾 し て いる と し て 、 野 生 動物 保 訟 活動 家 か ら 非 難 の 声 が 上 が っ て いま す 。 そ う 
言え ば 、 シ ー シ ェ パー ド と いう 団体 は オー スト ラリ ア を 基点 に 日 本 で 急進 的 な 
反 捕鯨 活動 を 展開 し て いま す が 、 カ ン ガ ルー の 捕獲 に つい て は どの よう に 考え 
て いる の で し ょ うか 。 一度 その 公式 見 解 を 聞い て みた いも の で す 。 

オー スト ラリ ア に は 、 動 物 だ け で な く 、 珍 し い 則 虫 類 も 生息 し て いま す 。 一 
番 有 名 な の が エリ マキ トカ ゲ で す 。 テ レビ 番組 で 紹介 され た の が きっ か け で 、 
日 本 で は 1980 年 代 に 一 大 ブー ム と な り ま し た 。 普 段 は 4 つ 足 で 普通 の トカ ゲ 
の よう に 歩き ます が 、 尋 奪 する と 首 の 周り の 宰 飾 り を 広げ 、 2 足 で 走り まわ る 
姿 が と て も ユー モラ ス で す 。 1984 年 に は 初 来 日 も や 果たし て いま す 。 生 息 地 は 


オー スト ラリ ア 北 部 に か ぎら れる た め 、 動 物 園 な ど に 行か な いと 本 物 を 見 る こ 
と は で きま せん 。 私 も 動物 園 で 見 た こと が あり ます が 、 普 段 は 徐 を 閉じ て いる 
の で 、 徐 を 広げ て 走る 姿 を 見 る こと は で きま せん で し た 。 オ ー ス トラ リア の 2 
セン トコ イン の デザ イン に 使わ れ て いた こと も あり 、 以 前 は お 土産 と し て た く 
さん 購入 する 人 が いま し た 。 し か し 、 残 念 な が ら 、 現 在 で は 5 セン ト 未 満 の ユ 
イン は 廃止 され た た め 、 エ リマ キト カゲ の デザ イン の ある コイ ン を 入手 する こ 
と は で きま せん 。 
凛 。 凛 次 に 3 

エリ マキ トカ ゲ を は じ め 、 コ アラ や カン ガル ー な どの 動物 は 有名 で す が 、 日 
本 人 に ほとん ど 知 られ て いな い マ グ パ イ と いう 独特 の 鳥 が いま す 。 白 と 黒 の ま 
だ ら の 模様 を し た 中 型 の 鳥 で 、 人 間 を 少し も ゃ 恐れ な い 、 そ の ふてぶてしい 作 度 
は 日 本 に いる カラ ス 以 上 で す 。 この 鳥 が 6 月 か ら 9 月 まで の 繁殖 期 を 迎え る 
と 、 自 分 の 巣 に ある 卵 や ひな を 守る た め に 、 人 間 を 表 う よう に な り ま す 。 市 街 
地 の 木 の 上 に 巣 を 作る の で 、 そ の 近く を 歩い て いる と 後ろ か ら 突 然 攻撃 され 、 
頭 や 肩 な ど を 鋭い 爪 の ある 足 で つか まれ た り 、 く ちば し で つつ か れ た り し ます 。 
私 も 何 度 か 靖 わ れ そ うに な り 、 怖 い 目 に あい まし た 。 オ ー ジ ー は 慣れ た も の で 
す が 、 マ グ パ イ に 無防備 な 日 本 人 が 襲わ れ て 出血 し 大 騒ぎ に な っ た と いう 話 を 
聞い た こと が あり ます 。 

最後 に 、 も う 一 つ 、 私 に と っ て 忘れ る こと の で き な い 鳥 に ワラ イカ ワ セ ミ が 
あり ます 。 世 界 最大 の カワ セミ で 、 ま る まる と し た 小さ な 体 と 短い 首 、 長 く と 
が っ た くち ば し 、 短 い 足 を し た ユー モラ ス な 格好 の 鳥 で す 。 こ の 鳥 が 朝方 や タ 
暮れ 時 に 現れ る の で す が 、 鳴 く 声 が 人 間 の 笑い 声 に そっ くり な の で す 。 私 は 
キャ ン ベ ラ に ある オー スト ラリ ア 国 立 大 学 で 3 年 間 学 びました が 、 そ の 時 過 ご 
し た 寮 は 公園 の よう な 広大 な 大 学 キ ャ ン パ ス の 中 に あり まし た 。 夏 は サマ ー タ 
イム に な る の で 、 寮 で の 食事 が 終わ っ て か ら 、 夜 9 時 近く まで 大 学内 の テニ ス 
コー ト で 友達 と テニ ス を する の が 日 課 と な っ て いま し た 。 テ ニス を 楽し ん で ぃ 
る と 、 ワ ライ カワ セミ が 現れ 、 コ ー ト を 囲ん だ フェ ンス の 一 角 に ちょ こん と 乗 
り 、 笑 い ぃ 始め る の で す 。 お じい さん が 笑う よう な し ゃ が れ た 声 で 、 遠 くま で 稚 
く よ う に 鳴き ます 。 こ の ワラ イカ ワ セ ミ が 現れ る と 、 ま る で 自分 の 下手 な テニ 
ス を 笑わ れ て いる か の よう な 気持 ち に な っ た も の で す 。 
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アー の 2 6 


コミ ュー ケー ショ ン 


相手 の こと ば か り を 尊重 し 
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& 員 自分 の スタ イル を 知る 


私 た ち は 毎 日 異な る 考え 方 の 人 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取っ て いま す 。 そ の 
よう な 多種 多様 な 人 と の 交流 に お いて 相手 へ の 理解 を 深め る こと は 非常 に 重 
要 で す 。 し か し 、 た だ 単に 相手 を 理解 する だ け で 充分 な の で し ょ うか 。 そ の 
答え は ノー で す 。 相 手 を 理解 する こと は 重要 で す が 、 そ れ と 同時 に 、 自 分 の こ 
と も 相手 に 理解 し て も ら う 必要 が ある か ら で す 。 い つも 相手 ば か り を 尊重 し 、 
言い た いこ と も 言わ ず に 我慢 ば ぼ ば かり し て いる と 、 い つか 精神 的 な 限界 点 を 超 
えて し まう 可能 性 が あり ます 。 毎日 の 生活 で は 、 相 手 だ け で な く 自 分 も 大 切 
に する アサ ー テ ィ ブ ・ コ ミュ ニケ ーション (assertive communication) が 
必要 と な り ま す 。 あ な た は 普段 どの よう な コミ ュ ニ ケー ショ ン ・ ス タイ ル を 
取っ て いる で し ょ うか 。 以下 の ワー クシ ー ト で 自分 自身 の スタ イル を 確認 し 
て み ま し ょ う の 。 


も し 相手 と 意見 が 食い 違っ た ら 、 あ な た は どの よう な 対応 を 取る こ 
と が 多い で し ょ うか 。 次 の 項目 に つい て 一 番 あ て は まる 数 字 に 〇 を 
つけ て くだ さい 。 


そう で ある : 2 どちら と も 言え な い : 1 そう で は な い : 0 


| の 気まずく な ら な いよ うに 、 相手 に 謗 る こと が 多い 

② 正しい と 思っ た ら 、 自 分 の 意見 は 変え な い ほ うだ 

相手 の 意見 を 考 賊 し た 上 で 、 填 設 的 な 意見 を 提案 する よう に し て いる 
@ 邊 分 の 意見 で 相手 が 働 つて の で は な いか と 本 する 


⑤ 相手 の 気持 ち を 考え な が ら 、 自 分 の 意見 を 言う よう に し て いる 


⑥ 自分 の 意見 が 通ら な いと 不快 な 気分 に な る 
⑦ 言い た いこ と が あっ て も 、 言 わな いで いる こと が 多い 2・1・ 
⑧ 相手 の 意見 を 受け 入れ る と 、 負 けた よう な 気 が す る 2・1・ 


⑨ 自分 と 相手 の 両方 が 満足 する よう な 解決 方 法 を 見 つけ よう と する 
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セル フチ ェ ッ ク で 〇 を つけ た 数 字 を 左下 の 方 法 で 計算 し 、 そ れ を 右 の 表 に 
記入 し て 折れ 線 グラ フ を 完成 させ て くだ さい 。 


@+⑥+⑧= ( ) っ A 


①+@+⑦= ( ) っ B 


oo NL AO oo 


D+®+9= ( ) っ C 


(攻撃 的 ) (受身 的 ) (アサ ー テ ィ ブ ) 


トー 


採点 の 結果 、 ど の よう な グラ フ に な っ た で し ょ うか 。A タ イプ は 自己 主張 が 
強く 、 相 手 か ら 攻 撃 的 で ある と 取ら れ や すい コミ ュ ニ ケー ショ ン ・ ス タイ ル で 
す 。 B タイ プ は 受身 的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン で 、 日 本 人 に よく 見 られ る スタ イ 
ル で す 。 人 争い を 避け る あま り 自 分 の 気持 ち を 抑え る た め 、 ス トレ ス が た まり や 
すい と 言え ます 。C タ イプ は 自分 の 意見 を 主張 し な が ら 、 相 手 も 尊 重 す る コ 
ミュ ニケ ーション で す 。 自 分 を 大 切 に し な が ら も 、 他 者 へ の 配 号 も する 人 間 関 
係 を 構築 し て いま す 。 

この 3 つの スタ イル の うち 、 ど れ か 1 つ だ けが 6 点 で その 他 が 0 点 と いう 人 
は まず いま せん 。 そ れ は 誰 に で も A、B、C の 要素 が 備わっ て いて 、 状 況 や 相 
手 に よっ て 出 て く る 要素 や その 割合 が 変わ る の が 普通 だ か ら で す 。 た だ 、 ど の 
スタ イル が 大 きい か は 人 に よっ て 異な り ま す 。 自 分 が どの よう な スタ イル の コ 
ミュ ニケ ーション を 取っ て いる の か を 知る こと で 普段 の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 
向上 に つなげ る こと が で きま す 。 

気 を つけ て ほし い の は 、 こ の セル フチ ェ ッ ク は その 人 の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン ・ ス タイ ル を 決定 づけ る も の で は な いと いう こと で す 。 あ な た 自身 の コミ ュ 
ニケ ーション ・ ス タイ ル の 傾向 を 知る た め の 資 料 と し て 活用 し て くだ さい 。 
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く 確 認 チェ ッ ク 11> 

以下 の ケー ス に お ける 行動 パイ ター ン は 、A (攻撃 的 )、B (受身 的 )、C ( ァ 
サー ティ ブ ) の どの スタ イル に な る で し ょ うか 。 ま た 、 や も し 同じ 状況 が 起こ っ 
た ら 、 あ な た は どの よう な 態度 を 取る で し ょ うか 2。 


ケー ス 1 新幹線 の 切符 を 買う た め に 並ん で いる と 、 自 分 の 前 に 割り 込ん で き 
た 人 が いる 
COURT watae (な に よ 、 こ の 人 ! )」 
(  )「 あ の 、 列 の 最後 は あちら で す よ 。」 
( 。)「 あ の 、 並 ん で る ん で すけ ど 。 割 り 込 せ む の 、 や め て も ら え ませ ん か 。」 


ケー ス 2 た くさ ん の 仕事 を 抱え 、 忙 し く 働 いて いる 時 に 、 課 長 か ら 仕事 の 追 
加 が 来 た 
( 。)「・・・ わ か り ま し た 。( こ ん な に 人 忙し い の が 、 わ か ら な い の ! )」 
(  ) 「 課 長 、 勘 弁 し て くだ さい よ 。 こ の 忙し い 状況 で 、 も っ と 仕事 を や れ っ 
言う ん で すか 。」 
( )「 今 、 OO を し て いて 人 忙し いん で す が 、 どちら を 優先 し た たら いい でしょ 
うか ?」 


ケー ス 3 恋人 と デー ト す る 予定 が 、 急 に 相手 の 都合 で キャ ン セ ル に な っ た 
( 。)「 わ ざわ ざこ の 日 の た め に 休み を 取っ た ん だ よ 。 も うい いか げん に し 
て !」 
( 。)「 楽 し み に し て いた ん だ けど な あ ..。 じゃあ 、 許 し て あげ る か ら 、 
次 は た っ ぷり ご ち そ うし て ね 。」 
( 。)「 え え 、 そ うな の ? わか っ た 。( 楽 し み に し て いた の に .…)」 


解説 

普段 の 生活 の 中 で よく 見 られ る 光景 で す が 、 あ な た は どの よう な 行動 を 取っ 
て いる で し ょ うか 。 こ の よう な 身近 な 事例 で 3 種類 の コミ ュ ニ ケー ショ ン ・ ス 
タイ ル の 違い を 確認 し て お きま し ょ う 。 


第 14 章 アサ ー テ ィ ブ プ ・ コ ミュ ニケ ーション 
人 アサ ー テ ィ プ ・ コ ミュ ニケ ーション 


アサ ー テ ィ ブ ・ コ ミュ ニケ ーション は 、1960 年 代 以降 、 自 分 と 相手 の 両方 

の 権利 を 大 切 に する コミ ュ ニ ケー ショ ン ・ ス タイ ル と し て 、 ア メリ カ に お いて 
人 権 擁護 の 思想 と 運動 を も と に 発展 し て きた も の で す 。 他 者 と の コミ ュ ニ ケー 
ショ ン を 改善 する この スタ イル を 身 に つけ る た め に は 、 以 下 の 5 つ の ポイ ント 
を 理解 する 必要 が あり ます の ②。 


1) アク ティ ブリ スニ ング 

相手 の 意見 や 立場 を 尊重 する た め に 、 相 手 の 言 っ て いる こと に 対し て 心から 
耳 を 傾け て 聞く こと が 大 切 で す 。 ア クティ ブリ スニ ング は 、 積 極 的 傾聴 と も 呼 
ば れ 、 た だ 単に 相手 の 言っ て いる こと を 閉 け ば よい と いう も の で は あり ませ ん 。 
オー プン で か つ 和 柔軟 な 心 で 、 自 分 が 聞き た いと 思っ て いる こと だ け で な く 、 た 
と え 自 分 が 聞き た く な いと 思っ て いる こと で も 相手 の 言っ て いる こと を 聞く と 
いう 姿勢 が 重要 で す 。 アク ティ ブリ スニ ング の 基本 は あい ぃ づち で す 。「 う ん 」「 え 
え 」「 へ え 」「 な る ほど 」「 そ うな ん だ 」 と いっ た あい づち を 打つ こと で 、 相 手 
を 話 の リズ ム に 乗せ 、 効 果 的 な 傾聴 が 可能 と な り ま す 。 


2) オー プン エン ド 型 の 質問 

質問 を する 場合 、「 は い 」 か 「 い いえ 」 で し か 答え られ な いよ うな 質問 で は 
な く 、 相 手 が 自 由 に 自分 の 意見 を 述べ る こと が で きる よう な 質問 形式 に すべ き 
で す 。「 ど うし て 」「 な ぜ 」「 ど の よう に 」「 ど う や っ て 」 な どの 表現 を 使え ば 、 
多く の 情報 を 引き 出す こと が で きる で し ょ う 。 


「 自 分 の や っ た こと を 反省 し て いま すか 」 
つっ 「 は い 」 か 「 い いえ 」 で 答え られ る 


「 自 分 の や っ た こと を どう 思い ます か ?」 つ オー プン エン ド 型 の 質問 
た だ し 、 イ エス ・ ノ ー・ ク エス チョ ン と 比べ て 、 自 分 で 文章 を 組み 立て な けれ 
ば な ら な いこ と や 、 自 由 度 が 高い 分 、 自 分 の 考え を まとめ な いと 回 答 で き な い 


こと な どか ら 、 回 答 者 が 負担 に 感じ て し まう と いう 一 面 も あり ます 。 相 手 や 状 
況 に よっ て 使い 分 ける 必要 が ある と 言え る で し ょ う 。 
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3) わた し 文 (アイ ・ ス テイ トメ ント ) 

「 あ な た は 〇 〇 だ 」 と 相手 を 批判 する 言い 方 で は な く 、「 わ た し は こう 思う 」 
と いう わた し 文 を 活用 する 方 法 で す 。 問 題 が 生じ た 時 に 「 あ な た 文 」 を 使う と 、 
相手 を 非難 する 言い 方 と な り 、 相 手 は 攻撃 され た と 感じ や すく な り ま す 。 自 分 
は こう 感じ る と いう 「 わ た し 文 」 を 使う と 、 自 分 の 状況 や 気持 ち を 相手 に 伝え る 
こと に な る の で 、 誤 解 が ある 場合 に は 相手 も 修正 し や すく な り ま す 。 


「 遅 いで す よ 。 も っ と 早く 来 て て くだ さい ! 」 つ 相手 を 責め る 「 あ な た 文 」 

「 皆 と 一 緒 に 始め た い ぃ の で 、 全 員 が そろ わな いと 困っ て し まい ます 。」 
つ 自分 の 気持 ち を 述べ る 「 わ た し 文 」 

「 遅 く 帰 っ て くる な ら 、 連絡 ぐら いし て よ !」 つ 相手 を 責め る 「 あ な た 文 」 


「 帰 っ て こない と 心配 だ か ら 、 遅 く な る 時 は 連絡 が ほし い 。」 
つ 自分 の 気持 ち を 述べ る 「 わ た し 文 」 


4) 共感 の アサ ーション 

相手 の 言い 分 に 対す る 理解 を 示し ます 。 そ の 上 で 、 自 分 の 考え を 述べ る と 相 
手 も 聞 いて くれ る こと が 多い も の で す 。 相 手 は 自分 の 言い 分 が 伝わっ て いな い 
と 思う と 自分 の 主張 を 繰り 返し ます 。 相 手 の 意見 を 理解 する と いう こと は 同意 
する と いう こと と は 異な り ま す が 、 相 手 か ら す れ ば 自分 の 気持 ち を わか っ て も 
ら っ た 上 で の 意見 と いう こと で 、 考慮 する 余地 も 生ま れ て くる こと に な り ま す 。 


5) 相違 を 明らか に する アサ ーション 
相手 と の や り 取 り の 中 で 問題 が 生じ た 時 は 、 相 手 と 自分 の 意見 の 違い を 明 ら 
か に する こと が 重要 で す 。 そ れ ぞ れ の 言い 分 を 出し 合い 、 ど こ が 違 っ て いる の 
か を 確認 する こと で 、 誤 解 が 解け る こと が あり ます 。 


[私 の 理解 で は 、A さ ん と B き さん が 協力 する と いう 前提 で この プロ ジェ 」 
クト を 立ち 上 げ ま し た が 、 違 っ て いた で し ょ うか ?」 

「 私 た ち は こ の よう に 考え て いま す が 、 そ ちら は どの よう な お 考え で 
し ょ うか ?」 
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相手 を 非難 する 以下 の 表現 を 「 ア イ ・ ス テイ トメ ント 」 に よっ て 言 
い 直 し て くだ さい ②⑳。 


1 ) 家 に 帰っ て きた 父親 が 玄関 に 脱ぎ 人 散ら か し て ある 靴 を 見 て 、 
「 ち ょ っ と 、 な ん だ よ 、 こ の 靴 の 脱ぎ 方 は ! いっ た いう ち は 何 人 家族 な ん 
だ 1!?」 


2 ) 部 下 に 頼ん で お いた 資料 だ まだ で き て いな いこ と を 知り 、 
「 い っ た い 資 料 は いつ で きる ん だ ! 君 は や る 気 が あ る の か ?」 


3 ) 母親 に 録画 し て お く よ う に 頼ん で お いた 番組 が 録画 され て いな い の を 知り 、 
「 お 母さん 、 何 や っ て る の 、 録 画 し て っ て 、 頼 ん どい た じゃ な い ! 」 


アイ ・ ス テイ トメ ント が 必要 と され る 状況 は 、 気 持ち が いら いら し て い 


る 時 で す 。 上 に 見 る よう な 状況 で は 、 思 わずか っ と な っ て 自分 の 怒り を ぶ 
つけ て し まい そう に な り ま す が 、 相 手 を 非難 する の で は な く 、 自 分 の 気持 
ち を 相手 に 訴え か ける よう に する の が ポイ ント で す 。 答え は 1 つと は か ぎ 
り ま せん の で 、 1 ) で あれ ば 、 散 乱 し た 玄関 を 見 た 時 の 気持 ち 、2) で あ 
れ ば 、 資 料 が な いと 困る 状況 、3) で あれ ば 、 楽 し み に し て いた 番組 が 見 
られ な い 気 持ち 、 を 自分 な り の 言葉 で 表現 すれ ば いい で し ょ う 。 
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く 考 えよ う 7 > 

これ まで を 振り 返っ て みて 、 ア サー ティ ブ ・ コ ミュ ニケ ーション を 使え ば よ 
か っ た 時 は な か っ た で し ょ うか 。 ま た 、 こ れ か ら 、 ど の よう な 時 に この スタ イ 
ル を 使っ て いき た いと 思い ます か 。 


EB 


アサ ー テ ィ ブ ・ コ ミュ ニケ ーション が 有効 に 使わ れる の は 、 ビ ジネス に 
お ける 交渉 の 場 や 自分 と 相手 の 意見 が 衝突 し た 時 で す 。 同 僚 と の トラ ブル 
や 夫婦 げん か な ど に お いて も 、 効 果 を 発揮 する で し ょ う 。 仕事 上 で の 意見 
の 相違 に お いて は 、 相 手 の 言 い 分 も し っ か り 聞 いた 上 で 、 自 分 の 意見 も 主 
張 し 、 両 方 が 納得 する 形 で の 解決 を 図り まし ょ う 。 こ の よう な 解決 方 法 
は ウィ ン ウ ィ ン (Win Win) と も 呼ば れ ま す 。「 自 分 も 勝ち 、 相 手 も 勝つ 」 
と いう 意味 で 、 取 引 な ど に お いて 、 関 係 する 両者 共に メリ ッ ト が ある よう 
に する 方 法 で す 。 

私 た ちの 生活 は 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン で 成り 立っ て いる の で 、 日 
常 生 活 が アサ ー テ ィ プ ・ コ ミュ ニケ ーション を 必要 と する 状況 の 連続 で あ 
る と も 言え ます 。 そ の 意味 で 、 こ の スタ イル を 身 に つけ る こと が 、 私 た ち 
の 生活 に 快適 で 充実 し た 人 間 関係 を も た ら す こと に な る で し ょ う 。 
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— sxe le ede wha 


異 文化 を 受け 入れ る た め に は 


私 は これ まで に 20 か 国 以 上 を 旅行 し まし た が 、 今 も っ 
て 慣れ る こと の で き な い 習慣 に チッ プ が あり ます 。 チップ 
の 国 ア メリ カ に 初め て 着い た 時 、 仲 よく な っ た タク シー の 
運転 手 か ら チ ッ プ が 少な いと 言わ れ た 時 は 困惑 し まし た 。 

香港 の ホテ ル で は 、 ポ ー タ ー に チッ プ を 渡さ な か っ た た 
め 、 怒 っ た ポー ター は 思い っ きり ドア を 閉め て 出 て いき まし た 。 こ れ ら の トラ 
ブル は 払う べき チッ プ を 払わ な か っ た た め に 起き た も の で す が 、 反 対 に 、 払 
わな く て も いい の に 、 要 求 さ れる こと も よく あり ます 。 リ マ の 空港 で は 、 荷 物 
を チェ ッ ク し て いた 検査 官 の 女性 が 、 ク リス マス プレ ゼン ト と 言っ て 、 公 然 と 
チッ プ を 要求 し て きた の に は 牙 き まし た 。 ま た 、 イ ンド ネシア の 空港 で は 、 勝 
手 に 荷物 を 運ん で 、 あ と か ら チ ッ プ を 要求 し て きま す 。 ジ ャ カル タ の 空港 で は 、 
青い 制服 を 着 た ポー ター の 集団 が 国内 線 か ら 国際 線 に 乗り 継い で くる 外国 人 に 
次 々 と 声 を か け 、 勝 手 に 荷物 を 運ば ぼう と し ます 。 よ くわ か ら な いま ま 彼 ら の 言 
うま ま に し て いる と 、 最 後に チッ プ を 要求 され る こと に な り ま す 。 

チッ プ に 慣れ て いな い 日 本 人 か ら す る と 、 チ ッ プ を 払う こと に 抵抗 が あり ま 
す が 、 発 展 途 上 国 で は 貧し い 人 の 生活 手段 に な っ て いる と いう 側面 も も る よう 
で す 。 イ ンド ネシア 第 二 の 都市 スラ バ ヤ で タク シー 移動 中 に 、 ム スリ ム の 寺院 
に 寄っ た こと が あり ます 。 私 た ち を 待っ て いる 間 、 タ クシ ー が 路上 に 駐車 し よ 
うと する と 、 ど こ か ら か 人 が 現れ 、 誘 導 し て くれ ます 。 運 転 手 も 決 し て 裕福 で 
は あり ませ ん が 、 当 た り 前 の よう に チッ プ を 渡し て いま し た 。 お 金 の ある 人 が 
な い 人 に 恵 ん で や る の は 当たり 前 と いう 考え が ある か ら で し ょ う 。 金銭 の 授受 
の 伴わ な い サ ービス を 受け る こと に 人 慣れ て いる 日 本 人 か ら す る と 、 理 解 で き て 
も な か な か うま く 対 応 で き な い 異 文化 習慣 の 一 つ で ある と 言え る で し ょ う 。 

婦女 去 

チッ プ と 同様 に 、 日 本 人 に と っ て 苦手 な 文化 の 違い に 時 間 の 概念 が あり ま 
す 。 世 界 の 価値 観 の 中 で 見 た 「 モ ノ ク ロ ニッ ク (M タイ ム )」 と 「 ポ リク ロニ ッ 
ク (P タイ ム )」 の 違 で す 。 世 界 の 国 を 旅行 し て 実感 する こと は 、 日 本 は 世 
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界 一 の M タイ ム の 国 で ある と いう こと で す 。 決 め ら れ た こと は その と お り に 
する と いう 意識 の 高 さ が 日 本 の 生活 の 隅 々 に まで 反映 され て いま す 。 テ レビ や 
ラジ オ の 番組 表 か ら 始 まり 、 交 通 機関 の 時 刻 表 、 店 の 開店 時 間 や 閉店 時 間 、 友 
達 と の 約束 の 時 間 に い た る まで 、 予期 せめ 事態 が 生じ な いか ぎり 、 こ れ ら の 時 
問 は 茂 守 さ れ ま す 。 そ の よう な 非常 に 時 間 が 管理 され た 社会 か ら そ う で は な い 
国 に 行く と 、 多 く の 日 本 人 は スト レス を 感じ る こと に な る の で す 。 

メキ シコ で パス タ 料 理 を 食べ る た め に レス トラ ン に 入っ た 時 の こと で す 。 ス 
パ ゲ ッ テ ィ を 注文 し て 、20 へ ~ 30 分 経つ の に 、 何 も 出 て きま せん 。 ウ エイ ター 
も 厨房 に 入っ た きり 出 て こない の で 、 わざわざ 厨房 まで 行き 、 催促 し た と ころ 、 
「 今 スパ ゲッ ティ を 買い に 行っ て いる か ら 、 も う 少 し 待っ て くれ 。」 と いう 返事 
で し た 。 私 た ち 日 本 人 は 看 然 と し て 苦笑 する し か あり ませ ん で し た 。 イ ンド ネ 
シア の 大 学 を 訪問 し た 時 は 、 現 地 の 教員 が アレ ンジ し て くれ た 予定 が くる くる 
変わ る の で 、 事 前 に 準備 し て いた こと が 無駄 に な り 、 い ら だ ち を 感じ まし た 。 
この 国 で は 予定 は 変わ る も の だ と 気持 ち を 入れ 替え 、 そ の 時 の 状況 に よっ て 対 
処す る よう に し た と ころ 、 ず いぶ ん 気分 が 楽に な っ た も の で す 。 

コロ ン ビ ピア の ボゴタ に ある NN 大 学 で 日 本 語 を 教え る 私 の 教え 子 か ら も P タ 
イム の 国 の 珍 体 験 談 が 届き ます 。 そ の 一 つ を 紹介 する と 、 大 学 の ホー ムペ ー ジ 
を 一 新 す る と いう こと で 、 教 員 へ の 説明 会 が 大 々 的 に 開か れ 、 彼 女 も 期日 まで 
に ブロ グ を 書き 込む よう に 依頼 され まし た 。 準 備 万 端整 えて ホー ムペ ー ジ に 入 
ろう と し まし た が 、 ど うし て も 新しい ホー ムペ ー ジ が 見 つか り ま せん 。 お か し 
いと 思い 、 担 当 者 に 聞い て みる と 、「 ま だ で き て いな い 。 い つ で きる か わか ら 
な い 。」 と いう 返事 だ っ た そう で す 。 私 の 教え 子 は 、 一 事 が 万 事 、 こ ん な 調子 
の コロ ン ピ ア 生活 を 楽し みな が ら 暮 らし て いる と いう こと で し た 。 

この 教え 子 の 態度 は 、 異 文化 生活 に お いて は と て も 重要 で す 。 異 文化 で 暮 ら 
す た め に は 、 そ の 異 文化 を 受け 入れ 、 楽 し む 心 の ゆとり が 必要 だ か ら で す 。 そ 
れ に は 、 自 文化 中 心 主義 で は な く 、 文 化 相対 主義 の 視点 に 立っ て 、 相 手 文化 の 
よい 点 を 認め 、 取 り 入 れ て いく 態度 が 求め られ ます 。 異 文化 受容 の ステ ー ジ の 
4 段階 に な り ま す 。 世 界 に は 様々 な 人 が 暮らし て いま す 。 日 本 だ け の 価値 観 に 
と ら わ れ な い 、 多 様 性 の ある アイ デン ティ ティ を 確立 する こと が 、 ど の 異 文化 
に お いて る 通用 する 国際 的 な 感 党 を 育む こと に な る で し ょ う 。 
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Tama-chan was granted 
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住ん で いる 私 た ち に 
住民 登録 が 許さ れ な い 
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私 た ちの 暮らす 社会 は 同じ 
価値 観 を 共有 する 人 た ち だ け 


な で 9 中 過 8 各 泊 
率 選 4S > 回 畜生 府 


で な く 、 異 な る 考え を も つ 人 
| に よっ て 構成 され 、 多 様 な 価 
| 値 観 を 尊重 する 時 代 に 入っ て 


き 外 2 | / き て いま す 。 日 本 人 だ け の 社 
7 EEE | ) 会 か ら 異 な る 背景 を も つ 人 々 
に ヘー ンー の が 暮らす 社会 へ と 、 多 文化 を 
な 信 や 衣 | 、 意識 し た 町 づく り が 急務 と 
9 県 と 、 な っ て いま す 。 こ の よう な 多 
し 人 文化 と 共存 する 社会 を 実現 す 


る た め に 、 私 た ち に は 何 が で 
きる の か 、 考 えて み ま し ょ う 。 
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% 軸 多 文 化 共生 社会 に 参画 する 


異な る 考え 方 の 人 が 安心 し て 平和 に 暮らす こと の で きる 社会 の 実現 に は 、 個 
人 だ け の 努力 で は 限界 が あり ます 。 あ な た が 住む 地域 、 働 く 職場 、 所 属す る グ 
ルー プ の 人 々 が 一 緒 に な っ て アイ デア を 出し 合い 、 多 文化 と 共存 する 社会 を 作 
り 上 げ て いく 必要 が あり ます 。 こ こ で は 、 ブ レー ンス トー ミン グ の 手法 を 使っ 
た 、 多 文化 共生 社会 実現 に 向け て の 取り 組み を 具体 的 に 考え まし ょ う 。 


602 4 て 5 人 の グル ー プ に 分 か れ 、 グ ルー プ の テー マ を 次 の 1 ) て 4) か 
ら 選 び ま す 。 グ ルー プ ご と に (1) て (④⑳ の 手順 で 意見 を 出し 合い 、 そ れ 
ら を まとめ 、 具 体 的 な 施策 を 発表 し ます 。 


1 ) 地域 の 国際 化 

あな た の グル ー プ は 市 長 より 特命 の 「 多 文化 共生 社会 実現 の た め の ワ ー 
キン ググ ルー プ 」 に 任命 され まし た 。 皆 さん の 提案 は これ か ら の 地域 の 将 
来 に 大 き な 影響 を 与え る こと に な り ま す 。 皆 さん の 住む 地域 の 多 文 化 共生 
社会 実現 に 向け 、 市 長 に 具体 的 な 施策 を 答申 し て くだ さい 。 


ノーーー-ーー-ーー-ーー ニ ーー ニー 


2) 隣組 の 国際 化 

ここ 数 年 あな た の 住む 地域 に 外国 人 の 居住 者 が 増え て きま し た 。 し か し 、 
その 多く は 隣組 に 加入 し て いま せん 。 組長 で ある あな た は 、 外 国人 に も 組 
組織 に 加入 し て も ら っ て 、 新 し い タ イ プ の 隣組 に し て いき た いと 考え て い 
ます 。 あ な た の 考え に 賛同 する 住人 と 共に 、 ど うし た ら 外 国人 と 共存 で き 
る 組 組織 を 創設 で きる の か 、 具 体 的 な プラ ン 作 成 に 向け て 、 知 恵 を し ぼっ 
て くだ さい 。 


ーーー-ー-ー-ー-ー-ー-ーーーーー、 
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| 1 
| 3) 大 学 の 国際 化 | 
| あな た の グル ー プ は 学長 より 特命 の 「 世 界 の 知 の 拠点 た る 国際 大 学 化 に 」 
| 向け て の ワー キン ググ ルー プ 」 に 任命 され まし た 。 皆 さん の 提案 は これ か 1 
| ら の 大 学 運 営 に 大 き な 影 響 を 与え る こと に な り ま す 。 国 際 的 に 開か れ た 大 ! 
| 学 作り に 向け 、 学 長 に 具体 的 な 施策 を 答申 し て くだ さい 。 
1 


「 
| 4) 企業 の 国際 化 

1 日 本 の ロー カル 企業 で あり な が ら 、 世 界 を リー ド す る 技術 を 誇る あな た 
! の 会 社 は 今後 10 年 間 で 海外 進出 を 果たし 、 国 際 競 争 カ の ある グロ ー バ ル 
! 企業 へ と 大 転換 する 目標 を 打ち 出し まし た 。 こ れ に 伴い 、 社 長 直 連 の 国際 
| 化 推進 本 部 が 設置 され 、 会 社 の 国際 化 を ドラ ステ ィ ッ ク に 進め る こと に な 
| り ま し た 。 国際 化 推進 本 部 に 配 必 され た 皆さん で 、 今 後 の 会 社 の 命運 を 決 
| め る 国際 化 の 抜本 対策 を 提案 し て くだ さい 。 

! 


ト ヽ 


(1) 意見 の 提出 

グル ー プ 全員 が 順番 に 意見 を 一 つ ず つ 出 し 、 そ の 要点 を 付箋 紙 に 書き 込ん で 、 
ホワ イト ボー ド (また は 、 テ ー ブ ル の 上 ) に 貼っ て いき ます 。 ど ん な に 基 細 な 
こと 、 つ ま ら な いこ と で も か まい ませ ん 。 こ こ で は と に か 何で も いい か ら 意 
見 を 出す こと に 意義 が あり ます 。 意 見 が な く な る まで 、 こ の 作業 を 繰り 返し ま 
す 。 


(2) 意見 を まとめ る 

発表 され た 内 容 を 項目 ご と に 類別 し ます 。 こ の 作業 で は 、 必 要 に 応じ て 、 修 
正 し た り 、 削 除 し た り 、 芝 見 を 付け 加え た りす る こと が で きま す 。 出 され た 意 
見 を すべ て まとめ る 必要 は あり ませ ん 。 状 況 に 応じ て 、 取 捨 選択 を し て くだ さ 
い 。 そ の 後 、 項 目 ご と に で きる だ け 短 く 、 箇 潔 な 表現 で まとめ て くだ さい 。 細 
か いこ と は 口頭 で 説明 し ます 。 
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(3 普 き 込み 作業 
まとめ られ た 内 容 を 、 用 紙 (A3) に 何 枚 か に 分 け て 書き 込ん で くだ さい 。 
短く わか りや すく 、 大 き な 字 で 書い て くだ さい 。 


(4) 発表 
皆さん の グル ー プ の 答申 を グル ー プ 全員 で 発表 し て くだ さい 。 そ し て その 発 
表 に 対す る 他 の グル ー プ の 意見 を 聞い て くだ さい 。 


解説 

ブレ ー ン スト ー ミ ング は 、 グ ルー プ 全 員 が 参加 し 、 意 見 や アイ デア を 出し 合 
うこ と で 、 新 し いこ と を 生み 出し て いく 方 法 で す 。 手 法 と し て は 非常 に 単純 で 
す が 、「 全 員 が 参加 する 」「 一 人 ひと り の 意見 や アイ デア を 尊重 する 」「 全 員 の 
総意 で 何 か を 作り 上 げ る 」 と いう 点 で 、 ア クティ ビ テ ィ 自 体 が 多 文 化 共 生 社 会 
実現 に 向け て の 活動 と 重なる こと に な り ま す 。 

参加 者 に と っ て 身近 な 題材 を 4 つ 用 意 し まし た の で 、 グ ルー プ ご と に 好き な 
テー マ を 選ん で 、 多 く の 意見 や アイ デア を 出し 合っ て くだ さい 。 最後 の 発表 で 
は 、 参 加 者 全員 と アイ デア を 共有 し 、 活 発 な 意見 交換 が 行わ れる と 、 よ り よ い 
答申 に な る こと は 間違い な いで し ょ う 。 

多 文化 共生 社会 を 実現 する た め に は 、" 多 様 化 ” と いう 言葉 が キー ワー ド に 
な り ま す 。 日 本 人 だ け の 社会 か ら 多様 な 人 々 が 住む 社会 へ と 、 私 た ちの 意識 を 
変え て いく 必要 が あり ます 。 タ マ ち ゃ ん の 住民 登録 は され て も 、 外 国人 の 住民 
登録 は ずっ と あと まわ し に され て きま し た 。 今や っ と 行政 も 重い 腰 を 上 げた と 
と る で す 。 地域 、 大 学 、 社 会 に 所 属す る 私 た ち が 率 先 し て 、 知 恵 を 出し 合い 、 
国際 化 に 向け て の さら な る 一 歩 を 踏み 出す 時 期 が 来 て いる の で す 。 

個人 で 読ま れ て いる 方 は この 章 の ワー ク に 参加 する こと が で きま せん が 、 こ 
れ か ら の 活動 の 参考 に し て いた だ けれ ば と 思い ます 。 


ie meti maa nan tama mai ta eam 


rrormmmemnmenenwwaieem 
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私 と 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン 


最後 の 「 異 文化 よもや ま 話 」 は 、 私 と 異 文化 コミ ュ 
ニケ ーション と の か か わり に つい て お 話し し た いと 
思い ます 。 も うす で に 本 書 を 通し て 異 文化 理解 を 学 < 0 
ん だ 方 で あれ ば 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー DRE EE 

と 思い ます 。 私 た ち 人 間 は 1 人 で 生き る こと は で きま せん 。 私 た ちの 生活 は 他 
者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン で 成り 立っ て いる か ら で す 。 偉 そう な こと を 言っ て 
いる 私 で す が 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン で あ 
る と 認識 し 、 自 分 の 生活 に 積極 的 に 活用 する よう に な っ た の は 、 そ れ ほ ど 昔 の 
こと で は あり ませ ん 。 

私 が 異 文 化 コ ミュ ニケ ーション と いう 学問 に 初め て 触れ た の は 、 オ ー ス トラ 
リア 国立 大 学 に 入学 する た め の 準 備 を し て いた 1982 年 の 頃 で す 。 た だ 、 そ の 
時 は 言語 学 の 基礎 知識 と し て 関連 文献 を いく つか 読む と いう 程度 で し た 。 オ ー 
スト ラリ ア 国 立 大 学 で は 、 日 本 語 応用 言語 学 を 学び 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ 
ン 論 を 深く 学ぶ こと は あり ませ ん で し た 。 オ ー ス トラ リア の 大 学院 を 卒業 後 、 
ある 宗教 団体 で 海外 研修 生 の 研修 を 担当 し 、 そ の 後 、 短 期 大 学 に 移り 、 英 語 な 
ど を 教え まし た が 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン を 実践 的 な 学問 と し て 捉え る こ 
と は あり ませ ん で し た 。 私 が 初め て この 学問 の 実用 性 に 気がつい た の は 、 静 岡 
大 学 に 移っ て か ら の こと で す 。 

2000 年 10 月 、 静 岡 大 学 に 設置 され た 留学 生 セ ンタ ー に 教授 と し て 採用 さ 
れ た 私 は 、 翌 年 浜松 で 開催 され た JAFSA (国際 教育 交流 協議 会 ) の 夏期 研究 
集会 に 出席 し て いま し た 。 そ こ で 参加 し た 分 科 会 「 異 文化 体験 か ら 学ぶ 教育 
的 アプ ロー チ 」 は これ まで 私 が 抱い て いた 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 概念 を 
根本 か らく つが えす ほど 和 所 撃 的 な 内 容 で し た 。 そ こ で は 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー 
ショ ン が 単なる 机上 の 空論 で は な く 、 そ の 理論 を 自分 の 人 生 と 重ね 合わ せる 実 
践 的 な 学問 と し て 紹介 され た か ら で す 。 こ れ ま で の 海外 経験 が 頭 の 中 で よみ が 
えり 、 そ れ ら を 1 つの 理論 と し て まとめ て 感じ 取る こと が で きた の で す 。 

今 で こそ 海外 の 大 学 で 学ん だ り 、 働 いた り し な が ら 海 外 を 転々 と する 日 本 人 
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の 若者 は 珍し く な く な り ま し た が 、1970 年 代 に 私 の よう に 就職 も し な いで て 、 
プラ ジル や アメ リカ 、 オ ー ス トラ リア で 過ごす 人 は 変わ り 者 に 見 られ た 時 代 で 
す 。 私 の こと を 国際 浪人 な ど と 呼ぶ 人 も いま し た 。 大 学 の 同級 生 の 間 で は 、 プ 
ラジ ル に 行っ た と 思っ た ら 、 ア メリ カ に いた り 、 そ の 後 は オー スト ラリ ア に 留 
学 し た り と 、「 い っ た いあ いつ は 何 を し て いる ん だ 」 と あき れ た 目 で 見 られ て 
いま し た 。 最 後に 、 大 学 の 教員 に な っ た こと を 知る と 、 腰 を 抜か さん ば か り に 
驚か れ ま し た 。 

折 し も 1978 年 に 出版 され た 小此木 啓吾 氏 の 『 モ ラ ト リ ア ム 人 間 の 時 代 」 が 
話題 と な っ た こと も あり 、 モ ラ ト リ ア ム 人 間 の 走り だ っ た の か も し れ ま せん 。 
大 学 の 英文 科 に 進学 し た も の の 、 特 に 英語 や 英文 学 に 興味 が あっ た わけ で は な 
く 、 大 学 に 行く た め に は 専攻 を 決め な けれ ば な ら ず 、 仕 方 な く 決 め た と いう も 
の で し た 。 し た が っ て 、 大 学 で は 学問 に 興味 を も つこ と は な く 、 サ ー ク ル 活 動 
(マジ ッ ク ク ラブ で サー クル 名 を 「 マ ギー グル ッ ペ 」 と 呼び まし た ) が 唯一 熱 
中 で きる より どこ ろ で し た 。 

大 学生 活 は 、「 マ ギー グル ッ ペ 」 の 活動 の お か け で 、 楽 し く 、 充 実 し た も の 
に な り ま し た 。 入 部 し た 頃 は 素人 で も 、 勉 強 も る し な いで マジ ッ ク ば か り 練 習 し 
て いる と 3 年 生 や 4 年 生 に な る 頃 に は 、 セ ミ プ ブロ 並み の 腕前 に な り ま す 。 プ ロ 
の マジ シャ ン の 後見 (助手 ) と し て テレ ビ に 出演 し た り 、 地 方 の キャ バレ ー め 
ぐり を し た り 、 デ パー ト の マジ ッ ク コ ー ナ ー で 手品 の 実演 販売 を し た り と 、 普 
通 の 大 学生 で は 味わえ な いよ うな 経験 を た くさ ん し まし た 。 

大 学 在 学 中 に 外国 に も 興味 を も つよ うに な り ま し た が 、「 マ ギー グル ッ ペ 」 
の 幹事 長 と な り 、50 人 ほど の 部 員 を まとめ る 立場 で は 、 な か な か 外国 に 行く 
と いう こと は で きま せん で し た 。 4 年 生 に な り 、 就 職 が 目 の 前 に 現実 と し て 近 
づい て き て も 、 自 分 が 何 を や り た い の か 見 つけ る こと が で きま せん で し た 。 そ 
ん な 時 に プラ ジル か ら 一 時 帰国 し た 父 の 友人 に 会 い b、 ブ ラジ ル に 行っ て みた い 
と 思う よう に な っ た の で す 。 

婦女 。 支 去 

話 が 脱線 し まし た が 、JAFSA 分 科 会 へ の 参加 は 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン 
と いう 学問 に 目覚 め る 大 き な き っ か け と な り ま し た 。 分 科 会 の 内 容 に 刺激 され 
た 私 は 、 さ っ そく 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン 学 会 と 異 文化 問 教育 学会 に 入会 し 、 
そこ で 開催 され る 様々 な 研修 会 や 講習 会 に 参加 する よう に な り ま し た 。 同 時 
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に 、 留 学生 と 日 本 人 学生 と の 混成 クラ ス で 、 異 文化 理解 を テー マ と し た 授業 を 
も ち 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン を いか に 実践 面 に 応用 する か 、 論 考 を 重ね て 
いき まし た 。 

「 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」 が 本 当 に 私 た ち に と っ て 切っ て も 切れ な ぃ いも 
の で あり 、 私 た ちの 人 生 を 大 きく 作用 する ほど 重要 で ある と 確信 し た の は 、 文 
部 科学 省 よ り 助 成 を 受け た 『 多 文化 共生 社会 の 構築 に 資す る 日 本 語 教員 養成 プ 
ログ ラム 』 (浜松 学院 大 学 2008 一 2011) に 参画 し 、 そ こ で 、 社 会 人 を 対象 と 
し た 異 文化 理解 講座 を 担当 し た 時 で す 。 大 学 の 授業 で 使っ て きた 資料 に 、 こ れ 
まで に 参加 し た 異 文化 研修 会 や 講習 会 で の アイ デア を 加え て 、 異 文化 理解 の テ 
キス ト を 完成 し 、 そ れ を 講義 の 中 で 実践 し た の で す 。 こ の 講義 は 5 期 (2 年 半 ) 
に わた り 、 そこ で 私 の 講義 を 受講 し た 社会 人 学生 の 総数 は 82 人 に な り ま し た 。 
この 講義 を 通し て 、 多 く の 受 講 者 が 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン を 自分 の 人 生 の 
中 で 捉え 、、 そ こ で 多く の こと に 気づき 、 学 び を 深め て いる こと を 確認 する こと 
が で きた の で す 。 

私 自身 も いま だ 試行 錯誤 を 繰り 返し な が ら 、 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン と 格 
関し て いま す 。 理論 で 考え る ほど 、 実践 は 容易 で は あり ませ ん 。 し か し 、 少 な 
く て も この 学問 を 実生 活 で 意識 する よう に な り 、 家 庭 や 職場 に お ける 様々 な 問 
題 に お いて 解決 の 糸口 が 見 える よう に な っ た の も 事実 で す 。 現 代 の よう な 複雑 
な 社会 に お いて は 、 家 族 も 含め た 人 間 関 係 で 問題 を 抱え な い 人 は 皆無 と 言っ て 
も いい で し ょ う 。 そ の よう な 状況 に お いて 、 私 自身 、 幸 せな 生活 を 送っ て いる 
と 感じ られ る の も 、 異 文化 と の 付き 合い 方 を 多少 な り と も 知っ て いる か ら か も 
し れ ま せん 。 

今回 「 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」 と いう テー マ に 初め て 触れ た 方 に は 、 こ 
れ か ら の 人 生 に お いて 永遠 の ケー マ で ある 異 文 化 と の 付き 合い 方 を 本 書 と と も 
に 考え て いっ て いた だ きた いと 思い ます 。 そ し て 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン を 改善 する こと で 、 少 し で も 充実 し た 人 生 が 送れ る よう に な る こと を 心 よ り 
願っ て いま す 。 
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